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二
〇
一
八
年
四
月
二
三
日
、
成
都
の
四
川
大

学
で
、
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
〇
世
紀
前
半

の
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
」
が
開
催
さ
れ

た
。
テ
ー
マ
は
、
午
前
が
「
一
九
二
〇
〜
四
〇

年
代
の
人
類
学
華
西
学
派
の
学
術
体
系
研
究
」

（
二
〇
一
七
年
度
国
家
社
会
科
学
基
金
重
大
招

標
項
目
）、
午
後
は
「
二
〇
世
紀
前
半
の
華
西

辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
」
で
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
、
李
錦
が
「
人

類
学
華
西
学
派
の
研
究
」
の
概
要
を
説
明
し
た

う
え
で
、
専
家
組
の
冉
光
栄
、
趙
心
愚
、
羅
中

枢
、
袁
暁
文
、
楊
天
宏
ら
が
こ
れ
に
対
し
て
意

見
と
提
案
を
述
べ
た
。
次
に
、
華
西
学
派
へ
の

提
言
を
ふ
ま
え
て
、
二
〇
世
紀
前
半
の
華
西
辺

疆
研
究
に
つ
い
て
各
自
が
研
究
の
視
点
を
報
告

し
た
。
内
容
は
五
つ
に
分
か
れ
る
。

　

一
は
「
基
調
論
説
」
で
、
李
紹
明
「
中
国
人

類
学
に
お
け
る
華
西
学
派
」（
二
〇
〇
七
年
）

で
あ
る
。

　

二
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
」
で
、
李
錦

「
人
類
学
華
西
学
派
の
研
究
」
と
松
岡
正
子
「
二

二
〇
世
紀
前
半
の
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派

一
九
一
二
年
、
四
川
成
都
に
創
立
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
華
西
協
合
大
学
は
、
布
教
の
た
め
に
人
類
学
・
社
会
学
の
人
材
を
育
成
し
、 

華
西
辺
疆
研
究
学
会
を
設
立
し
て
英
文
学
会
誌
を
刊
行
し
、
世
界
に
向
け
て
中
国
西
南
辺
疆
部
の
情
報
を
発
信
し
た
。 

一
九
三
〇
年
代
の
抗
戦
期
、
成
都
に
避
難
し
て
き
た
人
類
学
者
た
ち
は
こ
の
学
会
に
集
結
し
、 

康
蔵
地
区
を
中
心
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
彼
ら
を
「
華
西
学
派
」
と
よ
ぶ
。

李
紹
明〈
四
川
省
民
族
研

究
所
研
究
員

〉 

冉
光
栄〈
四
川
大
学
歴
史

文
化
学
院
教
授
〉 

李 

錦〈
四
川
大
学
中
国
蔵
学
研
究

所
・
歴
史
文
化
学
院
教
授
〉

石 

碩〈
四
川
大
学
中
国
蔵
学
研
究
所

副
所
長
・
歴
史
文
化
学
院
教
授
〉 

楊
天
宏〈
四
川
大
学
歴
史

文
化
学
院
教
授
〉 

羅
中
枢〈
四
川
大
学
公
共

管
理
学
院
教
授
〉 

劉
志
揚〈
中
山
大
学
人

類
学
系
教
授
〉 

袁
暁
文〈
四
川
省
民
族

研
究
所
所
長
〉  

汪
洪
亮〈
四
川
師
範
大
学

歴
史
学
院
教
授
〉 

耿 

静〈
四
川
省
民
族
研

究
所
研
究
員

〉 
王 
田〈
西
南
民
族
大

学
副
教
授

〉 

周
蜀
蓉〈
四
川
大
学
博

物
館
教
授

〉 

鄒
立
波〈
四
川
大
学
中
国
蔵

学
研
究
所
副
教
授
〉  

張 

琪〈
四
川
大
学
助

理
研
究
員

〉 

李
沛
容〈
四
川
大
学
中
国
西
部
辺
疆
安
全
與
発

展
協
同
創
新
中
心
特
聘
副
研
究
員

〉
　
整
理 

松
岡
正
子〈
愛
知
大
学
現
代

中
国
学
部
教
授
〉 

（
訳
＝
松
岡
正
子
・
飯
田
直
美
）
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〇
世
紀
前
半
の
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
」。

　

三
は
「
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
研
究
の

意
義
」
で
あ
る
。
ま
ず
冉
光
栄
「
華
西
学
派
に

お
け
る
研
究
対
象
と
地
域
、
時
代
」
が
華
西
学

派
研
究
に
対
し
て
三
つ
の
提
言
を
行
う
。
次
に

石
碩
「
西
南
研
究
と
華
西
学
派
」
が
、
華
西
学

派
の
西
南
民
族
研
究
は
、
中
国
人
類
学
に
お
い

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
類
学
に
基
づ
い
て
な
さ
れ

た
最
初
の
系
統
的
な
少
数
民
族
研
究
で
あ
る
と

し
、
人
類
学
史
上
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
楊

天
宏
「
辺
疆
服
務
と
華
西
学
派
」
は
、
華
西
辺

疆
研
究
学
会
と
と
も
に
華
西
民
族
研
究
を
行
っ

た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
宣
教
師
や
一
九
三
九
年
に

設
立
さ
れ
た
辺
疆
服
務
部
の
調
査
記
録
の
重
要

性
と
欠
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
羅
中
枢
「
中
国

辺
疆
学
構
築
に
対
す
る
華
西
学
派
の
示
唆
」

は
、
辺
疆
学
の
視
点
か
ら
華
西
学
派
の
今
日
的

意
味
を
論
じ
、「
辺
疆
」
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
劉
志
揚
「
梁
釗
韜
と
南
方
民
族
お
よ
び
移

民
研
究
」
で
は
、
中
山
大
学
と
西
南
人
類
学
研

究
と
の
歴
史
的
な
関
係
を
指
摘
し
、
梁
釗
韜
の

功
績
に
つ
い
て
、「
西
南
民
族
分
布
と
分
類
略

図
」、
民
族
考
古
学
の
創
始
者
、
南
方
民
族
の

移
動
研
究
を
あ
げ
る
。
汪
洪
亮
「
華
西
学
派
の

特
徴
」
は
、
華
西
学
者
が
辺
疆
研
究
で
果
た
し

た
実
地
調
査
に
基
づ
く
理
論
構
築
の
水
準
と
応

用
実
践
の
深
さ
を
指
摘
す
る
。

　

四
は
「
華
西
学
派
研
究
の
諸
テ
ー
マ
」
で
、

冉
光
栄
「
胡
鑑
民
と
四
川
大
学
の
民
族
学
」、

耿
静
「
グ
ラ
ハ
ム
の
チ
ャ
ン
族
研
究
」、
袁
暁

文
「
西
南
蔵
族
研
究
」、
王
田
「
民
国
期
の
四

川
西
北
地
区
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
の
栽
培
売
買
と

族
群
政
治
│
│
雑
谷
脳
河
流
域
を
中
心
に
」、

周
蜀
蓉
「
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
」
の
諸
篇

に
よ
っ
て
、
本
テ
ー
マ
の
展
開
の
可
能
性
を
示

し
た
。

　

五
は
「
華
西
学
派
の
学
術
体
系
」
で
、
張
琪

「
人
類
学
「
華
西
学
派
」
の
理
論
体
系
の
現
状

と
方
向
」、
李
沛
容
「
人
類
学
・
社
会
学
の
教

学
実
践
か
ら
み
た
民
国
期
の
四
川
大
学
と
華
西

学
派
の
関
係
」、
鄒
立
波
「
華
西
学
派
と
嘉
絨

研
究
」
に
よ
っ
て
華
西
学
派
の
体
系
に
関
わ
る

諸
要
素
を
提
示
し
た
。

一
　
基
調
論
説

中
国
人
類
学
に
お
け
る
華
西
学
派
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

李
紹
明

　

人
類
学
は
、
総
じ
て
人
文
社
会
科
学
に
属

し
、
こ
の
百
年
の
間
に
海
外
か
ら
導
入
さ
れ
た

科
学
分
野
で
あ
る
。
国
内
で
は
す
で
に
か
な
り

発
展
し
幾
つ
か
の
学
派
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

人
類
学
は
、
学
術
的
伝
統
と
慣
例
に
よ
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
形
質
人
類

学
、
文
化
人
類
学
（
社
会
人
類
学
あ
る
い
は
民

族
学
）、
言
語
人
類
学
、
考
古
人
類
学
の
四
つ

に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で

は
形
質
人
類
学
の
み
を
指
し
、
民
族
学
や
言
語
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学
、
考
古
学
は
こ
れ
と
同
列
と
さ
れ
る
。
中
国

で
は
、
人
類
学
は
双
方
か
ら
導
入
さ
れ
た
た
め

に
二
つ
の
体
系
が
併
存
し
、
学
界
で
は
厳
格
な

区
分
は
な
い
。
し
か
し
、
学
科
体
系
（
一
、

二
、
三
級
に
分
か
れ
る
）
で
は
、
人
類
学
は
社

会
学
科
（
一
級
学
科
）
の
下
位
に
属
す
る
の
に

対
し
て
、
民
族
学
は
民
族
学
科
（
一
級
学
科
）

の
下
位
に
属
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
整
合
性
に

欠
け
る
。
本
稿
で
述
べ
る
中
国
人
類
学
華
西
学

派
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
密

で
あ
る
た
め
、
四
大
分
類
の
区
分
に
従
う
。

一
　
問
題
提
起

　

中
国
人
類
学
の
学
派
問
題
に
つ
い
て
は
、
前

世
紀
末
か
ら
す
で
に
議
論
が
あ
っ
た
。
黄
応
貴

「
光
復
後
台
湾
地
区
人
類
学
研
究
的
発
展
」
や

龍
平
平
「
旧
中
国
民
族
学
的
理
論
流
派
」
は
、

と
も
に
「
南
派
」と
「
北
派
」に
分
け
て
論
じ
〉
1
〈

る
。

　

黄
淑
娉
・
龔
佩
華
『
文
化
人
類
学
理
論
方
法

研
究
』
は
次
の
よ
う
に
明
確
に
の
べ
〉
2
〈
る
。

　
　

民
国
期
、
中
国
人
類
学
に
は
研
究
の
主
題

と
理
論
の
違
い
に
よ
っ
て
二
種
の
型
が
あ

り
、「
南
派
」「
北
派
」
と
よ
ば
れ
た
。
南
派

は
、
三
〇
年
代
に
南
京
の
中
央
研
究
院
民
族

学
組
や
南
方
の
複
数
の
大
学
の
人
類
学
者
た

ち
を
代
表
と
し
、
早
期
に
進
化
論
派
の
観
点

を
一
部
取
り
入
れ
、
後
に
ア
メ
リ
カ
歴
史
学

派
の
影
響
を
よ
り
多
く
受
け
て
、
中
国
の
伝

統
的
歴
史
考
察
法
と
結
び
つ
け
た
。
相
対
的

に
言
え
ば
、
理
論
を
あ
ま
り
重
視
せ
ず
、
資

料
の
収
集
と
説
明
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
。
中

華
民
族
の
文
化
に
も
進
化
の
過
程
が
あ
り
、

そ
の
歴
史
を
研
究
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
人
類

学
の
手
法
は
中
華
民
族
の
文
化
史
を
再
考
す

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
ま
さ
に
蔡

元
培
が
「
中
国
歴
史
上
の
断
片
的
事
実
に
つ

い
て
は
、
我
が
国
の
先
史
学
は
ま
だ
十
分
に

発
展
し
て
い
な
い
た
め
証
明
す
る
こ
と
は
た

や
す
く
な
い
、
し
か
し
民
族
学
に
お
い
て
何

ら
か
の
傍
証
が
得
ら
れ
れ
ば
明
ら
か
に
で
き

る
こ
と
は
少
な
く
な
〉
3
〈

い
」
と
言
っ
た
と
お
り

で
あ
る
。
│
│
彼
ら
の
少
数
民
族
に
対
す
る

実
地
調
査
は
、
内
容
の
多
く
が
伝
統
的
な
文

化
習
俗
の
記
録
や
叙
述
で
あ
り
、
民
間
文
学

や
神
話
、
伝
説
故
事
な
ど
の
収
集
に
重
点
を

置
く
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
理
論
を
軽
視

す
る
た
め
、
論
著
は
常
に
大
量
の
資
料
の
積

み
上
げ
と
煩
雑
な
現
象
の
羅
列
で
あ
り
、
研

究
す
る
社
会
や
そ
の
文
化
発
展
の
本
質
的
な

問
題
は
説
明
で
き
て
い
な
い
。
│
│
ア
メ
リ

カ
歴
史
学
派
で
は
、
民
族
誌
資
料
は
理
論
的

指
標
と
は
関
係
な
く
収
集
し
、
有
用
な
資
料

で
あ
れ
ば
理
論
問
題
に
対
し
て
明
確
な
答
え

が
得
ら
れ
る
と
す
る
。
南
派
は
中
国
の
歴
史

学
派
と
も
い
わ
れ
、
理
論
的
指
標
を
あ
ま
り

重
視
し
な
い
と
い
う
点
で
は
ア
メ
リ
カ
歴
史

学
派
と
同
じ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
派

は
、
研
究
対
象
の
族
群
と
そ
の
文
化
の
歴
史

的
発
展
に
つ
い
て
の
研
究
を
重
視
し
な
い

が
、
中
国
の
人
類
学
者
は
、
人
類
学
の
方
法

に
よ
っ
て
歴
史
文
献
を
研
究
す
る
と
同
時

に
、
一
定
程
度
に
お
い
て
歴
史
資
料
を
利
用

し
て
人
類
学
研
究
を
進
め
る
。
こ
の
よ
う
な

研
究
法
は
後
の
中
国
人
類
学
研
究
に
お
い
て

一
層
進
め
ら
れ
、
現
状
研
究
の
た
め
に
歴
史

の
発
展
過
程
を
遡
り
、
現
存
の
社
会
や
文
化

の
由
来
を
説
明
す
〉
4
〈
る
。

　
　

北
派
は
、
燕
京
大
学
社
会
学
系
を
ベ
ー
ス

に
、
呉
文
藻
を
筆
頭
と
す
る
人
類
学
者
を
代

表
と
す
る
。
理
論
を
講
じ
、
応
用
を
重
ん
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じ
、
中
国
化
さ
れ
た
人
類
学
の
学
術
思
想
を

明
確
に
示
す
。
呉
文
藻
は
一
九
二
九
年
に
ア

メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
人
類
学
や
社
会

学
を
い
か
に
中
国
の
国
情
に
結
び
つ
け
る
か

と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
文
化
人
類
学

の
教
学
を
改
革
し
て
文
献
と
民
族
学
の
資
料

を
用
い
て
授
業
を
行
い
、
人
類
学
は
対
象
を

原
始
民
族
か
ら
現
代
民
族
に
拡
大
し
、
漢
族

を
含
む
中
華
民
族
全
体
と
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
ま
た
、
応
用
人
類
学
を
理
論
の

基
礎
と
す
る
機
能
学
派
理
論
を
、
中
国
の
国

情
を
研
究
す
る
の
に
最
も
適
し
て
い
る
と
し

た
。
一
九
三
五
年
、
ラ
ド
ク
リ
フ
・
ブ
ラ
ウ

ン
（A

lfred R
eginald R

adcliffe-B
row

n, 
1981 ‒1955

）
を
講
義
に
招
き
、
機
能
学
派

の
理
論
と
方
法
を
広
め
る
一
連
の
文
章
を
書

い
た
。
ま
た
費
孝
通
や
林
耀
華
、
李
有
義
ら

を
派
遣
し
て
江
西
省
大
瑶
山
花
藍
瑶
の
社
会

組
織
、
江
蘇
省
江
村
の
経
済
、
福
州
義
序
の

宗
族
制
度
お
よ
び
華
北
や
山
西
な
ど
の
村
落

調
査
を
行
わ
せ
た
。
中
国
式
の
人
類
学
や
社

会
学
を
「
中
国
の
土
壌
に
植
え
付
け
」「
中

国
化
を
徹
底
す
る
」
こ
と
を
提
起
し
〉
5
〈

た
。

　

中
国
人
類
学
の
南
北
両
派
に
関
し
て
、
大
陸

の
学
者
は
一
般
に
一
九
四
九
年
中
華
人
民
共
和

国
建
国
以
前
に
遡
る
が
、
台
湾
の
学
者
は
一
九

四
九
年
以
降
の
か
な
り
の
期
間
ま
で
延
長
し
て

論
ず
る
。
李
亦
園
は
い
う
、「
台
湾
の
人
類
学

研
究
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で

は
大
陸
時
代
の
南
派
の
伝
統
の
継
続
と
い
え
る

が
、
一
九
六
五
年
以
後
は
伝
統
的
民
族
誌
か
ら

社
会
人
類
学
に
向
か
う
流
れ
が
出
現
し
、
そ
の

特
徴
は
漢
族
の
郷
村
社
区
の
研
究
ブ
ー
ム
と
い

う
形
で
あ
ら
わ
れ
た
。
一
方
、
大
陸
で
は
、
北

派
の
学
者
が
少
数
民
族
の
社
会
歴
史
研
究
に
転

向
し
た
、
…
…
南
北
両
派
の
伝
統
の
相
互
作
用

で
あ
〉
6
〈

る
」
と
。
こ
れ
は
引
き
続
き
検
討
す
べ
き

問
題
で
あ
る
。

　

で
は
、
中
国
人
類
学
に
は
南
北
両
派
以
外
に

他
の
派
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
知
ら
れ
て
い
る

の
は
、
曽
昭
璇
が
曖
昧
に
提
起
し
た
「
嶺
南
学

派
」
の
み
で
あ
る
。
曽
に
よ
れ
ば
、「
梁
釗
韜

教
授
の
業
績
は
嶺
南
学
派
の
新
風
に
よ
る
。
中

国
の
民
俗
文
化
は
明
清
以
後
、
中
心
が
南
に
移

り
、「
嶺
南
親
海
、
熱
帯
民
風
」
の
嶺
南
文
化
が

盛
ん
に
な
っ
た
。
地
理
的
に
は
一
年
を
通
し
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
可
能
で
あ
り
、
加
え
て

西
洋
の
学
問
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
嶺
南
学

派
に
は
長
期
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
広
い
学

識
、
新
説
の
創
出
と
い
う
三
つ
の
優
れ
た
点
が

あ
〉
7
〈

る
」と
い
う
。
た
だ
し
彼
は
、
中
国
人
類
学
の

嶺
南
学
派
を
提
唱
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

梁
先
生
が
嶺
南
学
派
の
影
響
を
受
け
て
業
績
を

為
し
た
こ
と
を
主
に
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
個
人
的
に
は
、
中
山
大
学
や
廈
門
大
学
を

代
表
と
す
る
嶺
南
人
類
学
は
長
い
歴
史
が
あ

り
、学
風
は
実
務
を
重
ん
じ
、多
く
の
人
材
を
輩

出
し
て
多
大
な
貢
献
が
あ
り
、
特
色
が
際
立
っ

て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
を
南
派
か
ら
分
け
て
単

独
の
別
の
一
派
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
否

か
は
、
中
国
人
類
学
の
歴
史
を
研
究
す
る
者
に

と
っ
て
回
避
で
き
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

中
国
人
類
学
に
華
西
学
派
は
存
在
す
る
の

か
、
こ
れ
は
王
銘
銘
が
以
前
か
ら
提
起
し
て
い

る
問
題
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
王
銘

銘
は
北
京
大
学
と
中
央
民
族
大
学
の
人
類
学
民

族
学
を
専
攻
す
る
大
学
院
博
士
修
士
学
生
を
率

い
て
成
都
を
訪
れ
、「
西
南
地
区
民
主
改
革
口

述
史
」
を
作
成
す
る
た
め
に
幾
度
か
私
を
取
材

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
中
国
人
類
学
に
華
西
学

派
が
存
在
す
る
か
否
か
を
た
び
た
び
聞
い
て
き
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た
。
私
は
、
こ
の
学
派
は
客
観
的
に
み
て
存
在

す
る
が
、
ま
だ
研
究
が
不
十
分
だ
と
答
え
た
。

次
に
彼
は
、
こ
の
学
派
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ

る
の
か
と
聞
い
た
の
で
、
私
は
簡
単
に
「
全
て

を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
」
だ
と
答
え
た
。
南

北
の
両
派
の
良
い
と
こ
ろ
を
備
え
て
お
り
、
特

に
チ
ベ
ッ
ト
族
に
つ
い
て
の
人
類
学
的
研
究
で

は
抜
き
ん
で
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
北
京
に
来

て
こ
れ
に
つ
い
て
一
〜
二
回
講
義
を
し
て
ほ
し

い
と
い
っ
た
の
で
、
私
は
学
術
資
料
を
再
び
整

理
し
な
お
し
て
、
翌
年
に
は
講
義
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
た
。

　

私
自
身
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
か
つ
て
考

え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
え

て
問
題
提
起
を
し
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
一
に
、
私
は
こ
れ
に
つ
い
て
十
分

研
究
し
て
お
ら
ず
、
今
で
も
な
お
疑
問
が
完
全

に
解
決
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
に
、

私
自
身
が
華
西
大
学
の
出
身
で
あ
る
た
め
、
こ

の
学
派
を
論
じ
れ
ば
自
画
自
賛
の
可
能
性
が

あ
っ
た
か
ら
で
、
あ
え
て
こ
れ
ま
で
こ
の
話
題

を
避
け
て
き
た
。
し
か
し
い
ま
や
正
式
に
私
に

意
見
を
求
め
る
学
者
が
あ
り
、
避
け
る
こ
と
は

で
き
そ
う
に
も
な
い
。
ま
た
ほ
か
の
理
由
も
あ

る
。
そ
れ
は
華
西
に
お
け
る
人
類
学
が
一
時
は

世
人
の
関
心
を
得
た
の
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の
学

派
に
関
す
る
研
究
や
論
述
が
な
く
、
も
し
こ
の

学
術
的
伝
統
が
受
け
継
が
れ
な
け
れ
ば
、
四
川

や
西
南
の
人
類
学
に
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
と

思
え
る
か
ら
だ
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
昨
年
、

王
笛
著
『
街
頭
文
化
│
│
成
都
公
共
空
間
、
下

層
民
衆
與
地
方
政
治
（1870 ‒1930

）』
を
読
ん

だ
。
こ
れ
は
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
で
二
〇
〇
三
年

に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
社
か
ら
出
版 

し
た
英
語
版
（D

i W
ang, Street Culture in 

Chengdu: Public Space, U
rban Com

m
oners, and 

Local Politics, 1870–1930 , Stanford U
niversity 

Press, 2003

）の
漢
訳
本
で
あ
る
。
王
笛
は
四
川

大
学
歴
史
系
と
同
修
士
課
程
を
修
了
し
て
大
学

に
残
り
、
後
に
ア
メ
リ
カ
で
博
士
号
を
取
得
し

た
。
そ
の
博
士
論
文
を
基
に
著
し
た
本
の
「
中

文
版
自
序
」
に
お
い
て
、「
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
グ
ラ

ハ
ム
を
探
し
て
」
と
い
う
小
題
を
つ
け
て
、
著

書
で
使
用
し
た
グ
ラ
ハ
ム
（
す
な
わ
ち
葛
維
漢

D
avid C

rockett G
raham

, 1884 ‒1961

）
の
三

枚
の
絵
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
版
権
許
可
を
得
る
た
め
に
、
わ
ず
か
な
手
が

か
り
を
た
よ
り
に
、
多
く
の
時
間
を
か
け
て
ア

メ
リ
カ
の
各
図
書
館
の
資
料
庫
を
探
し
、
後
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
用
い
て
や
っ
と
こ
の
人
物

を
つ
き
と
め
た
。
…
…
三
十
種
余
り
の
作
品
に

は
、
す
で
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
、
博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
た
も
の
、
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
も

の
も
あ
っ
た
。
多
く
は
四
川
に
関
係
し
、
内
容

は
大
衆
の
宗
教
、
風
俗
、
民
歌
、
方
言
、
考
古
、

少
数
民
族
な
ど
に
及
ぶ
。
誉
れ
高
い
ス
ミ
ソ
ニ

ア
ン
学
会
（Sm

ithsonian Insti tu tion

）
の
刊

行
物
に
発
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
よ

う
や
く
、
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
グ
ラ
ハ
ム
が
非
凡
な

学
者
で
あ
り
、
そ
の
関
心
と
知
識
が
広
範
で
、

成
果
も
多
い
こ
と
を
知
っ
た
。
私
は
四
川
を
専

門
に
研
究
す
る
学
者
と
し
て
、
彼
の
こ
と
を
こ

れ
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
大
変
遺
憾

で
あ
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
四
川
の
宗
教
研
究

に
重
要
な
貢
献
を
し
た
ア
メ
リ
カ
人
と
そ
の
著

作
が
ほ
と
ん
ど
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
埋
も

れ
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
残
念
で
あ
〉
8
〈

る
」
と
。

　

王
笛
の
こ
の
自
責
の
念
に
、
私
は
感
動
し

た
。
こ
れ
は
学
者
の
心
か
ら
の
正
直
な
声
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
私
を
驚
愕
さ
せ
も
し

た
。
王
笛
は
、
か
つ
て
四
川
大
学
の
歴
史
系
で

近
代
史
を
学
び
、
四
川
大
学
で
働
い
た
。
一
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方
、
グ
ラ
ハ
ム
は
四
川
で
三
八
年
間
暮
ら
し
、

長
年
、
華
西
大
学
博
物
館
（
四
川
大
学
博
物
館

の
前
身
、
一
九
五
二
年
に
四
川
大
学
歴
史
系
に

吸
収
さ
れ
た
）
に
勤
務
し
て
館
長
兼
文
化
人
類

学
教
授
を
務
め
、
一
九
四
八
年
の
退
職
後
に
ア

メ
リ
カ
に
帰
国
す
る
ま
で
多
く
の
著
作
を
世
に

出
し
た
。
四
川
大
学
関
係
者
で
あ
る
王
笛
が
、

グ
ラ
ハ
ム
が
ど
う
い
う
人
物
な
の
か
を
全
く
知

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
四
川
を
研
究
し
た

著
名
な
学
者
で
あ
る
こ
と
を
よ
う
や
く
知
っ

た
。
王
笛
で
す
ら
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
他

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
事
実
で
王

笛
を
責
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
我
々
の

文
化
の
断
層
と
、
学
術
継
承
の
断
絶
の
深
刻
さ

を
明
ら
か
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
私
は
一
人
の

学
者
と
し
て
こ
の
こ
と
に
責
任
が
あ
り
、
学
術

継
承
の
問
題
を
研
究
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し

て
、
ま
さ
に
王
笛
が
グ
ラ
ハ
ム
の
著
作
を
埋
も

れ
さ
せ
た
く
な
い
と
望
ん
だ
の
と
同
じ
思
い

で
、
グ
ラ
ハ
ム
の
在
華
時
の
人
類
学
の
代
表
作

を
収
集
整
理
翻
訳
し
、
二
〇
〇
四
年
『
葛
維
漢

民
族
学
考
古
学
論
著
』
を
出
版
〉
9
〈

し
、
そ
の
他
の

彼
に
関
す
る
専
門
書
も
現
在
整
理
翻
訳
中
で
あ

る
。
こ
れ
は
先
達
の
研
究
に
つ
い
て
の
後
人
へ

の
引
き
継
ぎ
で
も
あ
る
。

二
　
中
国
人
類
学
華
西
学
派
の
形
成
と
発
展

　

学
派
と
は
学
術
の
流
派
で
あ
る
。
一
般
に
、

あ
る
学
問
の
な
か
で
学
説
や
師
の
教
え
の
違
い

に
よ
り
形
成
さ
れ
る
。
広
義
に
は
、
あ
る
地
域

や
あ
る
問
題
を
研
究
対
象
と
し
て
、
特
色
の
あ

る
学
術
伝
統
等
を
形
成
し
た
場
合
も
学
派
と
称

す
る
。
前
述
の
嶺
南
学
派
が
こ
の
例
で
あ
る
。

学
派
は
自
ら
称
す
る
の
で
は
な
く
、
研
究
者
が

学
術
の
実
践
で
次
第
に
自
身
の
特
色
を
形
成

し
、
そ
れ
に
対
し
て
学
界
が
あ
る
種
の
学
術
グ

ル
ー
プ
と
し
て
認
知
す
る
。
人
類
学
の
南
北
派

も
同
様
で
あ
る
。
我
が
国
の
歴
史
に
は
早
く
か

ら
学
派
が
あ
り
、
同
じ
志
を
も
つ
学
者
が
集

ま
っ
て
学
問
を
興
し
た
。「
君
子
群
而
不
党
」

（
君
子
は
群
れ
て
党
せ
ず
）
を
提
唱
し
、「
党
同

伐
異
」（
同
じ
き
に
党
が
り
異
な
る
を
伐
つ
）

の
現
象
を
退
け
る
の
も
学
術
の
民
主
的
精
神
で

あ
る
。
こ
れ
は
今
日
の
学
派
が
提
唱
す
る
学
風

と
も
一
致
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
中
国
人
類
学
の
華
西
学

派
が
な
ぜ
「
華
西
」
の
名
を
用
い
る
の
か
を
説

明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
華
西
」

と
は
中
国
西
部
（W

est C
hina

）
で
は
な
く
、

一
九
一
二
年
に
成
都
で
創
設
さ
れ
た
華
西
協
合

大
学
を
指
す
。
華
西
協
合
大
学
は
、
華
西
大
学

と
も
略
し
、
校
地
は
華
西
壩
あ
る
い
は
壩
上
と

呼
ば
れ
、
現
在
の
四
川
大
学
華
西
校
区
に
あ
っ

た
。
華
西
協
合
大
学
は
、
創
立
後
ま
も
な
く
人

類
学
と
社
会
学
の
教
学
と
研
究
を
進
め
、
人
類

学
を
主
な
内
容
と
す
る
博
物
部（
館
）
を
つ

く
っ
た
。
一
九
二
二
年
に
は
華
西
辺
疆
研
究
学

会
を
設
立
し
て
、
一
九
二
四
年
に
『
華
西
辺
疆

研
究
学
会
雑
誌
』
を
刊
行
、
一
九
四
二
年
に
は

専
門
的
な
人
類
学
研
究
機
関
で
あ
る
華
西
辺
疆

研
究
所
を
設
立
し
、
人
類
学
の
人
材
を
輩
出
し

た
。
さ
ら
に
、
抗
日
戦
争
時
期
に
東
北
、
華
北

の
沿
海
地
区
が
相
次
い
で
陥
落
す
る
と
、
多
く

の
大
学
機
関
が
内
地
に
移
転
し
、
そ
の
う
ち
燕

京
、
斉
魯
、
金
陵
な
ど
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
を
中
心

と
し
た
六
つ
の
大
学
が
成
都
の
華
西
壩
に
集

ま
っ
て
華
西
大
学
と
共
同
で
授
業
を
行
っ
た
。

多
く
の
著
名
な
人
類
学
者
が
華
西
の
列
に
加
わ

り
、
華
西
人
類
学
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
、
当
時
、
成
都
華
西
壩
に
い
た
人
類
学
者
集

団
が
「
華
西
」
の
名
で
よ
ば
れ
、
俗
称
と
な
っ
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た
。
な
お
、
我
々
が
用
い
る
華
西
学
派
に
は
、

当
時
成
都
に
あ
っ
た
四
川
大
学
な
ど
の
人
類
学

と
社
会
学
の
学
者
も
含
ま
れ
る
。

　

華
西
学
派
の
形
成
と
発
展
に
は
、
華
西
大
学

の
設
立
が
密
接
に
関
係
す
る
。
華
西
大
学
は
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
の
三
カ
国
の

キ
リ
ス
ト
教
の
五
つ
の
教
会
が
連
合
し
て
成
都

に
創
立
し
た
大
学
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
に
創

設
が
計
画
さ
れ
、
一
九
一
〇
年
に
学
生
を
募
集

し
た
。
新
設
時
は
文
系
理
系
の
二
学
系
の
み
で

あ
っ
た
が
、続
い
て
医
学
、薬
学
、教
育（
師
範
）

学
な
ど
の
学
系
が
増
設
さ
れ
た
。
一
九
一
七
年

以
前
の
華
西
大
学
文
科
（
人
文
科
学
と
社
会
科

学
の
略
称
）
に
は
、
哲
学
、
教
育
、
西
洋
史
と

総
合
文
化
な
ど
五
つ
の
学
系
が
あ
る
。
ま
た
、

大
学
は
人
類
学
と
社
会
学
の
教
育
に
も
力
を
そ

そ
ぎ
、
哲
学
系
や
西
洋
史
学
系
に
は
「
人
類
及

び
人
種
学
」
の
課
程
、
理
科
生
物
学
系
に
も

「
人
種
及
び
人
類
学
」
の
課
〉
10
〈

程
、
総
合
文
科
系
に

は
「
社
会
学
」
の
課
程
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
課
程
の
担
当
は
主
に
外
国
人
教
師
で
あ
っ

た
。
こ
の
ほ
か
人
類
学
の
機
関
と
し
て
博
物
館

（
一
九
一
四
年
創
設
時
は
博
物
部
）
が
あ
っ
た
。

文
科
修
士
と
理
科
博
士
課
程
は
ダ
ニ
エ
ル
・

シ
ー
ツ
・
ダ
イ
（
戴
謙
和D

aniel Sheets D
ye, 

1884 ‒1977

）
が
部
長
で
、
ト
ー
マ
ス
・
ト
ー

ラ
ン
ス
（
陶
然
士T

hom
as Torrance, 1871 ‒

1959

）
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
エ

ド
ガ
ー
（
葉
長
青Jam

es H
uston E

dgar, 
1871 /1872 ‒1936

）
が
補
助
に
あ
た
っ
た
。
彼

ら
は
人
類
学
に
考
古
学
と
文
化
人
類
学
を
開
設

し
た
。
ト
ー
ラ
ン
ス
と
エ
ド
ガ
ー
は
何
度
も
康

巴
蔵
族
地
区
、
す
な
わ
ち
現
在
の
「
蔵
彝
走

廊
」
地
区
に
行
っ
て
考
古
と
民
族
の
調
査
を
進

め
、
様
々
な
著
作
を
世
に
問
い
、『
華
西
辺
疆

研
究
学
会
雑
誌
』
上
に
何
篇
も
の
論
文
を
発
表

し
た
。
華
西
大
学
博
物
館
は
、
当
時
は
「
大
学

博
物
館
」、
考
古
学
及
び
人
類
学
博
物
館
、
古

物
博
物
館
と
も
呼
ば
れ
た
。
理
科
生
物
学
系
に

設
立
さ
れ
た
自
然
歴
史
博
物
館
や
医
学
系
の
医

学
博
物
館
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

次
に
、
四
川
人
類
学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
デ
イ
ビ
ッ

ト
・
グ
ラ
ハ
ム
を
紹
介
す
る
。
彼
は
一
九
一
二

年
か
ら
一
九
三
一
年
ま
で
宣
教
師
の
身
分
で
四

川
省
宜
賓
市
に
住
み
、
教
会
活
動
を
し
な
が
ら

人
類
学
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
四
川
各
地
を

幾
度
も
調
査
し
、
研
究
領
域
は
四
川
南
部
の

ミ
ャ
オ
族
の
文
化
と
生
活
、「
僰
人
懸
棺
」（
長

江
沿
い
の
岸
壁
に
棺
を
並
べ
て
埋
葬
し
、「
僰

人
」
と
よ
ば
れ
た
古
代
人
）
の
民
族
と
考
古
、

漢
族
地
区
の
民
間
の
宗
教
信
仰
、
四
川
西
北
の

西
南
チ
ベ
ッ
ト
族
、
チ
ャ
ン
族
、
イ
族
の
歴
史

と
文
化
等
に
及
び
、
多
く
の
論
文
を
発
表
し

た
。
一
九
三
二
年
に
は
華
西
大
学
博
物
館
館
長

に
任
命
さ
れ
、
一
九
四
八
年
に
退
職
し
て
ア
メ

リ
カ
に
帰
国
す
る
ま
で
文
化
人
類
学
教
授
と
兼

任
し
た
。
華
西
大
学
博
物
館
館
長
に
在
任
中
の

一
九
三
三
年
に
は
、
四
川
広
漢
三
星
堆
遺
跡
の

考
古
発
掘
の
責
任
者
と
な
り
、
古
蜀
三
星
堆
文

化
の
研
究
の
道
を
開
い
〉
11
〈

た
。

　

四
川
に
お
け
る
人
類
学
研
究
は
、
当
時
、
こ

の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
一
九
二
二
年
三
月
、

外
国
籍
学
者
が
主
と
な
っ
て
、
人
類
学
研
究
を

中
心
に
地
理
学
、
地
質
学
、
生
物
学
な
ど
の
学

科
を
含
む
国
際
的
学
術
組
織
、「
華
西
辺
疆
研

究
学
会
」（W

est C
hina Border R

esearch So-
ci e ty

）
が
華
西
大
学
に
設
立
さ
れ
た
。
学
会
は

華
西
大
学
に
属
し
、
事
務
機
構
は
華
西
大
学
博

物
館
内
に
設
け
ら
れ
た
。
構
成
員
は
当
時
一
一

人
で
、
ほ
と
ん
ど
が
華
西
大
学
関
係
者
で
あ

る
。
責
任
者
は
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
形
質
人
類
学
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者
で
解
剖
学
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
ジ
ナ
ル

ド
・
モ
ー
ル
ス
（
莫
爾
斯W

illiam
 R

eginald 
M

orse, 1874 ‒1939

）
で
、
主
な
メ
ン
バ
ー
は

ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ー
ツ
・
ダ
イ
（
戴
謙
和
）、
エ
ド

ワ
ー
ド
・
コ
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
（
胡
祖

遺E
dward C

orry W
ilford

）、
Ａ
・
Ｊ
・
ブ
レ

イ
ス
（
布
礼
士A

. J. Brace
）
等
で
、
ロ
ン
ド

ン
王
立
協
会
会
員
で
著
名
な
地
理
学
者
エ
ド

ガ
ー
（
葉
長
青
）
を
栄
誉
会
員
に
招
聘
し
た
。

学
会
の
主
旨
は
華
西
（
四
川
、
雲
南
、
貴
州
、

チ
ベ
ッ
ト
、
甘
粛
な
ど
の
地
を
含
む
）
の
民
族

の
風
俗
習
慣
や
自
然
環
境
の
研
究
の
支
援
と
奨

励
で
あ
り
、
特
に
外
国
人
に
大
き
な
影
響
力
が

あ
っ
た
。
華
西
地
区
の
社
会
と
自
然
の
研
究
成

果
を
発
表
し
、
西
南
地
区
を
調
査
研
究
の
重
点

領
域
と
し
た
。
調
査
の
支
援
、
経
費
の
援
助
、

報
告
会
の
実
施
、
論
文
の
発
表
、
学
会
誌
の
発

行
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
学
会
誌
『
華
西
辺

疆
研
究
学
会
雑
誌
』
は
英
語
で
出
版
さ
れ
、
一

九
二
四
年
に
創
刊
、
一
九
四
六
年
に
停
刊
す
る

ま
で
あ
わ
せ
て
一
六
巻
二
二
冊
を
出
版
し
、
論

文
は
三
〇
〇
余
篇
に
及
ぶ
。
内
容
は
主
に
西
南

地
区
に
関
す
る
人
類
学
（
形
質
人
類
学
と
、
民

族
学
、
考
古
学
、
言
語
学
、
文
化
人
類
学
を
含

む
）、
歴
史
学
、
民
俗
学
、
社
会
学
、
宗
教

学
、
地
理
学
、
地
質
学
、
生
物
学
な
ど
の
分
野

の
論
著
で
、
こ
の
う
ち
人
類
学
の
成
果
は
約
三

分
の
一
を
占
め
た
。
当
時
こ
の
地
区
を
研
究
す

る
学
科
の
な
か
で
は
世
界
的
な
権
威
の
あ
る
刊

行
物
と
な
り
、
世
界
各
国
の
大
図
書
館
に
収
蔵

さ
れ
た
。
論
文
の
著
者
は
大
多
数
が
国
内
外
の

著
名
な
学
者
で
あ
〉
12
〈

る
。
な
お
一
九
四
〇
年
以
前

は
、
著
者
は
外
国
籍
学
者
が
主
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
は
中
国
の
学
者
が
主
力
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
我
が
国
に
お
け
る
一
連
の
学
科
発
展
の
趨
勢

と
一
致
す
る
。
本
誌
は
す
べ
て
英
語
で
出
版
さ

れ
た
た
め
、
当
時
は
国
外
へ
の
影
響
が
国
内
よ

り
も
大
き
か
っ
た
。

　

一
九
二
〇
年
代
の
華
西
人
類
学
界
で
最
も
突

出
し
た
人
物
は
グ
ラ
ハ
ム
で
あ
る
。『
華
西
辺

疆
研
究
学
会
雑
誌
』
に
五
五
篇
の
論
文
を
発
表

し
、
内
容
は
主
に
文
化
人
類
学
、考
古
学
、民
俗

学
と
宗
教
学
な
ど
の
多
方
面
に
わ
た
る
。
次
い

で
エ
ド
ガ
ー
（
六
七
篇
）
で
あ
る
が
、
彼
の
主

な
貢
献
は
人
類
学
分
野
で
は
な
い
。
形
質
人
類

学
分
野
で
は
、
モ
ー
ル
ス
の
貢
献
が
大
き
い
。

同
学
会
誌
に
何
本
も
の
論
文
を
発
表
し
、
そ
の

蓄
積
が
一
九
三
〇
年
代
の
三
度
に
わ
た
る
四
川

各
民
族
の
血
液
型
調
査
の
基
礎
と
な
っ
た
。

　

中
国
人
類
学
の
発
展
の
歴
史
に
つ
い
て
、 

ア
メ
リ
カ
の
ス
テ
バ
ン
・
ハ
レ
ル
（Stevan 

H
arrell, 1947 ‒

）
を
代
表
と
す
る
人
類
学
者
た

ち
は
、
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
前
、
中
国
に
は

人
類
学
は
な
か
っ
た
、
中
国
人
人
類
学
者
が
ま

だ
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と

す
〉
13
〈

る
。
確
か
に
ハ
レ
ル
の
説
は
も
っ
と
も
で
あ

る
が
、
物
事
の
発
展
に
は
過
程
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
華
西
に
お
け
る
人
類
学
で
は
、
当
時
中

国
の
学
者
は
ま
だ
主
た
る
地
位
を
占
め
て
は
い

な
か
っ
た
が
、
多
く
の
外
国
籍
の
学
者
が
こ
の

地
で
事
業
を
推
進
す
る
な
か
で
、
幾
人
か
の
中

国
人
も
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
訓
練
を
受
け

た
。
こ
れ
は
中
国
人
類
学
の
発
展
の
一
部
分
で

あ
り
、
一
段
階
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
私
は
、
一
九
二
〇
年
代
と
そ
れ
以

前
の
時
期
は
中
国
人
類
学
華
西
学
派
の
萌
芽
期

で
あ
り
、
準
備
時
期
ま
た
は
蓄
積
期
間
で
あ
る

と
考
え
る
。
当
時
は
学
者
た
ち
の
学
術
背
景
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
グ
ラ
ハ

ム
は
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
人
類
学
者
フ
ラ
ン

ツ
・
ボ
ア
ズ
（Franz Boas, 1858 ‒1942

）
の

影
響
を
深
く
受
け
、
グ
ラ
ハ
ム
の
著
作
や
華
西
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大
学
博
物
館
の
展
示
に
は
ア
メ
リ
カ
人
類
学
歴

史
学
派
の
観
点
と
方
法
が
色
濃
く
み
ら
れ
、
歴

史
学
派
の
学
者
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
ト
ー
ラ
ン
ス
は
そ
の
代
表
作
「
羌
族
的
歴

史
、
習
俗
和
宗
教
」
の
な
か
で
、
チ
ャ
ン
族
の

原
始
多
神
信
仰
を
原
始
一
神
教
の
古
い
信
仰
で

あ
る
と
解
釈
し
た
〉
14
〈

が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
・
シ
ュ
ミ
ッ
ド
（W

ilhelm
 Schm

idt, 
1868 ‒1954

）
の
文
化
伝
播
学
派
の
観
点
の
模

倣
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
華

西
で
は
ま
だ
絶
対
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
は
い

な
か
っ
た
。

　

一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
中
国
は
揺
籃
期
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
混
乱
は
中
国
華
西
人

類
学
に
形
成
と
発
展
の
機
会
を
も
た
ら
し
た
。

一
九
三
一
年
、
日
本
軍
国
主
義
が
中
国
を
侵
略

し
、
同
年
の
満
州
事
変
で
日
本
は
中
国
の
東
北

三
省
を
占
領
し
、
続
い
て
偽
満
州
国
の
傀
儡
政

権
を
作
り
上
げ
た
。
民
族
の
危
機
は
日
増
し
に

顕
著
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
七
年
日
本

軍
は
盧
溝
橋
事
件
を
起
こ
し
、
公
然
と
中
国
を

侵
略
し
て
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
中
国
人
民
は

全
面
抗
戦
の
時
期
に
入
っ
た
。
日
本
軍
は
徐
々

に
我
が
国
の
東
北
、
華
東
、
華
中
、
華
南
一
帯

を
占
領
し
、
中
国
政
府
が
管
理
可
能
な
地
域
は

西
北
と
西
南
の
二
カ
所
の
み
と
な
っ
た
。
西
部

地
区
は
中
国
少
数
民
族
の
居
住
地
区
で
あ
っ
た

が
、
民
族
間
の
矛
盾
が
著
し
く
、
日
本
は
こ
れ

に
乗
じ
て
民
族
関
係
を
挑
発
す
る
こ
と
で
全
面

的
に
中
国
を
併
呑
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
人
類
学
研
究
が
能
力
を
発
揮
す
る
好
機

で
も
あ
っ
た
。
加
え
て
、
我
が
国
の
大
部
分
の

国
土
が
陥
落
す
る
と
、
陥
落
区
の
大
学
が
次
々

と
内
陸
部
に
疎
開
し
、
西
部
の
中
央
に
位
置
し

て
い
た
成
都
に
も
外
地
の
大
学
が
移
転
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
大
学
に
は
人
類
学
や
社
会
学
の

人
材
が
多
く
、
彼
ら
が
華
西
人
類
学
発
展
に
新

し
い
力
を
注
ぎ
こ
ん
だ
。

　

一
九
三
七
年
抗
日
戦
争
勃
発
後
、
成
都
華
西

に
移
っ
て
き
た
大
学
は
南
京
の
金
陵
大
学
、
金

陵
女
子
文
理
学
院
、
中
央
大
学
医
学
院
、
北
平

（
現
在
の
北
京
）
の
燕
京
大
学
、
協
合
医
学
院

お
よ
び
看
護
専
門
学
校
、
済
南
の
斉
魯
大
学
、

蘇
州
の
東
呉
大
学
生
物
系
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
大
学
は
華
西
大
学
と
連
合
し
て
学
校
を
運
営

す
る
こ
と
で
、
経
費
や
教
員
費
、
校
舎
の
設
備

な
ど
の
問
題
を
解
決
し
た
。
華
西
大
学
は
こ
れ

ら
の
大
学
の
た
め
に
多
く
の
支
援
を
提
供
し

た
。
ま
た
教
師
な
ど
の
学
術
的
資
源
を
華
西
大

学
に
集
中
さ
せ
て
相
互
活
用
し
た
こ
と
で
、
華

西
お
よ
び
各
大
学
の
教
育
と
科
学
研
究
の
水
準

が
向
上
し
た
。
移
転
し
て
き
た
大
学
の
う
ち
金

陵
、
金
陵
女
子
文
理
、
燕
京
、
斉
魯
の
四
校
に

は
い
ず
れ
も
社
会
学
系
が
あ
り
、
社
会
学
、
人

類
学
課
程
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
人
類
学
分
野

で
著
名
な
徐
益
棠
（
一
八
九
六

－

一
九
五
三
）、

柯
象
峰
（
一
九
〇
〇

－

一
九
八
二
）、
馬
長
寿

（
一
九
〇
七

－

一
九
七
一
）、
林
耀
華
（
一
九
一

〇

－

二
〇
〇
〇
）、
李
有
義
（
一
九
一
二

－

）

（
短
期
）
お
よ
び
陳
永
齢
ら
は
、
こ
の
時
、
華

西
人
類
学
の
発
展
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
。
例

え
ば
、
金
陵
大
学
の
徐
益
棠
は
金
陵
大
学
社
会

学
系
の
教
授
兼
中
国
文
化
研
究
所
所
長
で
あ

り
、
当
時
、
中
国
民
族
学
会
の
責
任
者
で
も

あ
っ
た
。
金
陵
大
学
移
転
に
随
行
し
て
成
都
に

来
て
以
来
、
所
属
機
関
の
諸
活
動
を
華
西
で

行
っ
た
。
中
国
民
族
学
会
は
、
成
都
に
お
い
て

西
南
辺
疆
研
究
社
の
名
義
で
『
西
南
辺
疆
』
を

刊
行
し
、
金
陵
大
学
中
国
文
化
研
究
所
も
『
辺

疆
研
究
論
叢
』
を
出
版
し
た
。
著
名
な
学
者
の

何
人
か
は
た
び
た
び
学
生
を
連
れ
て
四
川
や
西

康
両
省
の
チ
ベ
ッ
ト
、
イ
、
チ
ャ
ン
、
ミ
ャ
オ
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な
ど
の
民
族
地
区
で
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
、
一
連
の
代
表
的
な
専
門
書
を

書
き
あ
げ
た
。
徐
益
棠
の
『
雷
波
小
涼
山
之

倮
〉
15
〈

民
』、
馬
長
寿
の
「
嘉
絨
民
族
社
会
史
」「
鉢

教
源
流
」
や
『
涼
山
羅
彝
考
察
報
〉
16
〈

告
』、
林
耀

華
の
『
涼
山
夷
家
』『
四
土
嘉
〉
17
〈

絨
』、
李
有
義
の

「
雑
谷
脳
的
漢
蔵
貿
易
」
や
「
雑
谷
脳
喇
嘛
寺
的

経
済
教
育
組
〉
18
〈

織
」
な
ど
、
み
な
当
時
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
研
究
の
優
れ
た
成
果
で
あ
る
。

　

華
西
大
学
自
体
も
、
抗
戦
期
に
人
類
学
が
急

速
に
発
展
し
た
。
人
類
学
と
社
会
学
の
研
究
者

の
李
安
宅
（
一
九
〇
〇

－

一
九
八
五
）
は
一
九

四
一
年
に
華
西
大
学
社
会
学
系
教
授
兼
主
任
と

し
て
招
か
れ
、
一
時
期
は
移
転
し
た
成
都
の
燕

京
大
学
社
会
学
系
主
任
も
兼
任
し
て
、
華
西
の

人
類
学
研
究
を
強
力
に
促
進
し
た
。
河
北
省
遷

西
の
出
身
で
、
斉
魯
大
学
と
燕
京
大
学
で
学

び
、
一
九
二
七
年
に
燕
京
大
学
社
会
学
系
で
教

え
、
一
九
三
四
年
に
ア
メ
リ
カ
で
人
類
学
を
修

め
、
翌
年
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
ズ
ニ
族
の
部
落
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

し
て
「
印
第
安
人
祖
尼
的
母
系
制
）
1
（

度
」
を
著

し
、
ア
メ
リ
カ
の
少
数
民
族
を
実
地
研
究
し
た

最
初
の
中
国
人
と
な
っ
た
。
ま
た
多
く
の
人
類

学
の
著
作
執
筆
と
翻
訳
で
賞
賛
さ
れ
〉
19
〈

た
。
一
九

三
六
年
に
帰
国
し
て
燕
京
大
学
で
教
え
、
一
九

三
八
年
に
夫
人
の
于
式
玉
（
一
九
〇
四

－

一
九

六
九
）
と
と
も
に
甘
粛
省
南
部
蔵
区
の
ラ
プ
ラ

ン
寺
を
三
年
間
調
査
し
、
英
語
で
『
蔵
族
宗
教

史
之
実
地
考
〉
20
〈

察
』
を
著
し
た
。
一
九
四
一
年
に

華
西
に
来
て
か
ら
は
、
人
類
学
と
社
会
学
の
教

育
と
研
究
を
し
な
が
ら
、
人
類
学
研
究
の
専
門

機
関
の
設
立
に
着
手
し
た
。
翌
年
華
西
辺
疆
研

究
所
が
設
立
さ
れ
、
華
西
大
学
校
長
が
所
長
を

兼
任
、
李
が
副
所
長
で
実
務
を
取
り
仕
切
っ

た
。
同
研
究
所
は
西
南
辺
疆
民
族
、
特
に
康
蔵

地
区
（
現
在
の
「
蔵
彝
走
廊
」
地
区
）
を
対
象

と
す
る
人
類
学
研
究
組
織
で
あ
り
、
任
乃
強

（
一
八
九
四

－

一
九
八
九
）、
謝
国
安
（
一
八
八

七

－

一
九
六
六
）、
劉
立
千
（
一
九
一
〇

－

二

〇
〇
八
）、
于
式
玉
、
玉
文
華
な
ど
を
主
任
研

究
員
と
し
て
招
聘
し
た
。
う
ち
任
、
謝
、
劉
等

何
人
か
は
当
時
す
で
に
著
名
な
康
蔵
研
究
者
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
、
華
西
大
学
社
会
学
系
の
馮

漢
驥
（
一
八
九
九

－

一
九
七
七
）、
羅
栄
宗
、

蔣
旨
昂
や
、
鄭
徳
坤
な
ど
人
類
学
者
が
加
わ
っ

て
、
勢
力
は
か
な
り
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
華
西
辺
疆
研
究
所
と
華
西
大
学
社
会

学
系
は
た
び
た
び
専
門
家
を
招
い
て
学
術
講
座

を
開
い
て
お
り
、
グ
ラ
ハ
ム
、
ダ
イ
、
李
安

宅
、
林
耀
華
、
馮
漢
驥
が
主
要
な
講
師
陣
で

あ
っ
た
。
華
西
辺
疆
研
究
学
会
と
華
西
大
学
社

会
学
系
は
一
九
三
三
〜
三
四
年
に
、
川
西
黒
水

地
区
と
西
康
北
部
徳
格
一
帯
に
そ
れ
ぞ
れ
人
を

派
遣
し
て
チ
ベ
ッ
ト
族
や
チ
ャ
ン
族
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
李
安
宅
が

「
西
康
徳
格
之
歴
史
與
人
口
」「
喇
嘛
教
薩
迦

派
」「
笨
教
│
│
説
蔵
語
人
民
的
魔
力
般
的
宗

教
信
〉
21
〈

仰
」
を
執
筆
し
、
任
乃
強
は
「
徳
格
土
司

世
譜
」「
喇
嘛
教
與
西
康
政
〉
22
〈
治
」
を
書
い
た
。

蔣
旨
昂
の
「
黒
水
社
区
政
〉
23
〈

治
」、
于
式
玉
の

「
麻
窩
衙
門
」「
黒
水
民
〉
24
〈

風
」
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
研
究
成
果
は
、
当
時
の
人
類
学
調

査
研
究
の
空
白
部
分
を
埋
め
る
著
作
で
あ
る
。

華
西
辺
疆
研
究
所
で
は
謝
国
安
、
劉
立
千
な
ど

の
蔵
文
漢
訳
の
名
著
『
蔵
王
世
系
明
鑑
』『
瑪

巴
訳
師
伝
』『
米
拉
熱
吧
大
師
伝
』『
印
蔵
仏
教

源
流
史
』
や
、
玉
文
華
が
収
集
整
理
し
た
『
西

北
民
歌
』
な
ど
を
出
版
し
た
。

　

華
西
大
学
や
そ
の
他
の
人
類
学
に
関
す
る
機

関
お
よ
び
そ
の
事
業
は
、
こ
の
時
期
に
大
き
く

発
展
し
た
。
華
西
大
学
博
物
館
は
一
九
四
一
〜
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四
六
年
に
鄭
徳
坤
が
館
長
と
な
っ
た
。
彼
は
著

名
な
文
化
人
類
学
者
で
考
古
学
者
で
も
あ
る
。

着
任
し
て
間
も
な
く
中
山
大
学
の
梁
釗
韜
（
一

九
一
六

－

一
九
八
七
）
を
招
聘
し
た
。
そ
の

後
、
宋
蜀
華
（
一
九
二
三

－

二
〇
〇
四
）
も
留

学
か
ら
帰
国
し
て
同
館
の
職
に
就
い
た
。
同
館

の
所
蔵
品
は
、
鄭
の
指
導
の
下
で
考
古
学
、
民

族
学
、
民
俗
学
に
基
づ
い
て
陶
器
、
石
刻
、
書

画
な
ど
に
分
け
て
展
示
さ
れ
、
現
在
の
展
示
構

成
に
至
る
。
五
年
の
在
任
期
間
に
、
漢
墓
、
唐

墓
、
前
蜀
永
陵
を
含
む
成
都
の
文
廟
跡
の
考
古

学
的
な
発
掘
を
四
回
組
織
し
、
叢
刊
五
種
、
専

刊
一
種
、
謄
写
版
叢
刊
九
種
を
出
版
し
た
。
彼

自
身
は
専
門
書
『
四
川
古
代
文
化
〉
25
〈

史
』
や
、
中

国
史
前
史
、
川
西
北
石
棺
葬
、
古
代
陶
器
、
チ

ベ
ッ
ト
族
文
化
、
チ
ベ
ッ
ト
絵
画
な
ど
に
関
す

る
論
文
を
多
く
著
し
た
。
梁
釗
韜
は
こ
の
と
き

博
物
館
の
民
族
研
究
室
を
取
り
仕
切
っ
て
お

り
、『
西
南
民
族
誌
』
を
主
編
し
て
二
百
余
万

字
の
資
料
を
収
集
し
た
。
ま
た
多
く
の
論
文
を

執
筆
し
、「
祭
礼
的
象
徴
和
伝
襲
│
│
民
族
学

的
文
化
史
研
究
」「
古
代
餽
牲
祭
器
及
祖
先

崇
〉
26
〈

拝
」
な
ど
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

形
質
人
類
学
の
分
野
で
も
か
な
り
大
き
な
成

果
が
あ
っ
た
。
一
九
三
五
〜
三
六
年
に
華
西
大

学
医
学
院
の
楊
振
華
は
、
モ
ー
ル
ス
主
催
の
形

質
人
類
学
の
調
査
に
三
度
参
加
し
た
。
成
都
人

千
人
と
ミ
ャ
オ
族
約
二
百
人
、
チ
ベ
ッ
ト
族
約

百
人
、
チ
ャ
ン
族
約
五
十
人
の
血
液
標
本
を
収

集
し
、
論
文
「
四
川
人
的
血
型
研
究
」
を
書
い

た
。
一
九
三
八
年
に
モ
ー
ル
ス
、
楊
振
華
、
白

英
才
（
一
九
〇
七

－

一
九
五
二
）
の
三
者
連
名

で
『
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
雑
誌
』
に
発
）
2
（

表
し
、
賞

賛
を
得
た
。
顔
閻
は
華
西
の
形
質
人
類
学
に
重

要
な
貢
献
を
し
た
。
彼
の
著
作
「
中
国
人
鼻
骨

之
初
步
研
究
」
と
「
測
定
頦
孔
前
後
位
置
之

指
〉
27
〈

数
」
は
当
時
独
創
的
な
論
文
と
評
さ
れ
た
。

　

言
語
学
研
究
の
分
野
で
は
、
一
九
四
〇
年
華

西
大
学
に
設
立
さ
れ
た
中
国
文
化
研
究
所
は
言

語
学
者
の
聞
宥
（
一
九
〇
一

－

一
九
八
五
）
を

所
長
と
し
た
。
聞
宥
は
中
山
、
山
東
、
燕
京
、

四
川
、
雲
南
な
ど
の
大
学
教
授
を
歴
任
し
、
言

語
学
、
音
韻
学
研
究
を
専
門
と
す
る
。
特
別
研

究
員
に
は
呂
淑
湘
（
一
九
〇
四

－

一
九
九
八
）、

韓
儒
林
（
一
九
〇
三

－

一
九
八
三
）、
劉
朝

陽
、
董
作
賓
（
一
八
九
五

－

一
九
六
三
）、
劉

咸
、
李
方
佳
等
が
い
た
。
同
研
究
所
に
は
『
華

西
大
学
中
国
文
化
研
究
所
論
叢
』『
華
西
大
学

中
国
文
化
研
究
所
集
刊
』
の
二
種
の
出
版
物
が

あ
り
、
国
内
外
に
名
声
を
博
し
た
。
聞
宥
の

「
論
民
族
語
言
系
属
」「
民
家
語
中
同
義
字
研

究
」「
羌
語
比
較
文
法
」、
呂
淑
湘
の
「
釈
俺
附

論
們
）
3
（

字
」「
説
漢
語
第
三
代
身
詞
」、
李
方
佳

「
沙
仏
、
漢
蔵
語
元
）
4
（

音
」、
董
作
賓
「
読
方
編
納

西
文
字
典
甲
種
」、
劉
念
和
「
中
国
古
漢
語
声

韻
系
統
的
研
究
」
な
ど
は
、
す
べ
て
言
語
学
の

佳
作
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
聞
宥
に
は
『
古

銅
鼓
〉
28
〈

考
』『
銅
鼓
続
考
』
な
ど
の
専
門
書
が
あ

る
。
一
九
四
〇
年
代
に
は
趙
衛
邦
（
一
九
〇
八

－

一
九
八
六
）
が
加
わ
り
、
西
康
寧
属
（
現
在

の
涼
山
彝
族
自
治
州
）
一
帯
の
民
族
調
査
を
進

め
、「
西
康
会
理
的
僰
〉
29
〈

人
」
を
著
し
た
。

　

成
都
華
西
壩
の
大
学
や
研
究
機
関
の
ほ
か

に
、
四
川
大
学
や
四
川
博
物
館
な
ど
も
人
類
学

の
分
野
で
目
覚
ま
し
い
成
果
が
あ
っ
た
。
一
九

三
一
年
、
成
都
に
あ
る
国
立
成
都
大
学
、
国
立

成
都
師
範
大
学
、
公
立
四
川
大
学
の
三
つ
の
大

学
が
合
併
し
て
国
立
四
川
大
学
と
な
り
、
合
併

後
は
社
会
学
や
人
類
学
の
教
育
と
研
究
に
最
も

重
点
を
置
い
た
。
一
九
三
五
年
、
四
川
大
学
文

学
院
の
歴
史
系
は
人
類
学
を
開
設
し
、
法
学
院

の
政
治
経
済
系
で
も
社
会
学
、
社
会
問
題
な
ど
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の
課
程
を
開
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
課
程
を
担
当

し
た
の
は
胡
鑑
民
（
一
八
九
六

－

一
九
六
六
）

と
馮
漢
驥
で
あ
っ
た
。
彼
ら
二
人
は
華
西
の
大

学
研
究
機
関
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
胡
は
か

つ
て
金
陵
大
学
文
学
院
文
科
研
究
所
の
教
授

で
、
馮
は
華
西
大
学
社
会
学
系
教
授
お
よ
び
主

任
代
理
で
あ
っ
た
。
馮
は
後
に
四
川
博
物
館
館

長
を
務
め
、
ま
た
華
西
大
学
と
四
川
大
学
の
教

授
も
兼
任
し
た
。
こ
の
た
め
彼
ら
の
人
類
学
活

動
は
華
西
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

胡
は
一
九
二
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
大
学
社
会
学
部
で
修
士
の
学
位
を
取
得

し
、
一
九
三
一
年
帰
国
後
す
ぐ
に
四
川
大
学
教

員
と
な
り
、
社
会
学
と
人
類
学
の
課
程
を
担
当

し
た
。
四
川
や
貴
州
の
民
族
地
区
に
赴
い
て
何

度
も
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
っ
た
。
主
な
論
文

に
「
羌
族
之
信
仰
與
習
為
」「
羌
民
的
経
済
活

動
型
式
」「
苗
人
的
家
庭
與
婚
姻
習
俗
瑣
〉
30
〈
記
」

な
ど
が
あ
る
。
馮
漢
驥
は
一
九
三
一
年
に
ア
メ

リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
研
究
院
人
類
学
部
に

入
り
、
後
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
人
類
学
部
に
移
っ
て
一
九
三
六
年

に
人
類
学
哲
学
博
士
を
取
得
し
た
。
翌
年
帰
国

し
、
四
川
大
学
歴
史
系
の
教
員
と
な
り
、
考
古

学
、
民
族
学
の
教
育
と
研
究
に
従
事
し
た
。
何

度
も
四
川
西
部
の
チ
ベ
ッ
ト
族
、
チ
ャ
ン
族
、

イ
族
地
区
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
前

蜀
永
陵
の
発
掘
も
含
め
幾
度
も
考
古
発
掘
を
主

宰
し
た
。
主
な
著
作
に
「
由
中
国
親
族
名
詞
上

所
見
之
中
国
古
代
婚
姻
制
」（
一
九
四
一
年
）、

「
倮
倮
之
歴
史
起
源
」（
シ
ュ
ラ
イ
オ
ッ
クJ. K

. 
Shryock

と
の
共
著
、
一
九
三
八
年
）、「
成
都

平
原
的
大
石
文
化
遺
跡
」（
鄭
徳
坤
と
の
共
著
、

一
九
四
六
年
）、「
川
康
明
清
土
司
官
印
考
」
や

「
松
理
茂
汶
羌
族
考
察
雑
〉
31
〈

記
」
な
ど
が
あ
る
。

四
川
大
学
文
科
研
究
所
の
張
怡
蓀
（
一
八
九
三

－

一
九
八
三
）
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
『
蔵
漢

大
詞
典
』
の
編
纂
に
尽
力
し
、
注
目
さ
れ
た
。

他
に
抗
戦
時
期
に
四
川
楽
山
に
移
っ
た
武
漢
大

学
の
方
壮
猷
（
一
九
〇
二

－

一
九
七
〇
）
は
人

類
学
の
分
野
で
優
れ
た
著
作
が
あ
る
。
川
南
小

涼
山
イ
族
地
区
に
調
査
に
赴
い
て
、「
雷
波
屏

山
沐
川
等
県
土
司
家
譜
」「
蛮
夷
司
等
九
土
司

家
譜
」「
涼
山
羅
族
系
〉
32
〈

譜
」
な
ど
を
著
し
、
注

目
さ
れ
た
。
な
お
、
当
時
四
川
に
は
、
こ
の
ほ

か
に
も
重
要
な
人
類
学
研
究
機
関
が
置
か
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、
疎
開
し
て
宜
賓
李
荘
に
設
立

さ
れ
た
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
民
族

学
組
お
よ
び
重
慶
の
人
類
学
者
た
ち
は
こ
の
時

期
に
著
し
い
成
果
を
あ
げ
た
が
、
華
西
と
の
関

係
は
比
較
的
疎
遠
な
の
で
、
本
研
究
に
は
収
め

な
い
。

　

一
九
四
五
年
八
月
、
日
本
が
降
伏
し
て
抗
戦

は
終
結
し
た
。
四
川
に
疎
開
し
て
い
た
多
く
の

大
学
等
が
次
々
に
成
都
を
離
れ
、
華
西
に
も
あ

る
程
度
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、
す
で
に
確
立
さ

れ
て
い
た
華
西
人
類
学
は
引
き
続
き
発
展
し
、

華
西
の
各
人
類
学
機
関
は
継
続
し
て
各
自
の
教

学
と
研
究
に
従
事
し
た
。
一
九
四
六
年
に
『
華

西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
が
様
々
な
原
因
に

よ
っ
て
活
動
停
止
と
な
っ
た
後
、
華
西
辺
疆
研

究
所
の
任
乃
強
、
謝
国
安
、
劉
立
千
ら
は
す
ぐ

に
成
都
に
康
蔵
研
究
社
を
立
ち
上
げ
て
『
康
蔵

研
究
月
刊
』
を
創
刊
し
、
一
九
四
九
年
ま
で
あ

わ
せ
て
二
九
期
を
出
版
し
、
人
類
学
会
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
一
九
四
七
年
に
は

四
川
大
学
と
華
西
大
学
の
人
類
学
の
教
師
や
学

生
が
胡
鑑
民
や
羅
栄
宗
ら
の
支
持
を
う
け
て
、

四
川
大
学
辺
疆
研
究
学
会
を
立
ち
上
げ
た
。

『
中
国
辺
疆
』（
隔
週
刊
）
を
作
り
、
成
都
の

『
西
方
日
報
』
副
刊
と
い
う
形
で
出
版
し
て
、

一
九
四
九
年
四
月
ま
で
に
三
二
期
を
刊
行
し
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た
。
四
川
大
学
文
科
研
究
所
の
唐
嘉
弘
と
董
其

祥
の
論
文
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五

〇
年
に
『
西
方
日
報
』
が
停
刊
す
る
と
、
当
学

会
は
成
都
の
『
工
商
導
報
』
に
不
定
期
で
『
西

南
辺
疆
』（
特
集
）
を
刊
行
し
、
一
九
五
一
年

ま
で
続
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
成
都
の

人
類
学
は
非
常
に
活
発
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
九
年
一
〇
月
中
華
人
民
共
和
国
が
成

立
し
、
一
九
五
〇
年
に
華
西
大
学
社
会
学
系
は

正
式
に
社
会
学
、
民
族
学
の
二
つ
の
専
攻
学
科

を
定
め
、
新
中
国
建
国
後
最
初
の
大
学
本
科
生

を
募
集
し
た
。
人
類
学
は
、
新
中
国
の
各
民
族

と
民
族
工
作
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
方
向
へ

踏
み
出
し
た
。
李
安
宅
は
謝
国
安
、
劉
立
千
、

于
式
玉
お
よ
び
一
部
の
社
会
学
系
学
生
を
率
い

て
、
中
国
人
民
解
放
軍
第
一
八
軍
に
参
加
し
、

チ
ベ
ッ
ト
に
進
軍
し
て
チ
ベ
ッ
ト
の
平
和
解
放

の
事
業
に
身
を
投
じ
た
。
任
乃
強
ら
は
康
蔵
民

族
地
区
開
発
工
作
の
た
め
に
研
究
資
料
を
提
供

し
、
博
物
館
の
宋
蜀
華
は
政
務
院
文
教
委
員
会

チ
ベ
ッ
ト
科
学
工
作
隊
に
参
加
し
、
チ
ベ
ッ
ト

に
赴
い
て
活
動
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
二
年

の
院
系
調
整
に
伴
っ
て
華
西
に
お
け
る
人
類
学

各
機
関
の
活
動
が
中
止
さ
れ
た
。
た
だ
し
文
化

人
類
学
は
民
族
学
の
名
で
保
留
さ
れ
、
ソ
連
の

ソ
ビ
エ
ト
民
族
学
派
の
改
造
を
受
け
、
継
続
し

て
役
割
を
果
た
し
た
。
考
古
学
と
言
語
学
は
独

立
し
た
科
学
と
し
て
存
在
し
続
け
た
が
、
形
質

人
類
学
の
研
究
は
停
頓
し
た
。
こ
こ
に
、
中
国

人
類
学
の
華
西
学
派
は
中
国
の
学
術
舞
台
か
ら

姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
華
西
人
類
学
派
の
歴
史
は

大
き
く
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段
は
萌

芽
と
創
立
で
、
一
九
一
一
〜
三
七
年
ま
で
、
第

二
段
は
形
成
と
発
展
で
、
一
九
三
八
〜
四
五
年

ま
で
、
第
三
段
は
継
続
発
展
で
、
一
九
四
六
〜

五
二
年
ま
で
。
中
国
人
類
学
華
西
学
派
は
、
一

九
五
二
年
以
降
は
基
本
的
に
「
歴
史
」
と
な

り
、
中
国
学
術
史
上
で
は
一
九
一
一
〜
五
二
年

ま
で
の
約
四
二
年
間
存
在
し
た
と
い
え
る
。

三
　
中
国
人
類
学
華
西
学
派
の
特
徴

　

一
般
に
、
学
派
の
違
い
は
、
主
に
そ
の
理
論

と
方
法
に
よ
る
が
、
同
時
に
研
究
対
象
、
範
囲

や
組
織
な
ど
の
面
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
中
国
人
類
学
は
、
こ
の
百
年
の
間
に
海
外

か
ら
導
入
さ
れ
た
科
学
で
あ
り
、
国
外
の
各
派

の
人
類
学
は
様
々
な
ル
ー
ト
で
中
国
に
伝
わ

り
、
中
国
人
類
学
の
発
展
に
影
響
し
た
。
中
国

人
類
学
の
南
派
は
、
歴
史
学
派
と
い
わ
れ
、
北

派
は
機
能
主
義
派
と
い
わ
れ
る
。
一
九
五
〇
年

代
以
前
の
中
国
人
類
学
の
有
識
者
は
、
た
び
た

び
「
中
国
化
」
を
強
調
し
て
そ
の
実
施
に
力
を

い
れ
た
。
し
か
し
欧
米
人
類
学
が
徹
底
的
に
否

定
さ
れ
た
一
九
五
二
年
の
院
系
調
整
以
前
は
、

先
天
的
な
不
足
と
後
天
的
な
限
界
の
た
め
に
、

中
国
人
類
学
は
す
で
に
厳
格
な
意
味
で
自
身
の

学
術
流
派
を
打
ち
立
て
た
と
は
い
い
難
い
。
そ

の
た
め
、
こ
こ
で
い
う
中
国
人
類
学
の
流
派
と

は
、
示
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
相
違
点
か
ら
、
広

義
の
概
略
を
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味

で
言
え
ば
、
中
国
各
地
に
お
け
る
人
類
学
の
伝

統
と
実
践
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特

色
を
持
ち
、
様
々
な
学
派
が
存
在
す
る
と
も
い

え
よ
う
。
ゆ
え
に
、
華
西
が
あ
る
特
色
を
備
え

た
人
類
学
グ
ル
ー
プ
と
し
て
学
派
と
称
す
る
こ

と
も
で
き
な
く
は
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
華

西
学
派
の
特
色
を
探
り
、
お
お
ま
か
な
輪
郭
を

提
起
し
て
諸
兄
の
教
え
を
乞
い
た
い
。
華
西
学

派
の
特
色
と
し
て
次
の
四
つ
を
あ
げ
る
。

　

一
は
、
学
術
理
論
に
お
い
て
全
て
を
取
り
入
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れ
て
い
る
こ
と
。
前
述
の
よ
う
に
華
西
の
人
類

学
者
の
学
問
的
背
景
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
そ

れ
は
彼
ら
の
著
述
に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

彼
ら
が
初
め
て
華
西
に
来
た
の
は
、
国
難
の
抗

日
戦
争
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
抗
戦
と
い
う
同

じ
目
標
の
た
め
に
共
同
で
作
業
を
す
る
際
に

は
、
常
に
オ
ー
プ
ン
で
穏
や
か
に
、
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
お
互
い
を
尊
重
し
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

学
術
上
で
諸
派
が
共
存
し
、
全
て
を
取
り
入
れ

あ
う
と
い
う
状
態
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
具
体

的
に
は
、
華
西
人
類
学
の
早
期
の
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
で
あ
る
グ
ラ
ハ
ム
と
ト
ー
ラ
ン
ス
の
学
術

思
想
は
、
前
者
は
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
派
で
、
後

者
は
文
化
伝
播
学
派
の
傾
向
が
あ
る
。
二
人
の

学
術
上
の
観
点
は
異
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
共
同
事
業
で
は
お
互
い
に
支
持
し
合
う

仲
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
リ
ー
ダ
ー

的
人
物
の
李
安
宅
は
燕
京
大
学
出
身
で
、
機
能

主
義
の
影
響
を
受
け
て
い
た
が
、
純
粋
な
機
能

主
義
で
は
な
い
。
近
年
、
陳
波
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
李
安
宅
は
ボ
ア
ズ
を
は
じ
め

と
す
る
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
人
類
学
派
の
影
響

を
受
け
た
ほ
か
、
彼
の
ズ
ニ
人
類
学
研
究
に
は

三
つ
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
。
一
は
カ
ー
ル
・
マ
ン

ハ
イ
ム
（K

arl M
annheim

, 1893 ‒1947

）
の

知
識
社
会
学
系
と
ピ
ア
ジ
ェ
（Jean Piaget, 

1896 ‒1980

）
の
児
童
心
理
学
、
二
は
ア
イ

ヴ
ァ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
（Ivor A

rm
strong 

R
ichards, 1893 ‒1979

）
の
意
味
論
、
三
は
康

有
為
の
「
孔
子
改
制
考
」
を
経
て
胡
適
や
顧
頡

剛
ら
新
史
学
に
至
る
清
代
の
今
文
経
学
の
研
究

で
あ
〉
33
〈

る
」
と
。
こ
れ
は
ま
さ
に
学
術
思
想
の
奥

深
さ
と
す
べ
て
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
の
証

明
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
当
時
華
西
に
い
た
林

耀
華
は
機
能
主
義
に
属
し
、
馮
漢
驥
に
は
進
化

論
学
派
の
影
響
が
み
ら
れ
た
。
任
乃
強
は
長
期

に
わ
た
っ
て
康
蔵
民
族
の
社
会
歴
史
実
地
調
査

研
究
に
従
事
し
た
が
、
実
は
歴
史
地
理
学
者
で

あ
る
。
胡
鑑
民
は
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
年
報
派

の
出
身
で
、
趙
衛
邦
は
輔
仁
大
学
出
身
で
、
主

に
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
化
伝
播
学
派

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
華
西

学
派
の
学
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
学
術

背
景
と
学
術
思
想
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら

が
華
西
の
大
い
な
る
環
境
と
学
術
気
運
の
中
で

互
い
に
衝
突
し
、
補
充
し
あ
い
、
と
も
に
発
展

し
て
独
自
の
理
論
と
方
法
を
形
成
し
た
。
こ
れ

は
中
国
人
類
学
の
共
通
の
特
徴
で
も
あ
り
、
華

西
の
み
で
は
な
い
。
し
か
し
す
べ
て
を
取
り
入

れ
る
と
い
う
精
神
は
、
華
西
に
お
い
て
特
に
突

出
し
て
お
り
、
そ
の
最
大
の
特
徴
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

二
は
、
研
究
方
法
に
お
け
る
史
誌
の
結
合
で

あ
る
。
海
外
の
従
来
の
人
類
学
の
研
究
方
法
で

は
、
一
般
に
民
族
誌
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

重
点
を
置
き
、
大
量
の
民
族
誌
資
料
の
中
か
ら

若
干
の
理
論
を
抽
象
化
し
て
実
践
を
導
く
が
、

基
本
的
に
歴
史
資
料
を
こ
の
研
究
に
連
係
さ
せ

る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
ソ
連
の
ソ
ビ
エ
ト
学

派
は
、
一
時
期
民
族
学
を
歴
史
学
科
の
下
位
に

置
き
、
歴
史
を
問
わ
れ
る
問
題
に
お
い
て
も

民
族
誌
の
資
料
を
用
い
た
が
、
歴
史
資
料
を
民

族
誌
資
料
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
。

　

華
西
学
派
の
研
究
者
は
、
学
術
背
景
に
欧
米

の
人
類
学
的
訓
練
を
受
け
て
い
た
だ
け
で
な

く
、
中
国
の
伝
統
的
学
術
の
奥
深
さ
も
備
え
て

お
り
、
と
り
わ
け
歴
史
学
の
基
礎
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
歴
史
資
料
に
つ
い
て
も
充
分
に
熟

知
し
て
い
る
。
こ
れ
は
背
景
に
当
時
の
中
国
に

お
け
る
文
化
と
歴
史
と
の
関
係
に
よ
る
。
中
国

は
数
千
年
の
文
明
を
も
つ
多
民
族
の
歴
史
大
国
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で
あ
り
、
歴
史
的
民
族
誌
資
料
を
含
む
豊
富
な

歴
史
資
料
を
擁
し
、
加
え
て
当
時
の
社
会
伝
統

に
お
い
て
国
学
は
ま
だ
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
華
西
の
人
類
学
者
は
西
洋
人

類
学
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
同
時
に
、

中
国
歴
史
学
、
特
に
中
国
民
族
歴
史
の
素
養
も

備
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
彼
ら
の
人

類
学
研
究
方
法
に
反
映
さ
れ
、
必
然
的
に
両
者

は
密
接
に
結
び
つ
く
こ
と
と
な
り
、
目
前
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
資
料
に
の
み
重
点
を
置
く

単
純
な
研
究
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の

著
作
か
ら
分
析
す
る
と
、
李
安
宅
の
代
表
作

『
蔵
族
宗
教
史
的
実
地
研
究
』
で
は
、
ラ
プ
ラ

ン
寺
を
代
表
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
分
析
だ
け
で
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
文

化
の
通
時
的
研
究
も
行
う
。
ま
ず
チ
ベ
ッ
ト
族

の
文
化
背
景
と
歴
史
概
況
を
述
べ
、
次
に
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
以
前
の
信
仰
と
早
期
仏
教
お
よ
び

ゲ
ル
ク
派
仏
教
の
状
況
を
説
明
し
、
最
後
に
ラ

プ
ラ
ン
寺
を
対
象
と
し
た
詳
細
な
事
例
研
究
を

行
う
。
鄭
徳
坤
の
代
表
作
『
四
川
古
代
文
化

史
』
は
、
歴
史
著
作
で
は
な
い
が
、
歴
史
文
献

を
十
分
に
用
い
、
民
族
誌
と
考
古
学
資
料
を
結

合
さ
せ
た
新
し
い
型
の
学
術
著
作
で
あ
る
。
馮

漢
驥
の
代
表
作
「
駕
頭
考
」「
前
蜀
王
建
墓
内

石
刻
使
楽
考
」「
雲
南
晋
寧
石
寨
山
出
土
文
物

的
族
属
問
題
試
〉
34
〈

探
」
は
、
み
な
考
古
学
の
出
土

文
物
を
民
族
誌
資
料
や
歴
史
資
料
と
結
び
つ
け

て
研
究
を
進
め
た
成
果
で
あ
る
。
馬
長
寿
の

『
涼
山
羅
彝
考
察
報
告
』
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
も

科
学
的
系
統
的
で
、
詳
細
か
つ
正
確
で
典
型
的

な
涼
山
彝
族
民
族
誌
で
あ
る
が
、
西
洋
の
民
族

誌
の
書
き
方
と
は
異
な
り
、
論
文
中
で
特
に

「
羅
彝
的
起
源
神
話
」「
羅
彝
古
史
銘
沈
」「
羅
彝

遷
族
」
や
「
涼
山
羅
彝
系
譜
」
な
ど
の
四
章
を

設
け
る
。
彼
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
資
料
を
用

い
た
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
彝
文
文
献
と
漢
文

文
献
史
料
を
比
較
照
合
し
、
歴
史
上
解
決
で
き

て
い
な
か
っ
た
認
識
問
題
を
解
決
し
た
。
梁
釗

韜
の
「
祭
礼
的
象
徴
和
伝
襲
│
│
民
族
学
的
文

化
史
研
究
」、
任
乃
強
の
「
漢
蔵
民
族
文
化
交

流
的
歴
史
痕
〉
35
〈
跡
」、
聞
宥
の
「
烏
蛮
統
治
階
段

的
内
婚
及
其
没
落
」（
楊
漢
先
と
の
共
〉
36
〈

著
）
も
、

民
族
誌
と
民
族
史
を
結
合
さ
せ
た
秀
作
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
方
法
は
、
華
西
の
中
国

人
学
者
に
影
響
し
た
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
学

者
に
も
同
様
に
み
ら
れ
、
グ
ラ
ハ
ム
の
代
表
作

「
羌
族
之
習
俗
與
宗
〉
37
〈

教
」
で
は
、
大
量
の
漢
文

歴
史
資
料
を
引
用
し
て
比
較
研
究
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
華
西
人
類
学
の
研
究
者
は
、
研
究
方

法
に
お
い
て
前
述
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
た

め
、
研
究
成
果
に
は
常
に
新
し
さ
と
独
創
的
な

見
解
が
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
歴
史

学
会
の
注
目
と
支
持
を
受
け
た
。
当
時
、
徐
中

舒
（
一
八
九
八

－

一
九
九
一
）
や
蒙
文
通
（
一

八
九
四

－

一
九
六
八
）
ら
の
よ
う
な
四
川
歴
史

学
会
の
代
表
的
人
物
か
ら
も
称
賛
さ
れ
、
率
先

し
て
こ
の
よ
う
な
新
し
い
研
究
成
果
や
新
し
い

フ
ィ
ー
ル
ド
の
民
族
誌
資
料
が
活
用
さ
れ
る
こ

と
で
、
人
類
学
と
歴
史
学
の
良
好
な
相
互
作
用

が
促
進
さ
れ
た
。
宋
蜀
華
は
一
九
四
六
年
燕
京

大
学
社
会
学
系
を
卒
業
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ド
ニ
ー
大
学
研
究
院
で
人
類
学
を
学
び
、

一
九
四
九
年
修
士
号
を
取
得
し
、
四
川
に
戻
っ

て
華
西
大
学
博
物
館
に
勤
め
た
。
華
西
人
類
学

の
こ
の
よ
う
な
研
究
方
法
の
影
響
を
深
く
受

け
、
生
涯
努
力
し
て
実
践
し
た
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
文
章
で
こ
の
方
法
を
提
唱
し
、
多
く
の

論
文
を
著
し
た
。「
論
中
国
民
族
学
的
縦
横

観
」「
中
国
的
民
族
学
研
究
必
須
與
歴
史
学
緊

密
結
合
」「
論
歴
史
人
類
学
與
西
南
民
族
文
化

研
究
│
│
方
法
的
探
〉
38
〈

索
」
な
ど
は
、
理
論
上
か
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ら
こ
れ
ら
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
民
族
誌

と
民
族
史
を
結
合
さ
せ
た
研
究
方
法
は
、
歴
史

人
類
学
研
究
と
称
す
る
こ
と
も
で
き
、
こ
れ
が

華
西
学
者
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

三
は
、
研
究
領
域
に
お
い
て
康
蔵
地
区
を
重

視
し
た
こ
と
で
あ
る
。
華
西
学
者
は
、
研
究
領

域
と
し
て
一
貫
し
て
今
日
の
西
南
地
区
に
注
目

し
、
主
な
研
究
の
重
点
を
康
蔵
地
区
、
す
な
わ

ち
現
在
の
人
類
学
会
が
い
う
「
蔵
彝
走
〉
39
〈

廊
」
の

地
に
置
く
。
こ
こ
で
言
う
康
蔵
に
は
二
つ
の
意

味
が
含
ま
れ
る
。
一
は
、
カ
ン
パ
・
チ
ベ
ッ
ト

族
区
を
指
す
。
チ
ベ
ッ
ト
族
の
伝
統
的
な
地
域

観
念
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族
は
三
つ
の
区
域
に
分

布
す
る
。
ウ
ー
・
ツ
ァ
ン
（
西
蔵
の
前
蔵
と
後

蔵
）、
ア
ム
ド
（
蔵
北
、
川
西
北
、
青
海
西
南

と
甘
南
牧
畜
地
区
）、
カ
ム
あ
る
い
は
カ
ム
パ

（
西
蔵
昌
都
、
青
海
玉
樹
、
雲
南
迪
慶
、
四
川

甘
孜
と
阿
壩
）
で
あ
る
。
カ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
族

は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
カ
ム
方
言
を
話
し
、
現
在
の

四
川
と
西
蔵
の
間
に
居
住
す
る
た
め
、
習
俗
の

う
え
で
も
他
の
二
つ
の
チ
ベ
ッ
ト
族
と
は
区
別

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
位
は
特
殊
で
あ
る
。
二

は
、
旧
西
康
省
と
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
二
つ
の

地
域
を
指
す
。
清
末
以
来
、
政
府
は
四
川
と
西

蔵
の
間
に
カ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
居
住
す
る
省

を
設
置
す
る
計
画
を
た
て
、
一
九
三
九
年
に
正

式
に
西
康
省
を
建
省
し
、
一
九
五
三
年
に
撤
廃

し
た
。
そ
の
た
め
、
康
蔵
は
あ
る
時
期
に
は
西

康
と
西
蔵
の
二
つ
の
地
域
の
併
称
で
あ
っ
た
。

西
南
地
区
の
チ
ベ
ッ
ト
族
の
分
布
は
か
な
り
広

大
で
、
地
形
は
と
て
も
険
し
く
、
清
末
以
来
外

国
勢
力
が
侵
入
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
地
の
チ

ベ
ッ
ト
族
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
篤
く
信
仰
し
て

い
る
た
め
に
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
の
特
徴
が
顕
著

で
あ
る
。
同
時
に
、
西
康
建
省
後
、
最
大
の
イ

族
居
住
区
で
あ
る
大
涼
山
も
西
康
省
に
入
れ
ら

れ
た
。
こ
の
地
域
の
イ
族
も
奴
隷
制
度
が
盛
ん

で
、
他
集
団
と
対
立
す
る
民
族
関
係
も
顕
著
で

あ
り
、
は
っ
き
り
し
た
特
徴
が
あ
る
。
華
西
人

類
学
者
が
研
究
の
重
点
を
こ
の
地
域
に
置
い
た

の
は
、
当
時
の
客
観
的
な
情
勢
の
要
求
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、学
術
研
究
的
な
必
要
も
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
華
西
の
人
類
学
者
は
二

〇
世
紀
初
め
か
ら
こ
の
地
域
を
重
視
し
、
萌
芽

期
の
華
西
大
学
博
物
館
、
社
会
学
系
、
華
西
辺

疆
研
究
学
会
だ
け
で
は
な
く
、
抗
日
戦
争
期
の

華
西
辺
疆
研
究
所
、
抗
日
後
の
康
蔵
研
究
社
な

ど
人
類
学
の
機
関
で
こ
れ
を
研
究
の
重
点
と
し

な
か
っ
た
も
の
は
な
い
。『
華
西
辺
疆
研
究
学

会
雑
誌
』
や
『
康
蔵
研
究
月
刊
』
な
ど
の
刊
行

物
も
こ
の
方
面
の
研
究
論
文
を
大
量
に
掲
載
し

た
。
さ
ら
に
華
西
の
人
類
学
者
は
、
李
安
宅
、

任
乃
強
、
李
有
義
、
謝
国
安
、
劉
立
千
、
蔣
旨

昂
、
于
式
玉
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
族
を
、
林
耀
華
、

馬
長
寿
、
徐
益
棠
、
趙
衛
邦
ら
は
イ
族
を
、
馮

漢
驥
は
チ
ャ
ン
族
と
イ
族
を
、
胡
鑑
民
は
チ
ャ

ン
族
と
ミ
ャ
オ
族
を
重
点
的
に
研
究
し
た
。
外

国
の
学
者
で
は
、
グ
ラ
ハ
ム
、
ト
ー
ラ
ン
ス
ら

は
チ
ャ
ン
、
チ
ベ
ッ
ト
、
イ
、
ミ
ャ
オ
な
ど
の

民
族
分
野
を
研
究
し
た
。
よ
っ
て
、
華
西
人
類

学
者
の
主
な
貢
献
は
、
康
蔵
地
区
の
民
族
に
あ

る
と
い
え
る
。
今
日
、
当
時
の
華
西
学
者
の
著

作
を
あ
ら
た
め
て
読
む
と
、
や
は
り
我
が
国
の

人
類
学
史
上
に
お
け
る
そ
の
重
要
な
地
位
と
多

大
な
貢
献
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
研
究
の
広

汎
さ
と
奥
深
さ
は
、
総
じ
て
い
え
ば
南
北
両
派

を
あ
わ
せ
た
と
も
い
え
、
こ
れ
は
中
国
人
類
学

華
西
学
者
の
ま
た
一
つ
の
特
徴
で
も
あ
る
。

　

学
術
は
、
総
じ
て
絶
え
間
な
い
発
展
の
中
で

進
化
す
る
。
中
国
人
類
学
の
華
西
学
者
は
、
一

九
五
二
年
以
降
、
中
国
学
術
界
か
ら
消
え
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
の
影
響
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
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わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
影
響
は
、
多
か
れ
少
な

か
れ
、
陰
に
陽
に
、
現
在
の
西
南
の
人
類
学
研

究
に
み
ら
れ
、
貴
重
な
文
化
遺
産
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
現
在
、
我
が
国
の
人
類
学
は
ま
さ

に
重
要
な
発
展
段
階
に
あ
り
、
過
去
の
学
術
史

を
十
分
に
顧
み
て
明
確
に
過
去
を
認
識
し
、
未

来
の
た
め
に
、
前
人
の
研
究
を
ふ
ま
え
た
新
た

な
業
績
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
い

将
来
、
我
が
国
の
国
情
と
実
情
に
あ
っ
た
新
し

い
中
国
人
類
学
派
が
、
新
し
い
歴
史
的
条
件
の

も
と
で
不
断
に
う
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

以
上
は
個
人
的
見
解
で
あ
る
。
妥
当
で
な
い

と
こ
ろ
は
、
人
類
学
会
の
皆
様
に
正
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

注〈1
〉 

黄
論
文
（
一
九
八
三
年
）
は
台
湾
『
中
研

院
民
族
研
究
所
集
刊
』
第
五
五
期
、
龍
論
文

（
一
九
八
八
年
）
は
『
中
国
民
族
歴
史
與
文
化
』

中
央
民
族
学
院
出
版
社
に
所
収
。

〈
2
〉 

黄
淑
娉
・
龔
佩
華
『
文
化
人
類
学
理
論
方

法
研
究
』
広
東
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四

年
。

〈
3
〉 

『
蔡
元
培
全
集
』
第
五
巻
、
中
華
書
局
、

一
九
八
八
年
、
一
〇
〇

－

一
一
一
頁
。

〈
4
〉 

同
書
、
四
二
〇

－

四
二
一
頁
。

〈
5
〉 

同
書
、
四
二
一

－

四
二
二
頁
。

〈
6
〉 

李
亦
園
「
民
族
誌
学
與
社
会
人
類
学
│
│

台
湾
人
類
学
研
究
與
発
展
若
干
趨
勢
」
藩
乃
穆

等
編
『
中
和
育
│
│
藩
光
旦
百
年
誕
辰
記
念
』

中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
五
五

二

－

五
五
三
頁
。

〈
7
〉 

曽
昭
璇
「
代
序
：
哲
人
已
逝
業
績
長
留
」

『
梁
釗
韜
民
族
学
人
類
学
研
究
文
集
』
民
族
出

版
社
、
一
九
九
四
年
、
四
頁
。

〈
8
〉 

王
笛
『
街
頭
文
化
│
│
成
都
公
共
空
間
、

下
層
民
衆
與
地
方
政
治
（1870 ‒1930

）』
中
国

人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一

－

一

七
頁
。

〈
9
〉 

葛
維
漢
は
グ
ラ
ハ
ム
自
身
が
つ
け
た
中
国

語
名
で
あ
り
、
中
国
で
は
こ
の
名
で
通
し
た
。

李
紹
明
・
周
蜀
蓉
選
編
『
葛
維
漢
民
族
学
考
古

学
論
著
』
四
川
出
版
集
団
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇

四
年
。

〈
10
〉 
『
華
西
医
科
大
学
校
史
（1910 ‒1986

）』

四
川
教
育
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
三

－

一

四
頁
。『
四
川
大
学
史
』
第
四
巻
『
華
西
協
合

大
学1910 ‒1949
』
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇

〇
六
年
、
三
〇

－

三
二
頁
。

〈
11
〉 

﹇
美
﹈
ス
ー
ザ
ン
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（Susan 

R
. Brown

）
著
、
饒
錦
訳
「
在
中
国
的
文
化
人

類
学
家
│
│
大
衛
・
克
羅
克
特
・
葛
維
漢
」
前

掲
注〈
９
〉『
葛
維
漢
民
族
学
考
古
学
論
著
』
二

一
二

－

二
六
四
頁
。

〈
12
〉 

周
蜀
蓉
「
研
究
西
部
開
発
的
珍
貴
文
献

│
│
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』」『
中
華
文

化
論
壇
』
二
〇
〇
三
年
第
一
期
。「
華
西
辺
疆

研
究
学
会
雑
誌
論
文
目
録
」『
葛
維
漢
民
族
学

考
古
学
論
著
』
付
録
２
。

〈
13
〉 

﹇
美
﹈
ハ
レ
ル
「
中
国
人
類
学
叙
事
的
複

素
與
進
歩
」『
広
西
民
族
学
院
学
報
』
二
〇
〇

二
年
第
四
期
。

〈
14
〉 

﹇
英
﹈
ト
ー
ラ
ン
ス
『
羌
族
的
歴
史
、
習

俗
和
宗
教
│
│
中
国
西
部
的
土
着
居
民
』
成
都

美
国
聖
経
会
（
英
文
本
）、
一
九
二
〇
年
。
陳
斯

恵
の
訳
本
（
汶
川
県
檔
案
館
、
一
九
八
七
年
）

あ
り
。

〈
15
〉 

徐
益
棠
『
雷
波
小
涼
山
之
倮
民
』
金
陵
大

学
中
国
文
化
研
究
所
、
一
九
四
四
年
。

〈
16
〉 

馬
長
寿
「
嘉
絨
民
族
社
会
史
」『
民
族
学

研
究
集
刊
』
第
四
期
、
一
九
四
四
年
。
同
「
鉢

教
源
流
」『
民
族
学
研
究
集
刊
』
第
三
期
、
一

九
四
三
年
。
同
『
涼
山
羅
彝
考
察
報
告
』
巴
蜀

書
社
、
二
〇
〇
六
年
。

〈
17
〉 

林
耀
華
『
涼
山
夷
家
』
商
務
印
書
館
、
一

九
四
七
年
。『
四
土
嘉
絨
』
原
稿
は
印
刷
中
に

散
佚
、「
土
司
」
お
よ
び
「
家
庭
と
婚
姻
」
の

二
章
の
み
残
り
、
論
文
の
形
式
で
発
表
し
た
。

〈
18
〉 

李
有
義
「
雑
谷
脳
的
漢
蔵
貿
易
」『
西
南

辺
疆
』
第
一
五
期
、
一
九
四
二
年
、
同
「
雑
谷

脳
喇
嘛
寺
的
経
済
教
育
組
織
」『
辺
政
公
論
』

第
一
巻
第
九
・
一
〇
期
、
一
九
四
二
年
。

〈
19
〉 

李
安
宅
『
李
安
宅
社
会
学
遺
著
選
』
全
五

巻
、
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。
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〈
20
〉 

李
安
宅
『
蔵
族
宗
教
史
之
実
地
考
察
』
は

日
本
の
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
が
一
九
八

二
年
に
そ
の
一
部
を
出
版
〔
訳
注
＝
中
根
千
枝

編
『Labrang

│
│
李
安
宅
の
調
査
報
告
』
東

洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊 

別
輯
５
、
東
京
大

学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン

タ
ー
、
一
九
八
二
年
。
英
文
論
文
タ
イ
ト
ル
は

“ H
istory of T

ibetan R
eligion: A

 Study in the 
Field”

〕。
中
国
語
版
は
、
中
国
蔵
学
出
版
社
、

一
九
八
九
年
。

〈
21
〉 

『
李
安
宅
蔵
学
文
論
選
』
中
国
蔵
学
出
版

社
、
一
九
九
二
年
。

〈
22
〉 

任
乃
強
「
徳
格
土
司
世
譜
」『
民
族
研
究

文
集
』
民
族
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。
後
の
一

文
は
未
刊
稿
。

〈
23
〉 

蔣
旨
昂
「
黒
水
社
区
政
治
」『
辺
政
公
論
』

第
二
巻
第
一
一
・
一
二
合
期
、
一
九
三
二
年
、

第
三
巻
第
二
期
、
一
九
三
三
年
。

〈
24
〉 

『
于
式
玉
蔵
区
考
察
文
集
』
中
国
蔵
学
出

版
社
、
一
九
九
〇
年
。

〈
25
〉 

『
四
川
古
代
文
化
史
』
は
、
一
九
四
六
年

に
華
西
大
学
博
物
館
よ
り
出
版
、
二
〇
〇
四
年

に
巴
蜀
書
社
よ
り
再
版
。

〈
26
〉 

梁
釗
韜
「
祭
礼
的
象
徴
和
伝
襲
│
│
民
族

学
的
文
化
史
研
究
」『
文
訊
』
第
五
巻
第
一
期
、

一
九
四
四
年
、
同
「
古
代
餽
牲
祭
器
及
祖
先
崇

拝
」『
文
史
雑
誌
』
第
五
巻
第
九
・
一
〇
合
期
、

一
九
四
五
年
。

〈
27
〉 

顔
閻
「
中
国
人
鼻
骨
之
初
步
研
究
」「
測

定
頦
孔
前
後
位
置
之
指
数
」『
人
類
学
集
刊
』

第
二
巻
、
一
九
四
四
年
。

〈
28
〉 

聞
宥
『
古
銅
鼓
考
』
四
川
大
学
博
物
館
、

一
九
五
三
年
。
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
四
年
再
版
。

〈
29
〉 

趙
衛
邦
「
西
康
会
理
的
僰
人
」『
華
西
大

学
中
国
文
化
研
究
所
集
刊
』
一
九
五
〇
年
。

〈
30
〉 

「
羌
族
之
信
仰
與
習
為
」『
辺
疆
研
究
論

叢
』
一
九
四
一
年
、「
苗
人
的
家
庭
與
婚
姻
」

『
辺
疆
研
究
論
叢
』
一
九
四
五
年
と
「
羌
民
的

経
済
活
動
型
式
」『
民
族
学
研
究
集
刊
』
第
四

期
、
一
九
四
四
年
に
分
載
。

〈
31
〉 

『
馮
漢
驥
考
古
学
論
文
集
』
文
物
出
版
社
、

一
九
八
五
年
、『
馮
漢
驥
教
授
百
年
誕
辰
紀
念

文
集
』
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
の
二

冊
が
出
版
さ
れ
た
。

〈
32
〉 

『
辺
政
公
論
』
第
四
巻
第
四
期
〜
第
一
〇

期
、
一
九
四
五
年
。

〈
33
〉 
陳
波
『
祖
尼
小
鎮
的
結
構
與
象
徴
│
│
紀

念
李
安
宅
先
生
』
中
央
民
族
大
学
人
類
学
理
論

與
方
法
研
究
中
心
通
訊
『
探
討
』
二
〇
〇
七
年

第
二
期
。

〈
34
〉 

『
馮
漢
驥
考
古
学
論
文
集
』
と
『
馮
漢
驥

教
授
百
年
誕
辰
紀
念
文
集
』
参
照
。

〈
35
〉 

任
乃
強
「
漢
蔵
民
族
文
化
交
流
的
歴
史
痕

跡
」『
新
亜
細
亜
』
月
刊
、
一
九
三
四
年
巻
。

〈
36
〉 

聞
宥
・
楊
漢
先
「
烏
蛮
統
治
階
段
的
内
婚

及
其
没
落
」『
辺
政
公
論
』
第
二
巻
第
一
一
・

一
二
合
期
、
一
九
四
二
年
。

〈
37
〉 

「
羌
族
之
習
俗
與
宗
教
」
前
掲
注〈
９
〉『
葛

維
漢
民
族
学
考
古
学
論
著
』
一

－

一
三
二
頁
。

〈
38
〉 

宋
先
生
の
論
文
は
中
央
民
族
大
学
民
族
学

與
社
会
学
学
院
・
中
国
少
数
民
族
研
究
セ
ン

タ
ー
編
『
中
国
民
族
学
縦
横
』（
民
族
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
）
中
の
「
宋
蜀
華
教
授
著
作
選

編
」
所
収
。

〈
39
〉 

李
紹
明
「
費
孝
通
論
蔵
彝
走
廊
」『
西
蔵

民
族
学
院
学
報
』
二
〇
〇
六
年
第
一
期
。

訳
注

（
1
） 

原
題 Li A

n-C
he, “ Z

uni: Som
e O

bser-
vations and Q

ueries,”  Am
erican Anthropologist  

3‌9

（1937

）: 62 ‒76 .

（
2
） Stephen Yang, Y. T. B

eh, and W
. R

. 
M

orse, “ B
lood G

roups of the A
boriginal 

C
h’ w

an M
iao of Szechw

an Province, W
est 

C
hina,”  M

an: A M
onthly R

ecord of Anthro­
pological Science  3‌8

（1938

）: 65 ‒67 .

（
3
） 

論
文
名
正
確
に
は
「
釈
您
、
俺
、
咱
、
喒
、

附
論
們
字
」。

（
４
） R

obert Shafer, TAC
 Vocalism

 of Sino-
Tibetan

の
書
評
。

※
本
論
は
「
略
論
中
国
人
類
学
的
華
西
学
派
」
と

し
て
『
広
西
民
族
研
究
』
二
〇
〇
七
年
第
三
期

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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二
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的

人
類
学
華
西
学
派
の
研
究
�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

李 

錦

　

一
九
五
〇
年
代
以
前
、
中
国
人
類
学
史
に
は

「
南
派
」
と
「
北
派
」
の
二
つ
の
学
派
が
あ
っ

た
。
南
派
は
、
一
九
三
〇
年
代
、
南
京
の
中
央

研
究
院
民
族
学
組
と
南
方
の
幾
つ
か
の
大
学
の

人
類
学
者
を
中
心
に
、
主
に
ア
メ
リ
カ
の
歴
史

学
派
の
影
響
を
受
け
、
少
数
民
族
を
対
象
と
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、
伝
統
文
化

や
習
俗
を
記
録
し
、
民
間
文
学
や
神
話
、
伝
説

故
事
等
を
収
集
し
た
。
理
論
や
解
釈
よ
り
も
材

料
が
示
す
事
実
を
重
要
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
北
派
は
、
燕
京
大
学
社
会
学
系
を
基
盤
に
呉

文
藻
を
ト
ッ
プ
と
す
る
人
類
学
者
や
社
会
学
者

を
中
心
に
、
機
能
主
義
理
論
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
研
究
法
に
よ
っ
て
文
化
の
機
能
や
制
度

の
構
造
を
分
析
し
（
黄
淑
娉
・
龔
佩
華
、
二
〇

〇
四
年
。
李
紹
明
基
調
論
説
注〈
2
〉参
照
）、

理
論
を
重
視
し
て
応
用
し
、
人
類
学
に
お
け
る

中
国
化
さ
れ
た
学
術
思
想
を
提
唱
し
た
。

　

一
方
で
、
中
国
人
類
学
史
上
に
は
、
一
九
三

〇
〜
四
〇
年
代
に
成
都
の
華
西
壩
に
集
結
し
た

人
類
学
者
に
よ
る
康
蔵
研
究
を
中
心
と
し
た
学

術
成
果
が
あ
り
、
そ
れ
は
広
さ
と
深
さ
に
お
い

て
当
時
の
南
派
と
北
派
に
ほ
ぼ
匹
敵
し
た
。
二

〇
〇
七
年
、
李
紹
明
は
、
中
国
人
類
学
史
に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
も
う
一
つ
の
学
派
、
す
な
わ

ち
華
西
学
派
が
あ
る
と
し
、
そ
の
研
究
は
中
国

人
類
学
の
中
国
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と

し
た
。

　

一
般
に
、「
華
西
学
派
」
と
い
う
名
称
は
、

一
九
一
〇
年
成
都
に
創
設
に
さ
れ
た
華
西
協
合

大
学
（
略
称
、
華
西
大
学
）
に
由
来
す
る
。
華

西
大
学
は
、
創
設
後
ほ
ど
な
く
し
て
人
類
学
と

社
会
学
の
教
学
と
研
究
を
行
い
、
人
類
学
を
主

要
な
内
容
と
し
た
博
物
部（
館
）を
つ
く
り
、

一
九
二
二
年
に
は
人
類
学
を
重
点
と
し
た
華
西

辺
疆
研
究
学
会
を
成
立
さ
せ
、『
華
西
辺
疆
研

究
学
会
雑
誌
』
を
刊
行
し
、
一
九
四
二
年
華
西

辺
疆
研
究
所
と
い
う
専
門
の
研
究
機
構
を
設
立

し
た
。
同
時
に
社
会
学
系
や
博
物
館
も
人
類
学

の
人
材
を
育
て
、
四
川
大
学
の
人
類
学
者
も
共

同
し
て
教
学
と
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
加
え
て

抗
日
時
期
に
は
、
燕
京
、
斉
魯
、
金
陵
、
金
陵

女
子
文
理
な
ど
六
つ
の
大
学
が
成
都
の
華
西
壩

に
移
っ
て
き
て
、
華
西
大
学
と
共
に
教
学
と
研

究
に
あ
た
っ
た
。
多
く
の
著
名
な
人
類
学
者
が

華
西
に
来
て
、
共
同
で
康
蔵
研
究
を
進
め
、
多

く
の
成
果
を
得
た
。

　
「
華
西
学
派
」
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
期
の

創
設
期
は
外
国
籍
学
者
が
主
で
、
代
表
的
人
物

は
グ
ラ
ハ
ム
（
葛
維
漢
）
や
エ
ド
ガ
ー
（
葉
長

青
）、
モ
ー
ル
ス
（
莫
爾
斯
）、
ト
ー
ラ
ン
ス

（
陶
然
士
）
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
後
期
か

ら
抗
戦
前
ま
で
は
中
国
人
学
者
が
中
心
で
、
華

西
大
学
の
代
表
的
学
者
は
、
華
西
辺
疆
研
究
所

で
社
会
と
文
化
人
類
学
の
研
究
に
従
事
し
た
李

安
宅
や
任
乃
強
、
謝
国
安
、
劉
立
千
、
于
式

玉
、
玉
文
華
、
華
西
大
学
社
会
学
系
で
人
類
学

を
研
究
し
た
馮
漢
驥
、
羅
栄
宗
、
蔣
旨
昂
、
華

西
大
学
博
物
館
で
考
古
学
を
研
究
し
た
グ
ラ
ハ

ム
、
馮
漢
驥
、
鄭
徳
坤
、
梁
釗
韜
、
宋
蜀
華
、
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華
西
医
学
院
で
形
質
人
類
学
を
研
究
し
た
楊
振

華
、
顔
閻
、
中
国
文
化
研
究
所
で
言
語
学
を
研

究
し
た
聞
宥
、
呂
淑
湘
、
韓
儒
林
、
劉
朝
陽
、

趙
衛
邦
、
董
作
賓
、
劉
咸
、
李
方
佳
等
。
代
表

作
は
『
蔵
族
宗
教
史
之
実
地
研
究
』『
西
康
図

経
』『
四
川
古
代
文
化
史
』「
四
川
人
的
血
型
研

究
」「
論
民
族
語
言
系
属
」「
沙
佛
、
漢
蔵
語
元

音
」
等
で
あ
る
。
華
西
大
学
と
と
も
に
成
都
に

あ
っ
た
四
川
大
学
で
は
、
代
表
的
な
研
究
者
は

胡
鑑
民
と
馮
漢
驥
で
、
代
表
作
は
「
羌
民
乃
信

仰
與
習
俗
」「
由
中
国
親
属
名
詞
上
所
見
之
中

国
古
代
婚
姻
制
」
等
で
、
と
も
に
学
術
拠
点
を

形
成
し
た
。
抗
戦
期
は
、
華
西
学
派
が
成
熟
し

た
時
期
で
、
特
に
、
華
西
壩
に
移
っ
て
き
た
人

類
学
の
著
名
な
学
者
た
ち
が
徐
益
棠
、
柯
象

峰
、
馬
長
寿
、
李
有
義
（
短
期
）、
陳
永
齢
等

で
、
代
表
作
に
は
「
雷
波
小
涼
山
之
倮
民
」

「
嘉
絨
民
族
社
会
史
」「
鉢
教
源
流
」『
涼
山
羅

彝
考
察
報
告
』『
涼
山
彝
家
』「
四
土
嘉
絨
」「
雑

谷
脳
的
漢
蔵
貿
易
」
等
が
あ
り
、
ど
れ
も
当
時

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
究
の
優
れ
た
成
果
で

あ
る
。

　

華
西
学
派
に
は
代
表
的
な
研
究
者
と
付
随
す

る
定
期
刊
行
物
、
代
表
的
著
作
、
学
術
上
の
理

論
や
研
究
方
法
、
研
究
地
域
が
あ
り
、
一
派
を

形
成
し
て
い
る
。
同
時
に
、
華
西
学
派
の
形
成

と
発
展
は
、
当
時
の
中
国
社
会
の
需
要
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る
。
前
期
は
国
家
の
近
代
化
構

築
を
完
成
さ
せ
、
後
期
は
中
国
の
辺
疆
地
区
の

危
機
を
解
決
し
、
研
究
者
も
み
な
愛
国
心
を
抱

い
て
学
術
を
実
用
化
し
国
家
の
目
標
の
た
め
に

働
い
た
。
華
西
学
派
は
ま
た
、
新
中
国
の
成
立

と
建
設
に
も
極
め
て
重
要
な
貢
献
を
し
た
。
李

安
宅
教
授
は
チ
ベ
ッ
ト
の
平
和
的
解
放
政
策
の

た
め
に
任
乃
強
教
授
と
と
も
に
チ
ベ
ッ
ト
に
従

軍
し
て
資
料
を
提
供
し
、
林
耀
華
、
梁
釗
韜
、

宋
蜀
華
ら
は
新
中
国
の
社
会
学
、
人
類
学
、
民

俗
学
の
開
拓
者
の
一
人
と
な
っ
た
。

　

華
西
学
派
の
研
究
は
、
本
質
的
に
は
中
国
人

類
学
の
一
つ
の
学
術
共
同
体
が
一
九
二
〇
〜
四

〇
年
代
の
特
定
の
時
期
に
行
っ
た
知
識
の
構
築

の
過
程
と
結
果
の
研
究
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
課

題
の
鍵
と
な
る
仕
事
は
こ
の
学
術
共
同
体
の
知

識
の
構
築
の
過
程
と
結
果
に
は
ど
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
こ
の
学
術

共
同
体
を
ど
の
よ
う
に
一
つ
の
学
派
と
な
し
、

人
類
学
の
中
国
化
の
進
展
に
参
与
し
影
響
を
あ

た
え
た
の
か
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

現
段
階
で
の
国
内
外
の
研
究
成
果
に
よ
れ

ば
、
人
類
学
上
の
意
義
に
お
い
て
、
華
西
学
派

の
学
術
体
系
に
は
主
に
以
下
の
三
つ
の
特
徴
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
明
確
に
分
析
、
総

括
、
系
統
化
す
れ
ば
、
人
類
学
に
お
け
る
華
西

学
派
を
お
お
よ
そ
定
義
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
は
、
完
全
な
人
類
学
の
学
科
体
系
が
備

わ
っ
て
い
る
こ
と
。
形
質
人
類
学
や
文
化
人
類

学
（
民
族
学
）、
考
古
学
、
言
語
学
の
四
大
部

門
を
含
み
、
ど
の
部
門
に
も
十
分
な
科
学
研
究

の
力
と
教
学
の
た
め
の
資
源
が
あ
る
。
第
二

は
、
他
学
派
と
区
別
す
る
特
色
的
理
論
体
系
が

あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
三
つ
の
内
容
を
も
つ
。
一

は
、
研
究
対
象
が
康
蔵
を
中
心
と
し
た
族
群

（
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
）
と
地
域
研
究
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
機
能
主
義
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
は
異
な
る
文
化
と
文
明
の
理
論
を
生
ん

だ
。
二
は
、
中
国
伝
統
の
歴
史
学
研
究
を
重
視

し
、
あ
わ
せ
て
博
物
学
や
地
理
学
、
そ
の
他
の

自
然
科
学
の
知
識
の
基
礎
が
備
わ
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
制
度
や
文
化
、
社
会
構
造
に
関
す
る

縦
横
に
わ
た
る
深
い
動
態
変
化
理
論
を
生
み
だ

し
た
。
三
は
、
辺
疆
建
設
と
国
家
統
一
を
応
用

し
て
、
辺
疆
安
定
と
国
家
建
設
の
相
関
理
論
を
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提
起
し
た
。

　

第
三
は
、
明
確
な
体
系
を
も
ち
、
社
会
構
造

と
制
度
の
静
態
的
認
知
を
重
視
す
る
だ
け
で
な

く
、
文
化
の
相
互
的
影
響
と
変
化
の
動
態
的
認

知
も
強
調
す
る
。
父
子
連
名
の
系
譜
や
、
血
統

階
級
、
武
力
闘
争
な
ど
の
族
群
と
地
域
の
文
化

的
事
実
を
概
括
す
る
概
念
に
貢
献
し
た
だ
け
で

は
な
く
、「
辺
疆
宗
教
工
作
は
す
べ
て
の
工
作

の
根
幹
で
あ
る
」
等
の
応
用
人
類
学
の
言
葉
を

提
供
し
た
。
し
か
も
南
北
学
派
と
比
較
す
る

と
、
辺
疆
と
民
族
地
区
に
対
す
る
研
究
は
、
そ

れ
を
国
家
化
の
多
元
統
一
の
道
に
取
り
入
れ
よ

う
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
文
化
へ
の
態
度

と
国
家
化
へ
の
過
程
の
選
択
は
同
じ
で
は
な

く
、
華
西
学
派
が
強
調
す
る
の
は
、
文
化
の
平

等
な
交
流
、
往
来
、
融
合
で
あ
り
、
漢
文
化
中

心
主
義
に
た
つ
管
理
や
改
造
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
辺
疆
、
民
族
、
国
家
、
社
会
、
文
化
、
歴

史
に
つ
い
て
提
示
し
た
見
方
は
み
な
、
独
自
の

問
題
意
識
と
思
考
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

二
〇
世
紀
前
半
の
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

松
岡
正
子

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
は
、
な
ぜ
今
、「
二

〇
世
紀
前
半
の
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
」

を
取
り
あ
げ
る
の
か
、
そ
の
今
日
的
意
義
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
華
西
研
究
は
、
中
国

に
お
い
て
最
初
の
系
統
的
な
少
数
民
族
研
究
で

あ
る
な
ど
中
国
人
類
学
史
に
お
い
て
極
め
て
重

要
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
前
半
の
華
西
研
究
は
、
李
安
宅
や

グ
ラ
ハ
ム
（
葛
維
漢
）、
胡
鑑
民
な
ど
の
個
々

の
研
究
者
の
研
究
成
果
が
チ
ベ
ッ
ト
族
研
究
や

チ
ャ
ン
族
研
究
等
で
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
そ
の
研
究
拠
点
で
あ
っ
た
華
西
協
合
大

学
（
一
九
一
〇
〜
一
九
五
二
）
の
華
西
辺
疆
研

究
学
会
（
一
九
二
二
〜
一
九
四
六
）
や
四
川
大

学
の
人
類
学
・
社
会
学
、
そ
の
成
果
を
掲
載
し

た
英
文
学
会
誌
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
二
〇
一
四
年
、
四
川

大
学
博
物
館
の
整
理
に
よ
っ
て
『
華
西
辺
疆
研

究
学
会
雑
誌
（
整
理
影
印
全
本
）』（
全
十
冊
、

中
華
書
局
）
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な

意
義
を
も
つ
。

　

ま
た
当
時
の
華
西
研
究
は
、
近
代
中
国
の
最

も
重
要
な
時
期
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
清
末

民
国
期
、
華
西
は
政
治
的
に
も
非
常
に
重
要
な

地
域
と
な
っ
て
い
た
。
中
国
進
出
を
謀
る
欧
米

列
強
は
、
チ
ベ
ッ
ト
を
含
む
辺
疆
の
華
西
に
注

目
し
、
様
々
な
方
法
で
情
報
を
収
集
し
た
。
列

強
は
情
報
収
集
の
た
め
の
常
套
手
段
と
し
て
宗

教
や
教
育
活
動
を
利
用
し
た
。
一
九
一
〇
年
、

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
等
五
カ
国
の

キ
リ
ス
ト
教
会
は
成
都
に
華
西
協
合
大
学
を
創

設
し
、
教
育
や
学
術
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
宗

教
、
医
療
な
ど
諸
活
動
の
拠
点
と
し
た
。
華
西

協
合
大
学
は
現
地
の
情
報
収
集
と
研
究
を
目
的

と
し
て
人
類
学
や
社
会
学
を
重
視
し
、
華
西
大

学
博
物
館
（
一
九
一
四
年
）
や
華
西
辺
疆
研
究

学
会
を
設
け
て
学
術
研
究
を
進
め
た
。
そ
の
成

果
は
英
文
の
学
会
誌
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑

誌
』（
一
六
巻
二
〇
冊
、
三
〇
〇
篇
余
り
、
一

九
二
二
〜
一
九
四
六
年
）
に
発
表
さ
れ
、
世
界

に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
。
ま
た
中
華
基
督
教
会
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全
国
総
会
も
一
九
三
九
年
に
辺
疆
服
務
部
を
設

立
し
て
、
伝
道
の
か
た
わ
ら
各
地
の
少
数
民
族

を
調
査
し
、
そ
の
貴
重
な
記
録
が
『
辺
疆
服

務
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
九
三
一
年
以
降
は
、
日
本
に
よ
っ

て
東
北
部
や
沿
海
部
が
次
々
と
占
領
さ
れ
た
た

め
に
、
国
民
党
政
府
は
首
都
を
内
遷
し
、
華
西

は
全
国
民
の
抗
戦
の
大
後
方
と
な
っ
て
、
華
西

辺
疆
の
開
発
と
管
理
、
す
な
わ
ち
辺
政
学
が
重

要
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
三
七
年
の
「
七
七

事
変
」
以
降
に
は
、
燕
京
、
斉
魯
、
金
陵
な
ど

東
部
の
六
大
学
が
成
都
に
疎
開
し
、
多
数
の
著

名
な
人
類
学
者
が
華
西
大
学
や
四
川
大
学
等
と

と
も
に
教
学
し
、
華
西
辺
疆
研
究
学
会
に
参
加

し
て
康
蔵
地
区
で
チ
ベ
ッ
ト
族
や
チ
ャ
ン
族
、

イ
族
、
ミ
ャ
オ
族
等
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会

雑
誌
』
に
報
告
さ
れ
、
外
地
か
ら
の
研
究
者
が

去
っ
た
一
九
四
六
年
以
後
も
『
西
南
辺
疆
』

『
康
蔵
研
究
月
刊
』『
中
国
辺
疆
』『
工
商
導

報
』『
辺
疆
研
究
通
信
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

李
紹
明
は
、
論
文
「
略
論
中
国
人
類
学
的
華

西
学
派
」（
二
〇
〇
七
年
）
で
、
中
国
人
類
学

に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
「
も
う
一
つ
の
学
派
」

が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
一
九
一
一
〜
五
二
年
の

四
〇
年
間
の
華
西
研
究
の
研
究
者
集
団
を
「
華

西
学
派
」
と
呼
ん
だ
。
華
西
学
派
問
題
は
、
李

紹
明
の
こ
の
提
起
に
始
ま
り
、
李
錦
ら
の
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
一
九
二
〇
〜
四
〇
年
代
の
人

類
学
華
西
学
派
の
学
術
体
系
研
究
」
に
引
き
継

が
れ
、
こ
れ
か
ら
よ
う
や
く
討
論
が
深
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
華
西
学

派
の
期
間
が
異
な
る
。
李
錦
は
こ
れ
を
一
九
二

〇
〜
四
〇
年
代
と
す
る
の
に
対
し
て
、
李
紹
明

は
「
第
一
：
一
九
一
一
〜
一
九
三
七 

萌
芽
期
、

第
二
：
一
九
三
八
〜
一
九
四
五 

形
成
期
、
第

三
：
一
九
四
六
〜
一
九
五
二 

継
続
発
展
期
」

と
し
、
萌
芽
期
を
外
国
籍
研
究
者
に
よ
っ
て
人

材
が
育
成
さ
れ
た
一
九
一
〇
年
代
か
ら
と
す

る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
期
間
の
長
短
の
問
題
で

は
な
く
、
華
西
辺
疆
研
究
学
会
成
立
以
前
の
宣

教
師
を
主
体
と
し
た
初
期
の
研
究
や
華
西
辺
疆

研
究
学
会
の
外
国
人
研
究
者
が
華
西
学
派
に
及

ぼ
し
た
影
響
や
、
一
九
五
二
年
の
院
系
調
整
を

華
西
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
民
国
期
の
華
西
研
究
は
、
主
な

対
象
地
域
を
康
蔵
地
区
と
し
た
が
、
こ
れ
は
現

在
、
中
国
西
南
民
族
研
究
学
会
の
「
蔵
彝
走
廊

研
究
」
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
一
九
八
〇
年

代
か
ら
近
年
ま
で
の
成
果
は
「
蔵
彝
走
廊
研
究

叢
書
」（
二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
四
年
）
と
し
て

刊
行
さ
れ
、
代
表
的
な
論
文
が
『
中
国
西
南
民

族
研
究
学
会
建
会
三
十
周
年
精
選
学
術
文

庫 

四
川
巻
』（
二
〇
一
四
年
）
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
筆
者
は
、
当
時
の
華
西
研
究
に
つ
い
て

も
、
蔵
彝
走
廊
研
究
の
よ
う
な
地
域
研
究
が
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
当
時
の

華
西
辺
疆
研
究
は
、
人
類
学
華
西
学
派
と
い
う

範
疇
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
華
西
大
学
初
期

の
外
国
籍
研
究
者
や
教
会
活
動
に
伴
う
様
々
な

成
果
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
清
末
か

ら
民
国
期
お
よ
び
一
九
五
二
年
院
系
調
整
以
前

ま
で
の
、
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
華
西
学
派

を
中
心
に
行
わ
れ
た
華
西
辺
疆
研
究
に
つ
い

て
、
地
域
研
究
の
視
点
か
ら
様
々
な
指
摘
を
期

待
し
た
い
。
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三
　
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
研
究
の
意
義

華
西
学
派
に
お
け
る
研
究
対
象
と
地
域
、
時
代
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

冉
光
栄

　

華
西
学
派
研
究
に
つ
い
て
三
つ
の
提
言
を
行

う
。

　

第
一
は
、具
体
的
な
研
究
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

⑴　

華
西
学
派
の
研
究
対
象
と
地
域
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
。
華
西
学
派
は
主
に
康
蔵
の

研
究
で
あ
り
、
康
蔵
の
主
な
地
域
は
岷
江
上
流

域
で
あ
る
。
中
国
の
三
大
民
族
走
廊
に
お
い

て
、
最
も
歴
史
的
内
容
を
含
む
の
は
六
江
流
域

で
あ
り
、
な
か
で
も
豊
か
な
文
化
的
内
容
を
も

つ
の
が
岷
江
流
域
で
、
そ
こ
は
康
蔵
文
化
の
発

祥
の
地
で
あ
る
。
ま
た
、
岷
江
流
域
は
、
中
原

地
区
の
二
大
伝
統
文
明
（
黄
河
文
明
と
長
江
文

明
）
が
仲
介
さ
れ
交
流
し
た
江
源
文
明
の
地
で

あ
る
。
江
源
文
明
の
存
在
は
、
す
で
に
考
古
資

料
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
、
中
国
学
術
界
や
政
界

で
も
認
知
さ
れ
て
い
る
。
長
江
の
源
を
、
麗
道

元
は
岷
江
上
流
と
し
、
清
朝
は
毎
年
、
江
源
文

明
の
地
で
祭
祀
を
行
い
、
光
緒
帝
は
九
篇
の
祭

文
を
書
い
た
。
中
国
文
化
の
本
質
は
江
源
文
明

の
水
文
化
で
あ
り
、
そ
の
最
高
神
で
あ
る
江
神

は
岷
江
上
流
に
い
る
。
江
源
文
明
を
黄
河
文
明

と
長
江
文
明
と
な
ら
ぶ
も
う
一
つ
の
中
華
文
明

だ
と
い
う
者
も
お
り
、
二
大
文
明
の
間
に
あ
っ

て
四
川
の
古
蜀
文
化
を
う
み
、
そ
れ
は
南
北
両

文
明
の
様
々
な
特
徴
を
あ
わ
せ
も
つ
。

　

⑵　

康
蔵
地
区
は
、
民
族
走
廊
地
区
の
な
か

で
最
も
豊
か
な
歴
史
を
も
つ
。
西
北
民
族
が
西

南
に
移
動
し
、
西
南
民
族
が
西
北
に
移
動
す
る

時
に
必
ず
通
過
す
る
地
で
あ
る
。
歴
史
文
献
に

よ
れ
ば
、
黄
帝
の
時
に
岷
江
上
流
の
古
蜀
文
化

と
直
接
の
交
流
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
通
婚
に
つ

い
て
は
、
古
代
の
通
婚
は
文
化
交
流
の
最
高
の

表
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
様
の
文
化
層
の
も

と
で
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
黄
帝
の

二
人
の
息
子
は
と
も
に
岷
江
上
流
に
い
た
。
華

西
学
派
の
学
者
た
ち
が
岷
江
流
域
に
入
っ
て
調

査
を
行
っ
た
の
は
、
調
査
条
件
が
良
好
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
松
懋
茂
道
は
清
代
に

国
内
の
民
族
地
区
の
中
で
最
も
設
備
が
整
っ
て

お
り
、
茶
馬
古
道
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
す
で
に

存
在
し
、
朝
廷
の
介
入
も
あ
っ
た
た
め
、
交
通

が
比
較
的
便
利
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
者
た
ち

が
岷
江
上
流
域
の
文
化
を
よ
く
把
握
し
て
い
た

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

　

師
で
あ
る
徐
中
舒
先
生
は
一
九
五
九
年
に

チ
ャ
ン
族
を
調
査
し
、
四
川
民
族
調
査
組
に
二

回
情
報
を
送
っ
た
。
彼
は
基
本
的
に
政
治
運
動

に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
岷
江
上
流
の
チ
ャ

ン
族
を
研
究
し
た
折
、
二
本
の
手
紙
を
書
い
て

自
己
の
意
見
を
述
べ
た
。
一
九
八
〇
年
代
初
め

に
、
李
紹
明
や
周
錫
銀
と
チ
ャ
ン
族
史
を
執
筆

し
た
時
、
母
校
に
彼
を
訪
ね
た
。
彼
は
チ
ャ
ン

族
史
の
編
纂
を
称
賛
し
て
、
一
に
、
岷
江
上
流

の
羌
と
古
羌
は
一
体
で
あ
る
こ
と
、
二
に
、
特

に
馮
漢
驥
と
胡
鑑
民
の
岷
江
上
流
調
査
に
ふ
れ

て
、
こ
の
地
域
に
は
研
究
の
価
値
が
あ
る
と
話

さ
れ
た
。
岷
江
上
流
の
調
査
に
つ
い
て
、
当
時

の
学
者
た
ち
は
こ
の
地
域
の
こ
と
を
明
確
に
認

識
し
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
地
域
が
豊
富
な
歴

史
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
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が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
涼
山

彝
族
自
治
州
の
研
究
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
の

差
が
あ
る
こ
と
を
再
度
強
調
し
た
い
。
ま
た
南

北
文
化
の
相
互
の
理
解
と
影
響
に
も
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
文
化
の

多
様
な
特
色
が
輝
く
中
華
文
明
を
構
成
す
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
特
殊
研
究
の
後
に
得
ら
れ

る
一
般
的
規
律
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
歴
史
の
責
任
感
に
つ
い
て
の
問
題

で
あ
る
。

　

華
西
学
派
は
、
歴
史
の
特
別
な
時
期
に
生
ま

れ
て
お
り
、
学
者
と
し
て
の
使
命
感
は
非
常
に

明
確
で
あ
っ
た
。
早
期
の
一
九
二
八
年
に
岷
江

上
流
で
調
査
し
た
黎
光
明
を
特
に
取
り
あ
げ
た

い
。
彼
は
中
央
大
学
学
生
で
、
助
理
研
究
員
で

あ
り
、
傅
斯
年
が
派
遣
し
て
調
査
さ
せ
た
。
傅

斯
年
は
と
て
も
厳
格
な
学
者
で
、
黎
光
明
の
調

査
報
告
書
は
些
か
粗
雑
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
つ

い
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
黎
光
明

と
王
元
輝
が
チ
ャ
ン
族
地
区
に
調
査
に
行
っ
た

時
は
、「
奮
治
辺
区
」
を
公
開
表
示
し
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
。
二
人
は
後
に
岷
江
上
流
地

区
で
働
き
、
県
長
や
専
員
に
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
黎
は
、
後
に
懋
功
県
県
長
に
な
っ
て
ア
ヘ
ン

禁
止
政
策
を
実
施
し
、
見
せ
し
め
に
よ
っ
て
局

面
を
制
圧
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
当
時
懋

功
県
で
最
大
の
土
豪
で
あ
っ
た
杜
鉄
樵
を
捕
え

た
が
、
逆
に
息
子
の
襲
撃
を
う
け
て
捕
え
ら

れ
、
殺
さ
れ
た
。
彼
の
死
に
方
に
は
二
説
あ

る
。
一
つ
は
、
綿
布
団
に
く
る
ま
れ
、
石
油
を

か
け
ら
れ
て
焼
死
し
た
。
い
ま
一
つ
は
、
そ
れ

よ
り
は
る
か
に
悲
惨
で
、
生
竹
で
体
を
折
り
曲

げ
ら
れ
て
縄
で
縛
ら
れ
、
直
腸
を
肛
門
か
ら
引

き
出
さ
れ
て
縄
と
結
ば
れ
、
外
さ
れ
た
竹
の
反

動
で
内
臓
を
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
死
ん
だ
。
死

後
、
国
民
政
府
は
全
国
に
む
け
て
彼
を
褒
め
た

た
え
た
。

　

荘
学
本
は
非
常
に
明
確
に
西
北
を
重
視
す
る

よ
う
提
起
し
た
。
東
北
を
失
っ
た
か
ら
に
は
、

必
ず
西
北
に
関
心
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
西
北
の
建
設
」、
こ
れ
は
多
く
の
青
年
の

行
動
目
標
で
あ
る
と
。
荘
学
本
が
具
体
的
に
生

蛮
の
地
区
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ

た
こ
と
で
、
馮
漢
驥
、
胡
鑑
民
、
聞
宥
ら
を
含

む
人
々
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
調
査
に
行
く
こ
と

が
で
き
、
研
究
者
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
さ
れ
た
。
中
国
人
類
学
の
誕
生
は
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
、
民
族
存
亡
の
時

期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
者
は
自
ら
の
苦
労

や
鮮
血
に
よ
っ
て
研
究
の
扉
と
方
向
を
切
り
開

い
た
。
こ
こ
で
彼
ら
を
讃
え
て
宣
言
し
た
い
。

我
々
は
、
彼
ら
の
学
術
上
の
生
命
力
を
踏
ま
え

て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

　

第
三
は
、
こ
れ
ら
の
学
者
の
学
術
成
果
が
新

し
い
時
代
を
切
り
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

胡
鑑
民
の
よ
う
な
調
査
は
チ
ャ
ン
族
研
究
の

頂
点
に
あ
る
と
い
え
る
。
数
年
後
、
私
が
現
地

に
調
査
に
行
っ
て
同
じ
こ
と
を
聞
い
た
時
、
幹

部
す
ら
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
ず
、
す
で

に
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
た
。
彼
の
調
査
資
料

は
と
て
も
得
難
い
。
も
し
胡
と
女
性
た
ち
の
間

に
真
の
信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
、
中
年
女
性
が

自
分
と
夫
と
の
性
生
活
の
実
情
を
は
な
す
は
ず

が
な
い
。
大
量
の
風
俗
資
料
の
獲
得
は
こ
の
よ

う
な
信
頼
の
上
に
な
り
立
っ
た
。
彼
は
人
と
自

然
の
生
産
力
は
相
互
に
影
響
し
あ
う
と
説
明
す

る
。
こ
れ
ら
の
風
俗
調
査
は
チ
ャ
ン
族
研
究
に

対
す
る
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。

　

馮
漢
驥
の
象
徴
考
古
学
研
究
は
四
川
に
お
け

る
現
代
的
考
古
学
の
始
ま
り
で
あ
る
。
現
代
的

考
古
学
へ
の
第
一
歩
は
、
馮
が
主
導
し
た
王
建

墓
の
発
見
に
象
徴
さ
れ
る
。
一
九
三
八
年
、
彼
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は
岷
江
流
域
で
調
査
し
た
。
一
般
に
、
考
古
学

の
発
掘
報
告
は
『
文
物
』
に
載
れ
ば
そ
れ
な
り

の
評
価
を
得
た
と
い
え
る
が
、
彼
が
書
い
た
学

術
簡
報
は
さ
ら
に
上
級
の
『
考
古
学
報
』
に

載
っ
た
。
彼
は
民
族
誌
の
編
集
の
ス
タ
イ
ル
を

切
り
開
い
た
と
い
え
る
。

　

荘
学
本
は
写
真
家
で
、
写
真
集
を
出
版
し

た
。
資
料
は
非
常
に
豊
富
で
、
写
真
の
影
響
は

撮
影
対
象
を
は
る
か
に
超
え
た
。
彼
の
写
真
は

彼
の
辺
疆
の
人
々
へ
の
尊
重
を
反
映
し
て
い
る

が
、
こ
の
点
は
長
い
間
無
視
さ
れ
て
き
た
。
荘

は
、
当
時
の
チ
ベ
ッ
ト
族
と
チ
ャ
ン
族
の
精
神

的
な
表
情
を
表
出
し
た
。
そ
の
た
め
彼
の
作
品

は
後
世
に
伝
え
ら
れ
、
不
朽
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ

ト
族
作
家
の
阿
来
は
評
し
て
い
う
。
チ
ベ
ッ
ト

族
が
自
己
を
描
写
す
る
時
、
荘
の
よ
う
な
漢
族

学
者
の
描
写
は
価
値
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

貴
重
な
模
範
で
あ
り
、
学
問
理
論
へ
の
示
唆
を

与
え
る
、
と
。

　

こ
れ
ら
の
学
者
の
学
術
的
影
響
力
は
そ
の
学

科
を
超
え
て
、
四
川
に
お
け
る
新
た
な
学
科
群

の
構
築
や
チ
ャ
ン
族
地
区
の
社
会
発
展
を
推
進

し
た
。
抗
日
戦
争
の
時
に
は
、
岷
江
上
流
域
の

チ
ベ
ッ
ト
族
や
チ
ャ
ン
族
地
区
で
は
強
烈
な
愛

国
心
と
広
汎
な
献
金
、
民
衆
動
員
が
示
さ
れ
、

国
民
政
府
や
学
者
が
注
目
し
た
。
彼
ら
の
特
殊

性
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
国
民
へ
の
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
国
家
に
と
っ
て
も
重
要
な
価
値
を

も
っ
て
い
る
。
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石 

碩

　

王
建
民
の
『
中
国
民
族
学
史
』
上
・
下
（
雲

南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
・
九
八
年
）
は
、

西
南
中
国
に
つ
い
て
の
調
査
と
資
料
が
不
十
分

で
あ
る
。
現
在
、
西
南
中
国
研
究
に
関
し
て
、

中
国
民
族
史
に
は
重
大
な
欠
陥
が
あ
り
、
あ
た

か
も
片
足
が
不
自
由
で
あ
る
か
の
よ
う
に
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
民
国
期
全
体
に
お
い
て
、

西
南
は
中
国
の
近
代
人
類
学
民
族
学
の
発
祥
の

地
と
い
え
る
。
林
耀
華
の
甘
孜
で
の
調
査
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
西
南
の
地
か
ら
民
族
研
究

を
始
め
た
者
は
少
な
く
な
く
、
西
南
は
多
く
の

研
究
者
を
生
み
だ
し
た
。
特
に
、
抗
戦
期
に
は

そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
二
〇
世
紀
前

半
の
西
南
に
つ
い
て
系
統
的
な
総
括
お
よ
び
整

理
研
究
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
、
そ
の

学
術
的
意
義
は
大
き
い
。
も
し
そ
れ
が
な
け
れ

ば
、
二
〇
世
紀
前
半
の
中
国
民
俗
学
や
人
類
学

が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
か
を
理
解
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
ま
た
当
時
の
人
類
学
は
形
質
人

類
学
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
、
王
明
珂
（
台
湾

中
央
研
究
院
）
が
、
当
時
西
南
で
実
施
さ
れ
て

中
央
研
究
院
に
保
存
さ
れ
て
い
た
体
質
測
定
の

資
料
を
私
に
コ
ピ
ー
し
て
く
れ
た
が
、
写
真
は

ど
の
民
族
に
つ
い
て
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

量
は
少
な
く
な
い
。

　

当
時
の
研
究
は
、
抗
戦
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
。
大
量
の
大
学
が
内
陸
部
の
西
南
に
移
っ

て
き
て
、
西
南
研
究
に
従
事
し
た
。
過
日
、
私

は
雲
南
で
歴
史
学
会
議
に
参
加
し
て
、
中
国
の

歴
史
上
の
民
族
問
題
に
つ
い
て
討
論
し
た
が
、

そ
の
な
か
で
馬
敏
（
華
東
師
範
大
学
）
は
華
東

師
範
大
学
も
抗
戦
期
に
大
理
に
移
っ
て
、
現
地

の
民
族
に
関
す
る
多
く
の
研
究
を
行
っ
た
と
報

告
し
た
。
彼
に
、
こ
の
課
題
に
関
す
る
共
同
研
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究
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
彼
も
、
そ
れ
は
未
来

に
向
け
た
重
大
な
学
術
研
究
の
方
向
で
あ
る
と

い
っ
て
同
意
し
た
。

　

二
〇
世
紀
前
半
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
点
が

あ
る
。
一
は
、
研
究
が
個
人
に
よ
る
も
の
か
ら

団
体
や
機
関
に
転
換
し
た
こ
と
。
例
え
ば
、
雑

誌
の
創
刊
は
二
〇
世
紀
以
前
に
は
な
か
っ
た
。

二
は
、
現
代
的
な
学
科
の
萌
芽
と
発
展
の
重
要

な
時
期
で
あ
る
こ
と
。
当
時
、
学
科
間
の
境
界

は
曖
昧
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
明
確
化
さ
れ

て
い
っ
た
。

　

本
テ
ー
マ
に
関
し
て
以
下
を
提
起
す
る
。

　

⑴　

華
西
学
派
の
代
表
的
な
研
究
成
果
を
集

め
て
出
版
す
る
こ
と
。
現
在
の
西
南
民
族
研
究

は
民
国
時
期
の
成
果
を
十
分
に
継
承
し
て
い
な

い
。
私
に
は
、
中
央
民
族
大
学
修
士
課
程
修
了

後
に
四
川
大
学
の
博
士
課
程
に
入
学
し
た
学
生

が
い
る
。
彼
は
口
頭
試
問
終
了
後
、
ど
ん
な
本

を
学
べ
ば
よ
い
か
聞
い
て
き
た
の
で
、
任
乃
強

や
李
安
宅
等
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
と
聞
く

と
、
民
国
期
の
書
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
が
西

南
研
究
を
し
た
い
と
答
え
た
。
中
央
民
族
大
学

の
よ
う
な
民
族
学
研
究
者
を
専
門
に
養
成
す
る

大
学
で
も
先
人
の
成
果
を
継
承
す
る
こ
と
が
あ

ま
り
な
い
の
だ
と
感
じ
た
。
こ
の
意
味
で
、
李

錦
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
華
西
学
派
の
代
表
的

な
成
果
を
出
版
で
き
る
こ
と
は
、
重
要
な
学
術

的
貢
献
で
あ
る
。

　

⑵　

西
南
は
現
代
学
術
史
に
お
い
て
重
要
な

発
祥
の
地
で
あ
る
。
現
代
学
術
が
含
む
民
族
学

や
人
類
学
、
言
語
学
、
歴
史
学
、
社
会
学
等
の

発
祥
は
、
西
南
研
究
と
密
に
関
係
す
る
。
学
術

史
や
団
体
、
人
物
お
よ
び
そ
の
研
究
方
向
か
ら

知
識
背
景
と
関
連
さ
せ
て
学
術
史
全
体
を
整
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
〇
世
紀
に
中
国
の
多

く
の
近
代
的
学
科
が
ど
の
よ
う
に
発
生
し
て
発

展
し
た
の
か
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
も
し
整
理
が
完
成
す
れ
ば
、
王
建
民
『
中

国
民
族
学
史
』
を
超
え
る
も
の
を
書
く
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

⑶　

二
〇
世
紀
前
半
の
中
国
辺
疆
や
民
族
お

よ
び
地
域
研
究
に
お
け
る
華
西
学
派
の
地
域
や

学
術
的
影
響
を
把
握
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ

て
初
め
て
、
華
西
学
派
の
学
術
的
貢
献
や
二
〇

世
紀
前
半
に
果
た
し
た
役
割
や
地
位
、
作
用
に

関
す
る
全
面
的
な
知
識
が
得
ら
れ
る
。

　

⑷　

顧
頡
剛
は
一
九
三
九
年
『
中
華
民
族
是

一
個
』
を
書
き
、
関
連
の
問
題
に
つ
い
て
討
議

し
た
す
べ
て
の
論
文
を
こ
れ
に
集
め
た
。
当
時

は
「
中
国
本
部
」
と
「
辺
疆
」
と
い
う
二
つ
の

概
念
が
あ
っ
た
が
、
辺
疆
の
概
念
は
非
常
に
広

か
っ
た
。
顧
頡
剛
は
成
都
を
華
西
と
称
す
る
こ

と
に
反
対
し
、
華
西
と
は
チ
ベ
ッ
ト
の
西
部
を

指
す
と
し
た
。
同
様
に
、
華
北
が
華
北
平
原
を

指
す
こ
と
に
も
反
対
し
、
華
北
は
モ
ン
ゴ
ル
を

含
む
べ
き
と
し
た
。
こ
れ
は
抗
戦
期
前
後
に
辺

疆
や
本
部
の
語
の
範
囲
が
ま
さ
に
変
化
し
て
お

り
、
辺
疆
民
族
地
区
の
認
識
が
中
国
全
土
か
ら

み
た
「
中
国
本
部
」
に
対
す
る
辺
疆
と
い
う
意

味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
九
年
四
月
二
一
、
二
二
日
に
は
煙
台

で
新
時
代
中
国
辺
疆
学
術
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
主
に
中
国
辺
疆
の
概
念
に
つ
い
て
討
論
す

る
予
定
で
あ
る
。
実
は
、
中
国
本
部
と
い
う
概

念
は
、
抗
戦
期
に
す
で
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て

お
り
、
そ
れ
は
西
南
辺
疆
の
研
究
と
密
に
関

わ
っ
て
い
る
。
費
孝
通
や
林
耀
華
、
馬
長
寿
、

楊
成
志
な
ど
多
く
の
研
究
者
が
海
外
留
学
か
ら

帰
国
し
、
集
中
し
て
西
南
辺
疆
に
行
っ
て
社
会

学
や
人
類
学
、
言
語
学
、
歴
史
学
等
の
研
究
を

し
た
。
そ
の
た
め
こ
の
地
域
は
、
二
〇
世
紀
前

半
の
中
国
辺
疆
や
民
族
、
地
域
研
究
の
発
展
を
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理
解
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
例
え

ば
、
李
安
宅
ら
は
国
外
で
人
類
学
を
学
び
、
辺

疆
の
あ
る
地
域
に
は
い
っ
て
研
究
を
続
け
、
そ

の
地
域
の
最
初
の
研
究
者
と
な
っ
た
。
李
安
宅

夫
婦
は
ラ
プ
ラ
ン
寺
に
長
期
滞
在
し
て
『
拉
卜

楞
寺
』
を
執
筆
し
た
。
華
西
学
派
の
学
者
は
多

く
が
留
学
帰
り
で
あ
っ
た
が
、
何
人
か
の
本
土

で
学
ん
だ
学
者
も
い
て
、
両
者
は
関
わ
り
を

も
っ
て
い
た
。
華
西
学
派
を
き
ち
ん
と
整
理
す

る
こ
と
で
、
二
〇
世
紀
前
半
の
西
南
研
究
に
お

い
て
人
類
学
や
民
族
学
、
歴
史
学
、
言
語
学
、

社
会
学
が
ど
の
よ
う
に
交
流
し
て
関
係
が
生
ま

れ
た
の
か
を
基
本
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
の
意
義
は
、
す
で
に
華
西
学
派

研
究
の
枠
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。

辺
疆
服
務
と
華
西
学
派
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楊
天
宏

　

ま
ず
、
華
西
の
辺
疆
服
務
に
つ
い
て
述
べ

る
。
私
は
、
十
年
前
に
『
救
贖
與
自
救
│
│
中

華
基
督
教
会
辺
疆
服
務
研
究
』
を
出
版
し
た
。

辺
疆
服
務
（
中
華
基
督
教
会
全
国
総
会
が
布
教

と
辺
疆
民
族
の
調
査
の
た
め
に
一
九
三
九
年
か

ら
西
南
民
族
地
区
で
展
開
し
た
活
動
）
は
重
要

な
領
域
で
あ
る
。
抗
戦
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、

大
後
方
は
、
辺
縁
の
地
域
で
あ
っ
た
の
が
経
済

の
重
点
地
区
と
な
り
、
川
康
地
区
の
後
方
建
設

も
極
め
て
重
要
と
な
っ
た
。
ま
た
、
民
国
の
東

南
沿
海
お
よ
び
中
部
に
あ
る
多
く
の
重
要
な
大

学
と
教
育
機
関
、
教
会
組
織
も
み
な
西
南
に

移
っ
た
。

　

中
華
基
督
教
会
は
、
教
派
を
超
え
、
中
国
化

さ
れ
た
中
国
教
会
で
あ
る
。
こ
の
組
織
の
明
ら

か
な
特
徴
は
、
中
国
化
の
過
程
に
お
け
る
教
会

活
動
に
み
ら
れ
る
。
辺
疆
地
区
で
展
開
さ
れ
た

活
動
に
は
二
方
面
か
ら
の
影
響
が
あ
る
。
一

は
、
辺
疆
服
務
に
宗
教
的
な
「
救
贖
」
の
意
味

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
背
景
に
は
、
少
数
民

族
地
区
の
辺
民
は
生
活
が
極
め
て
苦
し
く
、
イ

エ
ス
の
恩
沢
を
受
け
て
い
な
い
た
め
救
済
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
二
は
、
キ
リ

ス
ト
教
が
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
後
、
民
族
地
区

で
は
激
し
い
衝
突
が
お
き
、
一
九
二
二
〜
一
九

二
七
年
ま
で
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
が
続
い
て
、

一
九
四
九
年
以
後
は
国
外
か
ら
き
た
教
会
は
共

産
党
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
、
国
内
の
教
会
は
そ

の
ま
ま
に
さ
れ
た
こ
と
。

　

そ
の
た
め
教
会
が
中
国
で
布
教
す
る
の
は
、

一
方
で
他
者
を
救
済
し
、
も
う
一
方
で
自
己
を

救
う
こ
と
で
あ
り
、
辺
疆
服
務
全
体
に
こ
れ
が

貫
か
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
発
展
と
変
革
に
つ

い
て
い
え
ば
、
一
九
世
紀
末
以
前
、
キ
リ
ス
ト

教
は
原
理
主
義
を
遵
守
し
、
主
に
イ
エ
ス
の
福

音
を
伝
道
し
、
教
徒
を
勧
誘
し
て
帰
依
さ
せ

た
。
一
九
世
紀
末
以
降
、
西
洋
の
教
会
は
原
理

主
義
か
ら
社
会
福
音
へ
と
重
要
な
転
換
を
行
っ

た
。
中
華
基
督
教
会
は
原
理
主
義
を
信
奉
す
る

の
で
も
な
く
、
辺
疆
服
務
の
過
程
で
教
徒
を
勧

誘
し
て
帰
依
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す

る
の
で
も
な
い
。
服
務
と
現
地
社
会
の
改
造
、

お
よ
び
現
地
住
民
に
も
た
ら
さ
れ
る
実
質
的
な

利
点
を
通
し
て
イ
エ
ス
の
真
の
福
音
を
享
受
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
運
動
は
一
九
三
九
年

か
ら
一
九
四
九
年
以
後
ま
で
展
開
さ
れ
た
。
辺

疆
服
務
は
、「
抗
美
援
朝
」
期
（
朝
鮮
戦
争
期
）

に
反
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を
理
由
に
停
止
さ
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れ
、
一
九
五
五
年
に
は
参
加
し
た
外
国
人
が
み

な
中
国
を
離
れ
、
終
結
し
た
。

　

辺
疆
服
務
と
華
西
学
派
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
辺
疆
服
務
の
重
要
な
内
容
に
触
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
辺
疆
服
務
部
（
略
称
、
辺
部
）

は
成
立
後
、
辺
疆
服
務
計
画
を
た
て
て
、
辺
区

で
の
辺
疆
研
究
を
活
動
の
重
要
な
内
容
と
し

た
。
辺
区
と
は
主
に
チ
ベ
ッ
ト
、
チ
ャ
ン
、
イ

族
が
集
居
す
る
地
域
で
あ
り
、
辺
区
で
有
効
に

服
務
す
る
に
は
辺
疆
研
究
を
理
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
辺
疆
研
究
で
最
も
重
要
な
内

容
と
は
、
宗
教
、
習
俗
、
言
語
等
で
あ
り
、
広

義
に
は
、
さ
ら
に
教
育
や
計
画
生
育
、
医
療
衛

生
状
況
等
を
含
む
。

　

当
時
、
華
西
壩
（
成
都
華
西
区
）
に
は
五
つ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学
が
集
ま
っ
て
い
た
。
う

ち
華
西
協
合
大
学
は
辺
疆
研
究
所
を
設
立
し
、

辺
疆
研
究
に
従
事
す
る
研
究
者
を
集
め
た
。
五

つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学
は
多
く
の
活
動
を

集
団
的
共
同
的
に
行
い
、
特
に
社
会
学
や
人
類

学
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
辺
部
は
華
西
壩
の
五
つ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学
と
協
力
し
て
多
方
面

の
研
究
を
行
っ
た
が
、
主
に
人
類
学
や
民
族
学

の
研
究
と
調
査
に
お
い
て
人
員
や
資
源
で
協
力

し
た
。

　

辺
疆
研
究
は
清
朝
末
に
一
度
盛
ん
に
な
り
、

民
国
期
に
衰
退
し
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
日

本
が
侵
入
し
て
民
族
存
亡
の
危
機
が
増
大
す
る

と
、
大
量
の
学
者
が
再
び
辺
疆
を
研
究
し
、
辺

疆
研
究
学
科
の
地
位
は
回
復
し
た
。
し
か
し
こ

の
時
期
の
辺
疆
研
究
に
は
変
化
が
み
ら
れ
る
。

清
朝
末
は
伝
統
的
方
法
に
よ
っ
た
が
、
民
国
以

降
は
理
論
と
方
法
に
お
い
て
複
数
の
学
科
の
理

論
や
方
法
を
取
り
入
れ
、
と
り
わ
け
人
類
学
や

民
族
学
、
宗
教
学
、
社
会
学
の
そ
れ
を
用
い

た
。
も
う
一
つ
の
変
化
は
、
個
人
に
よ
る
研
究

か
ら
集
団
研
究
へ
と
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。

胡
適
の
父
胡
伝
は
東
北
（
実
は
黒
龍
江
以
北
）

を
研
究
し
た
時
、
主
に
中
ソ
国
境
付
近
を
研
究

し
、
一
人
で
現
地
に
入
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
学
術
機
構

が
多
く
の
労
力
を
動
員
し
て
共
同
調
査
す
る
の

と
は
異
な
る
。
し
か
し
民
国
以
降
は
研
究
方
法

が
変
化
し
た
。
特
に
、
抗
戦
の
た
め
に
学
校
が

内
陸
部
に
移
り
、
多
く
の
研
究
者
が
そ
こ
で
人

類
学
や
民
族
学
、
社
会
学
の
理
論
の
基
礎
知
識

や
関
連
研
究
の
歴
史
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
、

研
究
方
法
も
個
人
的
研
究
か
ら
集
団
的
共
同
研

究
へ
変
化
し
た
。

　

李
安
宅
は
、
辺
部
の
研
究
に
参
与
し
た
華
西

学
派
の
一
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
辺
部
の

構
成
員
と
い
う
身
分
で
参
与
し
た
の
で
は
な

く
、
辺
部
側
が
彼
を
招
い
て
そ
の
資
源
を
利
用

し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
研
究
と
辺
部
の
活
動

は
重
な
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ハ
ム
は
、
チ
ャ
ン
族

研
究
に
お
い
て
、
特
に
宗
教
の
「
端
公
」
研
究

で
は
、
チ
ャ
ン
族
地
区
に
入
っ
て
多
く
の
端
公

と
知
り
合
い
、
そ
の
作
法
を
詳
細
に
観
察
し
て

記
録
し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
も
の
は
、
辺
部

が
辺
疆
服
務
を
行
う
際
に
非
常
に
有
用
で
あ
っ

た
。
グ
ラ
ハ
ム
の
「
羌
民
之
習
俗
與
宗
教
」

は
、
辺
部
と
華
西
壩
五
大
学
の
人
類
学
・
社
会

学
者
に
よ
る
共
同
の
宗
教
研
究
と
い
う
背
景
の

も
と
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

辺
部
の
研
究
は
、
大
学
が
派
遣
し
た
研
究
に

比
べ
て
内
容
が
深
い
。
多
く
の
学
者
が
辺
地
に

行
っ
て
研
究
し
た
が
、
数
日
の
滞
在
に
よ
る
お

お
ざ
っ
ぱ
な
考
察
で
あ
り
、
真
の
研
究
と
は
い

え
な
い
。
辺
部
の
研
究
は
、
辺
疆
服
務
に
力
を

尽
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
一
九

三
九
〜
一
九
五
六
年
の
一
七
年
間
ず
っ
と
現
地

に
滞
在
し
て
住
民
と
深
く
接
触
し
、
衣
食
住
を
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と
も
に
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
非
常

に
深
く
具
体
的
で
あ
る
。
彼
ら
の
研
究
は
、
大

学
機
関
の
そ
れ
に
比
べ
て
学
問
的
理
論
に
欠

け
、
人
類
学
や
社
会
学
の
方
法
と
は
一
致
し
な

い
が
、
そ
の
観
察
記
録
は
大
学
機
関
の
学
者
の

も
の
よ
り
さ
ら
に
詳
細
で
具
体
的
で
あ
り
、
一

般
の
観
察
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。
学
者
た
ち
と
辺
部
の
共
同
研

究
は
互
い
に
影
響
し
あ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代

以
降
の
辺
疆
地
区
の
民
族
、
宗
教
、
社
会
体
制

な
ど
各
方
面
の
研
究
を
進
め
た
。
華
西
学
派
の

形
成
に
大
量
の
大
学
機
関
の
学
者
の
努
力
が

あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
共
同
研
究
を

行
っ
た
辺
部
側
の
努
力
も
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

し
か
し
、
問
題
が
一
つ
あ
る
。
グ
ラ
ハ
ム
は

外
国
人
で
あ
る
が
、
彼
を
華
西
学
派
の
一
人
と

み
な
せ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
学
派
に
対
す
る

認
識
の
問
題
で
あ
る
。
我
々
が
中
国
人
類
学
の

華
西
学
派
を
語
る
際
に
は
中
国
人
を
指
す
が
、

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
華
西
辺
疆
研
究
学
会
は

多
く
が
外
国
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
『
華
西
辺
疆

研
究
学
会
雑
誌
』
に
多
く
の
文
章
を
発
表
し
、

そ
の
数
量
は
中
国
人
よ
り
多
い
。
な
ぜ
な
ら
こ

れ
は
英
文
学
会
誌
で
あ
り
、
主
に
国
外
に
向
け

て
発
信
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
グ
ラ
ハ

ム
の
よ
う
な
、
中
国
に
来
て
華
西
に
長
期
滞
在

し
、
大
学
で
研
究
に
従
事
し
た
外
国
人
を
華
西

学
派
の
学
者
と
み
な
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
不
可
能
だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
中
国
の
華

西
学
派
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
は
外
国
人
を

排
除
す
る
こ
と
で
あ
る
。
華
西
大
学
は
当
時
イ

ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
中
国

に
創
立
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学
で
あ
る
た

め
、
中
国
化
と
い
う
名
義
の
も
と
で
は
、
そ
れ

は
人
類
学
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
つ

て
私
は
、
徐
新
建
の
招
き
で
中
文
系
学
生
に
人

類
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
た
。
現
在
は

何
に
で
も
人
類
学
と
い
う
肩
書
を
つ
け
、
中
国

化
と
称
す
る
が
、
中
国
化
と
は
人
類
学
と
同
じ

学
科
規
範
を
述
べ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
に
ひ
と
ま
と
め
に
「
化
」
と
し
て
拡
大
す
れ

ば
、
人
類
学
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

も
し
こ
れ
ら
の
外
国
人
学
者
に
よ
る
中
国
で
の

人
類
学
研
究
を
中
国
華
西
学
派
と
称
す
れ
ば
、

彼
ら
自
身
の
自
己
認
識
と
皆
さ
ん
の
判
断
と
の

間
に
は
矛
盾
や
衝
突
が
起
き
る
は
ず
で
あ
り
、

考
慮
す
べ
き
点
で
あ
る
、
と
。

　
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
に
は
多
く
の

具
体
的
な
研
究
課
題
が
あ
る
が
、
李
錦
の
「
華

西
学
派
の
学
術
体
系
研
究
」
は
課
題
を
論
証
す

る
に
あ
た
っ
て
具
体
的
な
問
題
が
欠
如
し
て
い

る
。
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
領
域
に
お
い
て

学
者
は
ど
の
よ
う
に
思
考
し
、
研
究
成
果
を
出

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
に
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
学
科
史
の
再
建
に
お
い

て
実
質
的
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
、
空
虚
な
こ

と
を
多
く
語
る
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、
具
体

的
な
一
つ
の
歴
史
問
題
を
研
究
す
る
場
合
、
私

は
学
科
の
理
論
や
方
法
、
原
則
を
具
体
的
に
述

べ
る
が
、
私
自
身
か
ら
近
代
中
国
の
学
科
体
系

の
統
一
的
見
解
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
同
様
に
、
当
時
の
学
者
自
身
か
ら
学
科
の

体
系
を
探
る
の
は
難
し
い
。
学
科
体
系
を
語
り

す
ぎ
れ
ば
、
中
国
化
の
論
議
が
欠
け
て
し
ま

う
。
中
国
化
と
、
学
科
の
共
通
の
価
値
の
追
求

や
研
究
方
法
と
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
は

考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　

辺
部
が
行
っ
た
辺
疆
研
究
の
あ
る
部
分
は
、

華
西
辺
疆
研
究
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
は
異
な
る
。
辺
部
は
教
会
が
設
立
し

た
機
関
で
あ
り
、
教
会
の
基
本
的
な
目
的
は
布
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教
伝
道
で
、
辺
疆
研
究
は
伝
道
の
た
め
で
あ

り
、
他
民
族
の
信
仰
は
み
な
遅
れ
た
潜
在
意
識

に
す
ぎ
な
い
の
で
至
高
の
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
教

し
て
辺
民
の
信
仰
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の
も
と
で
研
究
す

れ
ば
、
研
究
対
象
者
の
信
仰
宗
教
に
つ
い
て
の

判
断
は
客
観
的
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
は
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。
辺
疆
服
務
は
キ
リ
ス
ト
教
が

お
こ
し
た
社
会
福
音
活
動
で
あ
り
、
辺
疆
研
究

は
そ
の
過
程
で
進
め
ら
れ
た
。
辺
部
と
華
西
研

究
は
互
い
に
連
動
し
あ
い
、
辺
部
は
現
地
で
根

拠
地
を
開
拓
し
て
伝
道
と
布
教
の
拠
点
を
も

ち
、
現
地
の
少
数
民
族
と
接
触
し
て
研
究
員
に

利
便
を
提
供
す
る
が
、
最
大
の
限
界
は
そ
の
研

究
が
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
目
的
の
も
と
で
行
わ

れ
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
ら
は
、
少
数
の
者
は
民

族
学
や
人
類
学
の
訓
練
を
う
け
、
あ
る
い
は
自

分
で
訓
練
し
た
が
、
大
部
分
は
専
門
の
学
術
的

背
景
を
も
た
な
い
。
友
人
の
助
け
を
え
て
檔
案

館
で
辺
疆
服
務
の
檔
案
を
見
た
が
、
五
〜
六
冊

の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
は
英
文
の
、
数
十
あ
る
い

は
百
通
以
上
の
手
紙
や
報
告
が
収
め
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
辺
部
が

行
っ
た
研
究
領
域
は
広
い
が
浅
い
、
専
門
家
が

行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
く
が
調
査
記
録
的

性
質
の
も
の
で
研
究
色
は
な
い
、
し
か
し
こ
れ

ら
の
資
料
は
真
の
研
究
の
補
助
的
役
割
を
も
つ

こ
と
で
あ
る
。

　

辺
部
と
華
西
学
派
の
両
者
は
同
時
期
に
、
同

様
の
活
動
地
域
で
活
動
し
た
。
た
だ
し
華
西
学

派
の
民
族
学
・
社
会
学
者
が
甘
孜
や
阿
壩
地
区

に
偏
っ
て
西
康
に
対
し
て
比
較
的
薄
い
の
に
対

し
て
、
辺
部
は
西
康
を
重
視
し
た
。
イ
族
は
、

近
現
代
に
お
い
て
は
チ
ベ
ッ
ト
族
ほ
ど
突
出
し

て
お
ら
ず
、
対
外
的
な
国
際
政
治
に
敏
感
で
は

な
か
っ
た
が
、
国
内
政
治
に
は
敏
感
で
あ
っ

た
。
イ
族
は
宗
教
問
題
で
内
地
と
矛
盾
や
衝
突

を
起
こ
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
が
、
非
常
に
凶

暴
で
ア
ヘ
ン
と
銃
を
多
く
持
ち
、
三
〇
万
丁
を

超
え
る
銃
を
所
有
す
る
と
も
い
わ
れ
、
ア
ヘ
ン

に
よ
る
収
入
は
す
べ
て
銃
と
銃
弾
に
あ
て
ら
れ

た
。
一
九
三
〇
、四
〇
年
代
の
イ
族
問
題
は
非

常
に
深
刻
で
、
中
国
に
お
け
る
第
二
の
問
題
で

あ
っ
た
。
華
西
学
派
は
重
視
し
な
か
っ
た
が
、

辺
部
は
西
康
地
区
を
辺
疆
服
務
と
辺
疆
研
究
の

重
要
地
域
と
位
置
づ
け
た
た
め
に
、
辺
政
研
究

へ
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
チ
ベ
ッ
ト
問

題
は
領
土
の
安
全
に
関
わ
る
の
に
対
し
て
、
イ

族
問
題
は
内
政
に
関
わ
り
、
地
域
の
安
定
に

と
っ
て
重
大
な
意
味
が
あ
っ
た
。
二
十
数
年
前

の
私
の
印
象
で
は
、
成
昆
鉄
道
沿
線
で
は
涼
山

地
区
を
通
過
す
る
時
に
は
い
つ
も
列
車
が
遮
ら

れ
て
強
奪
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
国
辺
疆
学
構
築
に
対
す
る
華
西
学
派
の
示
唆
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

羅
中
枢

　

一
九
二
〇
〜
五
〇
年
代
、
華
西
壩
（
華
西
）

に
一
群
の
学
者
が
終
結
し
、
特
に
、
西
南
辺
疆

地
区
を
研
究
し
た
。
研
究
の
重
点
は
西
南
各
民

族
の
生
活
環
境
や
生
業
形
態
、
社
会
集
団
、
社

会
文
化
等
、
特
に
彼
ら
の
習
俗
や
宗
教
、
儀

礼
、
年
中
行
事
、
通
過
儀
礼
、
方
言
、
道
徳
、

文
字
、
服
飾
等
の
文
化
現
象
で
あ
る
。
学
派
と

し
て
一
派
を
な
す
基
準
と
し
て
は
伝
承
性
、
地

域
性
、
問
題
性
が
あ
る
が
、
華
西
学
派
に
は
後

者
の
二
つ
が
あ
て
は
ま
り
、
特
に
地
域
性
に
特
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徴
を
も
つ
学
術
共
同
体
で
あ
り
、
李
紹
明
も
こ

れ
を
取
り
あ
げ
た
。

　

私
が
興
味
を
も
つ
の
は
、
一
つ
の
学
派
は
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
、
で
あ
る
。
学
派

が
学
派
た
る
に
は
学
問
上
の
哲
学
、
学
説
、
学

術
伝
統
、
影
響
力
（
刊
行
物
、
各
種
活
動
等
）

等
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
華
西
に
集
結
し
た

学
者
の
研
究
や
学
術
背
景
は
広
く
、
歴
史
や
考

古
、
言
語
、
民
俗
学
、
社
会
学
、
宗
教
学
、
地

理
学
、
生
物
学
な
ど
に
及
ぶ
が
、
こ
の
よ
う
に

多
く
の
学
科
の
研
究
は
ど
の
よ
う
に
一
つ
の
学

派
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
を

一
つ
の
学
派
と
呼
ぶ
に
は
、
よ
り
深
層
の
要
因

が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
者
は
、
西
南
辺

疆
と
い
う
特
殊
な
地
域
で
研
究
し
て
い
く
な
か

で
、
様
々
な
学
科
や
各
学
科
の
基
層
に
あ
る

「
構
造
規
則
」
や
「
符
号
規
則
」
を
超
越
し

た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
フ
ー
コ
ー
（M

ichel 
Foucault, 1926 ‒1984

）
が
認
識
す
る
と
こ
ろ

の
、
様
々
な
学
科
の
理
論
知
識
が
内
包
す
る
構

成
や
組
成
型
式
、
表
現
法
則
、
意
識
性
の
知
識

の
下
に
は
実
証
的
無
意
識
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
実
証
的
無
意
識
は
各
学
科
の
知
識
の
潜
在
条

件
を
決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
学
科
の
基
層

と
繋
が
っ
て
縦
横
に
往
来
し
、
共
通
の
言
葉
や

文
法
構
造
を
発
見
す
る
。
す
な
わ
ち
フ
ー
コ
ー

の
い
う
「
知
識
の
無
意
識
」
あ
る
い
は
「
文
化

の
基
本
コ
ー
ド
」
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
の
理
論

は
、
華
西
学
派
の
理
解
に
も
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
。「
特
定
の
あ
る
時
期
に
、
経
験
の
中
の

一
つ
の
知
識
領
域
を
画
定
し
、
こ
の
領
域
の
認

知
対
象
の
存
在
方
式
を
規
定
し
、
人
々
の
常
識

に
理
論
の
力
を
あ
た
え
、
人
々
が
そ
れ
ら
を
真

の
事
物
と
認
知
す
る
か
を
決
定
す
る
」
こ
と
で

あ
る
。

　

華
西
学
派
の
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
今
日
的

意
義
と
、
中
国
辺
疆
学
構
築
へ
の
示
唆
と
い
う

視
点
か
ら
述
べ
る
。

　

⑴　

華
西
学
派
研
究
の
今
日
的
意
義
に
つ
い

て
は
次
の
三
点
を
あ
げ
る
。

　

一
は
、
西
南
辺
疆
に
対
す
る
認
識
を
深
め
た

こ
と
。
華
西
学
者
は
華
西
、
特
に
西
南
辺
疆
に

集
結
し
て
、
様
々
な
学
科
に
よ
る
辺
疆
研
究
を

行
っ
た
。
辺
疆
と
は
、
一
般
に
、
文
化
的
に
は

見
知
ら
ぬ
、
心
理
的
に
は
は
る
か
彼
方
の
遅
れ

た
野
蛮
な
、
未
教
化
の
場
所
で
あ
る
。
そ
の
た

め
辺
疆
地
区
や
そ
こ
に
居
住
す
る
民
族
に
関
心

を
も
つ
者
は
少
な
く
、
特
に
、
辺
疆
の
生
き
た

集
団
や
個
人
、
そ
の
思
考
や
行
為
に
注
目
す
る

者
は
少
な
い
。
華
西
学
者
の
研
究
は
こ
れ
ら
の

空
白
を
大
幅
に
補
填
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
な
意
義
を
も

つ
。
そ
の
研
究
の
得
難
い
点
は
、
彼
ら
が
み
な

実
際
に
現
地
に
行
っ
て
、
人
を
調
査
対
象
の
中

心
に
お
き
、
各
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
ミ
ク
ロ
な

視
点
か
ら
専
門
的
に
学
術
化
し
た
こ
と
で
あ

る
。
現
代
辺
疆
人
類
学
か
ら
い
え
ば
、
彼
ら
は

西
南
辺
疆
の
人
や
民
族
お
よ
び
そ
の
日
常
生
活

の
実
践
、
形
式
化
さ
れ
た
各
種
の
活
動
や
資
源

に
注
目
し
、
西
南
辺
疆
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
た
か
を
上
か
ら
下
へ
の
視
線
で
観
察
し
た
、

す
な
わ
ち
辺
疆
お
よ
び
そ
の
形
成
過
程
に
注
目

し
、
様
々
な
歴
史
段
階
や
空
間
、
民
族
文
化
の

も
と
で
多
様
な
辺
疆
の
形
態
が
生
ま
れ
た
条
件

や
発
生
、
発
展
、
消
滅
の
過
程
を
探
っ
た
。
こ

れ
ら
が
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
、
辺
疆
が
一
つ
の

動
態
の
過
程
で
あ
り
、
時
間
や
空
間
の
も
と
で

人
の
実
践
や
活
動
、
生
活
が
連
携
し
て
い
る
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
様
々
な
生

活
が
辺
疆
に
存
在
し
て
、
境
界
を
越
え
る
行
動

性
や
能
動
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
辺
疆
は
ど
の
よ

う
に
、
な
ぜ
、
い
つ
形
成
さ
れ
、
維
持
さ
れ
、



37──二〇世紀前半の華西辺疆研究と華西学派

消
滅
す
る
の
か
を
追
求
す
る
こ
と
、
こ
れ
が

我
々
に
と
っ
て
の
今
日
的
意
義
で
あ
る
。

　

二
は
、
中
華
民
族
の
未
来
を
豊
か
に
し
た
こ

と
。
現
在
、
中
華
民
族
を
「
多
元
一
体
」
と
称

す
る
が
、「
多
元
」
と
は
各
民
族
を
い
う
。
多

く
の
専
門
家
が
少
数
民
族
を
研
究
し
た
。
例
え

ば
李
安
宅
や
任
乃
強
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
族
、
林
耀

華
や
馬
長
寿
ら
は
イ
族
、
馮
漢
驥
ら
は
チ
ャ
ン

族
や
イ
族
、
胡
鑑
民
ら
は
チ
ャ
ン
族
や
ミ
ャ
オ

族
を
研
究
し
た
が
、
李
紹
明
は
華
西
人
類
学
者

の
主
な
貢
献
は
康
蔵
区
内
の
こ
れ
ら
の
民
族
研

究
に
あ
る
と
す
る
。
学
術
的
に
み
て
、
彼
ら
の

研
究
は
民
衆
の
視
点
で
辺
疆
や
社
会
、
国
家
の

介
入
に
条
件
を
提
供
し
た
だ
け
で
な
く
、
多
元

的
な
視
点
で
少
数
民
族
を
一
体
化
し
て
発
展
さ

せ
、
中
華
民
族
に
凝
縮
す
る
た
め
の
基
礎
を
定

め
、
少
な
く
と
も
今
日
、
こ
れ
を
基
礎
に
多
元

一
体
の
中
華
民
族
を
研
究
す
る
た
め
の
良
好
な

学
術
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

三
は
、
中
国
に
関
す
る
総
体
的
な
知
識
を
完

成
さ
せ
た
こ
と
。
過
去
の
歴
史
は
辺
縁
地
域
に

は
あ
ま
り
関
心
を
向
け
な
か
っ
た
。
ク
リ

フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ツ
（
吉
爾
茨C

lifford 
G

eertz

）
に
よ
れ
ば
、
人
の
大
部
分
の
知
識
は

地
域
的
知
識
で
あ
り
、
人
は
様
々
な
世
界
で
暮

ら
し
て
い
る
た
め
に
、
様
々
な
考
え
方
に
基
づ

い
て
共
同
体
の
知
識
を
う
み
だ
し
た
。
華
西
学

者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
研
究
は

我
々
に
、
西
南
辺
疆
は
多
彩
で
活
力
と
魅
力
に

満
ち
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
こ
で
生
活
し

労
働
す
る
人
々
は
智
慧
に
満
ち
、
同
時
に
独
特

な
知
識
と
文
化
を
創
り
だ
し
た
。
ま
た
、
辺
疆

地
区
の
特
殊
な
地
理
環
境
や
歴
史
的
機
会
に

よ
っ
て
彼
ら
が
創
出
し
た
知
識
や
文
化
は
、
華

夏
を
中
心
と
す
る
文
化
が
も
た
な
い
知
識
や
文

化
で
あ
り
、
非
常
に
独
特
で
価
値
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
研
究
は
今
日
も
そ
の
貴
重
な
価
値
を

失
っ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
専
門
家
の
意
見
に
よ

れ
ば
、
地
方
性
を
も
つ
文
化
は
、
総
体
的
な
文

化
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
特
に
今

日
、
ど
の
よ
う
に
民
族
国
家
を
発
展
さ
せ
、
構

築
す
る
か
の
過
程
に
お
い
て
は
、
国
家
が
辺
疆

地
区
に
対
す
る
認
識
の
知
識
を
増
や
す
こ
と
に

役
立
つ
。
実
際
、
中
央
政
府
が
多
く
の
事
柄
を

決
定
す
る
際
に
は
、
辺
疆
地
区
に
関
す
る
詳
細

な
活
き
た
資
料
が
な
け
れ
ば
辺
疆
を
理
解
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
民
族
辺
疆
地
区
お
よ
び
辺

疆
認
識
に
対
す
る
知
識
の
増
量
、
こ
れ
ら
の
地

域
そ
の
も
の
に
対
す
る
認
識
、
民
族
特
性
の
認

識
は
、
こ
れ
ら
の
知
識
や
文
化
が
国
家
全
体
の

体
系
の
中
で
ど
の
よ
う
に
明
確
に
認
識
さ
れ
、

把
握
さ
れ
る
か
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
今

日
、
中
国
自
体
に
新
た
な
認
識
や
思
考
を
加
え

る
た
め
の
重
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

　

⑵　

華
西
学
派
の
研
究
が
中
国
辺
疆
学
の
学

科
建
設
に
対
し
て
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
は
三

点
を
あ
げ
る
。

　

一　

辺
疆
研
究
学
術
共
同
体
を
構
築
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
フ
ー
コ
ー
の
「
知
識
」
と
ク
ー

ン
（T

hom
as Sam

uel K
uhn, 1922 ‒1996

）

の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
を
結
合
さ
せ
る
。
学
者
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
術
背
景
と
思
想
を
も
つ
た

め
に
、
こ
れ
ら
の
思
想
は
華
西
と
い
う
大
き
な

環
境
の
な
か
で
融
通
無
下
に
ぶ
つ
か
り
合
い
、

相
互
に
補
充
し
あ
い
、
と
も
に
発
展
す
る
、
す

な
わ
ち
李
紹
明
の
い
う
「
兼
収
並
蓄
、
豁
達
融

通
」
で
あ
る
。
多
く
の
学
科
が
交
わ
る
な
か

で
、
様
々
な
学
科
の
基
層
で
形
成
さ
れ
る
知
識

タ
イ
プ
を
探
し
出
す
と
い
う
集
団
性
の
研
究

は
、
知
識
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
関
係
を
比
較
的
う

ま
く
処
理
し
、
異
同
や
多
元
的
共
生
現
象
を
明

ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
検
討
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の
価
値
が
あ
る
。
ク
ー
ン
の
観
点
に
よ
れ
ば
、

各
学
科
の
専
攻
は
み
な
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
も

つ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
今
日
、
辺
疆
学
の
学

科
体
系
を
構
築
し
、
様
々
な
学
科
の
研
究
者
が

中
国
辺
疆
を
研
究
す
る
時
に
は
、
様
々
な
学
科

の
基
層
の
語
彙
や
原
則
を
取
り
あ
げ
る
だ
け
で

は
な
く
、
型
式
に
も
注
目
し
、
双
方
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
初
め
て
学
術

共
同
体
の
形
成
が
可
能
と
な
る
。

　

二　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
証
研
究
を
重

視
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
理
論
の
創
出
や
学
科

構
築
を
重
視
す
る
。
当
時
の
華
西
学
派
の
一
つ

の
弱
点
は
、
実
証
調
査
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

報
告
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
「
論
辺
疆

的
特
征
」
で
述
べ
た
が
、
現
在
、
辺
疆
研
究
に

関
し
て
は
、
大
量
の
具
体
的
な
経
験
事
例
の
中

か
ら
不
変
の
原
理
や
結
論
を
発
見
し
て
概
括
す

る
こ
と
に
長
け
て
お
ら
ず
、
一
定
の
基
礎
の
も

と
で
基
本
的
な
仮
説
を
提
起
し
検
証
す
る
こ

と
、
お
よ
び
自
分
の
専
門
領
域
か
ら
不
変
的
な

原
理
や
規
律
等
を
抽
出
す
る
こ
と
に
も
長
け
て

い
な
い
。
こ
れ
は
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
重

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
学
者
た

ち
は
、
あ
る
程
度
は
実
証
研
究
と
理
論
構
築
の

関
係
を
比
較
的
う
ま
く
処
理
し
た
。
例
え
ば
グ

ラ
ハ
ム
の
「
羌
族
之
習
俗
與
宗
教
」
や
李
安
宅

の
『
蔵
族
宗
教
史
之
実
地
研
究
』、
任
乃
強
の

「
漢
族
民
俗
文
化
交
流
意
識
」
等
は
、
実
証
考

察
だ
け
で
な
く
、
理
論
探
求
も
行
い
、
両
者
を

非
常
に
う
ま
く
結
合
さ
せ
た
。
現
在
、
中
国
辺

疆
学
の
構
築
時
期
に
あ
っ
て
、
概
念
や
理
論
に

は
さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ェ
ー
ヴ
ル
（
費
弗
爾Lucien Febvre, 1878 ‒

1956

）
に
よ
れ
ば
、
概
念
に
注
目
す
る
の
は
、

科
学
は
思
考
の
独
特
な
想
像
力
の
も
と
で
の
み

前
進
す
る
か
ら
で
あ
り
、
理
論
に
注
目
す
る
の

は
、
理
論
は
こ
れ
ま
で
現
象
の
無
限
の
複
雑
性

を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
み
せ
て
は
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

も
し
、
辺
疆
学
科
体
系
の
構
築
に
深
く
関
わ

る
と
す
れ
ば
、
幾
つ
か
の
問
題
に
答
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
例
え
ば
、
辺
疆
が
内
包
す
る
意

味
と
は
何
か
、
辺
疆
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

る
の
か
、
辺
疆
に
は
ど
の
よ
う
な
本
質
的
特
徴

や
変
化
規
律
が
あ
る
の
か
、
辺
疆
の
構
成
と
は

何
か
、
辺
疆
に
は
ど
の
よ
う
な
形
態
が
あ
る
の

か
、
辺
疆
の
類
型
と
区
分
基
準
は
何
か
、
辺
疆

の
機
能
と
は
何
か
、
辺
疆
は
国
家
の
主
権
や
利

益
、
境
界
、
辺
域
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る

の
か
、
辺
疆
は
歴
史
や
地
理
、
政
治
、
人
口
、

民
族
、
文
化
、
法
律
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ

る
の
か
、
辺
疆
の
歴
史
と
現
実
、
中
心
と
周

縁
、
内
部
と
外
部
、
主
体
と
客
体
、
有
形
と
無

形
な
ど
相
反
す
る
範
疇
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に

理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
辺
疆
は
現
在
と
未
来

の
発
展
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
趨
勢
に
あ
る
の

か
、
辺
疆
学
に
は
ど
の
よ
う
な
基
本
概
念
、
範

疇
、
分
析
原
理
、
研
究
方
法
が
あ
る
の
か
、
辺

疆
学
は
歴
史
学
や
地
理
学
、
政
治
学
、
人
類

学
、
民
族
学
、
社
会
学
、
法
学
、
管
理
学
な
ど

と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
つ
の
か
、
な
ど
で
あ

る
。

　

三　

時
代
や
形
成
に
適
応
し
て
発
展
す
る
こ

と
で
、
辺
疆
研
究
が
国
家
の
安
全
や
発
展
、
方

策
管
理
に
対
し
て
総
体
的
に
関
わ
る
よ
う
推
進

す
る
。
辺
疆
と
は
国
家
領
域
の
辺
縁
の
部
分
お

よ
び
地
域
で
あ
る
。
袁
剣
は
次
の
よ
う
に
い

う
。
辺
疆
に
は
、
一
般
地
域
よ
り
も
は
る
か
に

多
く
の
社
会
意
識
や
地
縁
政
治
、
民
族
文
化
、

国
家
戦
略
が
累
積
さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
区
域

や
地
域
と
は
異
な
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
あ
る
言
葉

が
あ
る
。
お
よ
そ
の
意
味
は
、
分
断
さ
れ
た
手
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は
本
来
の
意
味
の
手
で
は
な
く
な
り
、
全
体
に

連
な
る
局
部
に
つ
い
て
の
み
把
握
と
理
解
が
可

能
で
あ
る
、
と
。
こ
の
意
味
で
、
辺
疆
は
国
家

全
体
の
一
地
域
と
し
て
国
家
全
体
に
連
な
っ
て

一
つ
に
な
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
真
の
理
解
や

認
識
、
把
握
が
可
能
で
あ
る
。
辺
疆
の
様
々
な

形
態
は
み
な
国
家
と
い
う
主
体
に
よ
っ
て
画
定

さ
れ
、
そ
の
性
質
や
範
囲
、
規
模
は
国
家
と
い

う
主
体
の
状
況
の
改
変
に
そ
っ
て
変
化
す
る
。

ゆ
え
に
、
今
日
の
辺
疆
研
究
の
学
科
建
設
は
、

国
家
全
体
の
管
理
や
発
展
、
お
よ
び
国
際
関
係

す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
な
管
理
の
中
の
地
位
や

機
能
と
関
係
し
、
い
か
に
正
確
に
民
族
や
国
家

体
制
、
周
辺
民
族
、
国
際
秩
序
等
の
問
題
に
関

連
す
る
か
と
は
、
決
し
て
国
内
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
現
代
化
建
設
や
周
辺
部
と
の
友
好
、
ひ

い
て
は
人
類
の
運
命
共
同
体
等
の
重
大
な
問
題

と
密
接
に
関
連
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

中
国
辺
疆
学
は
決
し
て
歴
史
や
地
理
、
民
族
関

係
、
地
域
管
理
、
地
縁
政
治
問
題
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
国
家
安
全
学
や
国
家
戦
略
学
で
あ

り
、
国
家
の
領
土
や
安
全
、
利
益
を
研
究
し
、

国
家
の
安
全
な
発
展
や
管
理
を
図
る
学
際
的
学

科
で
あ
り
、
過
去
の
辺
疆
史
と
は
大
き
く
異
な

る
。
近
年
、
国
家
が
設
け
た
国
家
安
全
学
と
辺

疆
学
と
は
大
い
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

梁
釗
韜
と
南
方
民
族
お
よ
び
移
民
研
究
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

劉
志
揚

　

中
山
大
学
と
華
西
学
派
と
は
繋
が
り
が
あ

る
。
第
一
に
、
民
国
期
、
四
川
と
広
東
は
と
も

に
西
南
に
属
し
た
。
第
二
に
、
北
方
の
人
類
学

機
関
の
研
究
者
が
漢
族
を
研
究
し
た
の
と
違
っ

て
、
華
西
学
派
と
華
南
の
中
山
大
学
や
廈
門
大

学
の
人
類
学
者
は
、
主
に
西
南
民
族
を
研
究
し

た
。
第
三
に
、
中
山
大
学
人
類
学
の
創
始
者
で

あ
る
梁
釗
韜
は
、
か
つ
て
華
西
大
学
で
働
き
、

幾
つ
か
の
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
さ
ら
に
、
華

西
学
派
で
人
類
学
の
四
大
体
系
が
提
唱
さ
れ
た

こ
と
は
、
お
そ
ら
く
華
西
と
華
南
地
区
が
北
方

学
派
を
か
な
り
深
く
受
け
入
れ
た
こ
と
の
表
れ

で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
現
状
研
究
も

そ
う
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
中
山
大
学
人
類
学
と
西
南
人
類

学
研
究
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
西
南
と

は
現
在
で
は
行
政
区
画
の
西
南
で
あ
る
が
、
歴

史
上
は
、
秦
漢
か
ら
民
国
に
い
た
る
ま
で
、
そ

の
概
念
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
た
。
民
国
期
に

は
、
西
南
の
範
囲
は
六
省
四
区
を
含
み
、
梁
釗

韜
は
西
南
民
族
を
語
る
時
、
西
南
民
族
と
は
俗

に
い
う
南
蛮
、
南
族
あ
る
い
は
苗
蛮
、
蛮
夷
の

総
称
で
あ
り
、
地
理
上
は
、
粤
（
広
東
）
の
瑶

（
ヤ
オ
）、
黎
（
リ
ー
）、
桂
（
広
西
）
の
瑶
や
壮

（
チ
ワ
ン
）、
黔
（
貴
州
）
の
苗
（
ミ
ャ
オ
）
や
侗

（
ト
ン
）、
湘
（
湖
南
）
の
苗
、
滇
（
雲
南
）
の
羅

羅
（
ロ
ロ
、
イ
）
や
摆
夷
（
ペ
ー
）、
川
（
四
川
）

の
羅
羅
や
西
番
等
と
し
た
。
馬
長
寿
も
、
西
南

民
族
は
四
川
、
雲
南
、
湖
南
、
貴
州
、
広
西
、

広
東
の
六
省
の
原
始
民
族
と
し
た
。
彼
ら
は
み

な
西
南
を
広
義
の
概
念
で
と
ら
え
て
お
り
、
範

囲
内
の
各
民
族
は
歴
史
上
、
利
益
や
経
済
、
文

化
、
政
治
に
お
い
て
密
接
に
関
連
し
た
。
当
時

の
西
南
は
文
化
概
念
で
あ
り
、
行
政
区
画
の
概

念
で
は
な
い
。

　

人
類
学
が
真
の
意
味
で
学
理
的
研
究
を
始
め

た
の
は
西
南
民
族
か
ら
で
あ
り
、
他
の
地
域
で

は
な
い
。
人
類
学
全
体
の
発
展
に
は
幾
つ
か
の
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標
識
的
特
徴
が
あ
る
。
一
は
、
進
化
論
で
あ

る
。
進
化
論
は
、
出
現
後
、
人
類
学
の
有
力
な

学
説
と
な
り
、
人
類
の
歴
史
を
初
め
て
低
次
か

ら
高
次
へ
と
段
階
づ
け
た
。
二
は
、
か
つ
て
西

洋
人
に
と
っ
て
、
古
典
学
や
歴
史
学
、
文
学
、

政
治
学
は
み
な
自
己
の
社
会
に
つ
い
て
の
研
究

で
あ
っ
た
が
、
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
に

か
け
て
地
理
上
の
大
発
見
が
あ
っ
た
後
は
自
分

た
ち
と
は
違
う
世
界
を
目
に
し
た
。
例
え
ば
、

国
家
の
な
い
ア
フ
リ
カ
で
人
々
は
ど
の
よ
う
に

組
織
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
興
味

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
西
洋
で
人
類
学
が
成
立
す

る
の
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
西
洋
の
民
族
で

は
な
い
人
々
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
現
在
の
我
々
は
違
っ
て
い
る
。
お
よ
そ

半
分
の
学
者
が
漢
族
を
研
究
す
る
。
た
だ
し
、

学
科
で
は
初
め
は
必
ず
他
者
を
研
究
し
、
自
分

た
ち
自
身
で
は
な
い
。
中
国
で
比
較
的
主
流
と

い
え
る
北
派
、
す
な
わ
ち
機
能
派
は
、
研
究
対

象
は
す
べ
て
漢
族
で
あ
り
、
実
は
社
会
学
で

あ
っ
て
人
類
学
で
は
な
い
。
南
方
だ
け
が
国
外

の
方
法
を
踏
襲
し
て
、
他
者
、
す
な
わ
ち
西
南

民
族
を
研
究
し
た
。
抗
戦
期
に
大
量
の
学
校
が

内
陸
部
に
移
り
、
書
斎
を
で
て
実
地
に
向
か

い
、
人
類
学
と
い
う
学
科
が
西
南
地
区
で
実
験

を
始
め
た
。
華
西
で
は
、
四
川
大
学
や
華
西
大

学
、
中
山
大
学
な
ど
に
よ
る
西
南
民
族
に
対
す

る
開
拓
的
な
研
究
が
非
常
に
重
要
な
機
能
を
は

た
し
た
。

　

西
南
民
族
の
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
と
す
れ

ば
、
華
西
大
学
以
外
で
は
、
中
山
大
学
を
必
ず

あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
中
山
大

学
は
全
国
で
最
も
早
く
西
南
少
数
民
族
の
社
会

と
文
化
を
研
究
し
た
大
学
で
あ
り
、
西
南
民
族

の
研
究
に
関
し
て
は
深
い
蓄
積
を
も
つ
か
ら
で

あ
る
。
中
山
大
学
で
は
、
西
南
民
族
研
究
会
が

初
め
て
設
立
さ
れ
た
ほ
か
、
幾
冊
か
の
雑
誌
が

創
刊
さ
れ
、
中
国
学
術
史
で
影
響
力
を
も
つ
二

つ
の
語
言
歴
史
研
究
所
、
す
な
わ
ち
中
山
大
学

語
言
歴
史
研
究
所
と
中
央
研
究
院
語
言
歴
史
研

究
所
（
実
は
同
じ
研
究
所
）
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
中
国
で
初
の
民
族
学
会
も
設
立
さ
れ

た
。
こ
れ
は
日
本
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、

学
科
の
内
容
は
民
謡
の
採
集
か
ら
始
ま
る
。
た

だ
し
、
民
族
学
会
の
民
謡
採
集
は
日
本
と
は
異

な
る
。
日
本
が
研
究
し
た
の
は
中
国
で
あ
る

が
、
中
国
で
は
初
め
か
ら
漢
族
だ
け
で
な
く
、

少
数
民
族
の
歌
謡
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
も
研
究
し

た
。
本
日
の
報
告
で
冉
光
栄
が
黎
光
明
に
つ
い

て
ふ
れ
た
が
、
我
々
も
二
〇
一
二
年
に
学
生
を

連
れ
て
大
寨
村
に
一
カ
月
滞
在
し
た
。
傅
斯
年

は
自
身
が
受
け
た
深
い
国
学
や
西
洋
学
の
教
育

か
ら
み
て
、
黎
光
明
の
調
査
を
学
術
的
で
は
な

く
旅
行
記
に
近
い
と
し
た
が
、
現
在
の
我
々
に

と
っ
て
は
価
値
あ
る
資
料
で
あ
る
。
鐘
敬
文
は

一
九
二
七
年
に
「
恵
陽
輋
仔
山
苗
民
的
調
査
」

を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
中
山
大
学
で
教
え
て
い

た
時
に
発
表
し
た
比
較
的
早
期
の
文
章
と
い
え

る
が
、
学
生
に
調
査
を
さ
せ
て
、
そ
の
調
査
資

料
に
基
づ
い
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
史

禄
国
は
涼
山
地
区
で
一
九
二
〇
、三
〇
年
代
に

調
査
し
た
が
、
昆
明
に
行
っ
て
か
ら
は
実
地
に

行
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
梁
釗
韜
は

ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
嶺
南
大
学
で
学
び
、
昆
明
で

キ
リ
ス
ト
教
と
関
係
を
も
っ
た
上
で
羅
羅
（
イ

族
）
地
区
に
行
っ
た
の
で
、
彼
の
羅
羅
研
究
は

人
類
学
の
学
術
的
研
究
で
あ
り
、
彼
以
前
の
研

究
が
日
本
人
の
早
期
の
研
究
を
含
め
て
資
料
集

に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
西
南
人
類
学
研
究

の
非
常
に
重
要
な
基
礎
を
作
っ
た
と
い
え
る
。

　

一
九
三
二
年
以
後
、
国
立
中
山
大
学
西
南
民

族
研
究
中
心
が
設
立
さ
れ
た
が
、
目
的
は
、
政
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府
お
よ
び
民
衆
に
対
し
て
西
南
辺
疆
問
題
と
地

区
管
理
へ
の
注
目
を
喚
起
す
る
た
め
で
あ
る
。

梁
釗
韜
は
早
く
か
ら
西
南
民
族
を
研
究
し
貢
献

し
た
学
者
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
に
フ
ラ
ン
ス

で
博
士
号
を
取
得
し
、
帰
国
後
は
中
山
大
学
人

類
学
部
で
教
え
、
中
国
人
類
学
南
派
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
重
視
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
強
化

し
た
。
一
九
三
〇
年
代
末
に
雲
南
省
澄
江
撫
仙

湖
地
区
の
ミ
ャ
オ
族
、
一
九
四
〇
年
代
に
粤
北

の
過
山
ヤ
オ
、
一
九
五
〇
年
代
に
海
南
島
の

リ
ー
族
と
ミ
ャ
オ
族
、
滇
西
の
ラ
フ
、
リ
ス
、

ワ
、
ト
ゥ
ル
ン
族
を
調
査
し
、
一
九
八
〇
年
代

末
に
は
四
川
の
チ
ャ
ン
族
を
調
査
し
た
。
楊
成

志
が
提
唱
し
た
「
民
族
学
の
道
は
二
本
の
脚
で

つ
く
る
」
と
い
う
思
想
を
実
践
し
た
。
そ
の
思

想
は
彼
の
研
究
生
で
あ
る
蔣
某
に
も
受
け
継
が

れ
た
。
蔣
は
雲
南
省
車
里
（
現
在
の
景
洪
）
で

県
長
を
務
め
な
が
ら
調
査
を
行
っ
た
、
広
東
省

北
江
瑶
族
地
区
で
調
査
し
た
王
新
瑞
ら
も
そ
う

で
あ
る
。
ま
た
抗
戦
期
に
は
中
山
大
学
は
雲
南

の
澄
江
地
区
に
移
り
、
そ
こ
で
多
く
の
調
査
を

行
っ
た
。

　

梁
釗
韜
が
一
九
四
〇
年
代
に
華
西
大
学
で

行
っ
た
重
要
な
仕
事
は
「
西
南
民
族
分
布
と
分
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類
略
図
」
を
作
成
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意

義
は
重
要
で
あ
る
。
彼
は
当
時
、
華
西
大
学
博

物
館
で
西
南
民
族
の
文
物
と
民
族
誌
を
収
集

し
、
資
料
は
三
百
万
字
に
及
ん
だ
。
そ
れ
を
基

礎
に
「
西
南
民
族
分
布
と
分
類
略
図
」（
前
頁

の
図
参
照
）
を
描
い
た
。
そ
れ
は
現
代
人
類
学

の
方
法
に
よ
っ
て
初
め
て
作
成
さ
れ
た
西
南
民

族
分
類
図
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
中
山
大
学

教
授
に
な
っ
た
。

華
西
学
派
の
特
徴
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

汪
洪
亮

　

人
類
学
の
「
華
西
学
派
」
は
、
歴
史
上
の
存

在
で
あ
る
。
我
々
は
、
華
西
協
合
大
学
が
創
立

さ
れ
て
以
来
、
西
部
辺
疆
と
博
物
（
動
植
物

等
）
を
主
な
対
象
と
し
た
人
類
学
の
教
育
と
研

究
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
一
九
五
〇
年
代

初
め
ま
で
ず
っ
と
続
い
た
こ
と
を
軽
視
で
き
な

い
。
こ
の
時
間
の
長
さ
は
、
民
国
期
の
他
の
大

学
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。

　

中
国
人
類
学
「
華
西
学
派
」
は
、
複
雑
な
存

在
で
も
あ
る
。
早
期
は
外
国
人
研
究
者
が
主
体

で
、
主
な
活
動
母
体
は
華
西
大
学
の
博
物
館
と

華
西
辺
疆
研
究
学
会
（
以
下
、
学
会
）
お
よ
び

そ
の
学
会
誌
で
あ
る
。
学
会
と
学
会
誌
は
数
十

年
続
き
、
英
文
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
海
外
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
系
大
学
の
計
画
に
よ
っ
て
中
国
化
が
継
続
的

に
進
め
ら
れ
、
や
が
て
校
長
や
教
務
管
理
部
門

を
中
国
人
が
担
当
し
は
じ
め
、
中
国
人
教
授
も

次
第
に
教
学
研
究
の
主
力
に
な
っ
た
。

　

華
西
壩
の
人
類
学
も
同
様
の
過
程
を
経
た
。

一
九
二
七
年
、
多
く
の
宣
教
師
が
華
西
を
離
れ

た
た
め
に
、
学
会
活
動
は
し
ば
ら
く
停
止
さ
れ

た
が
、
一
九
二
八
年
末
か
ら
徐
々
に
再
開
さ

れ
、
以
後
、
中
国
人
学
者
に
開
放
さ
れ
た
。
一

九
三
一
年
、
華
西
大
学
は
教
育
部
に
対
し
て
張

挙
凌
を
校
長
に
推
薦
し
、
一
九
三
三
年
に
認
め

ら
れ
た
。
中
国
人
学
者
の
参
加
は
、
学
会
の
中

国
化
を
進
め
、
や
が
て
彼
ら
は
華
西
辺
疆
研
究

の
主
力
と
な
っ
た
。「
華
西
学
派
」
の
複
雑
性

は
、
時
間
的
ス
パ
ン
が
長
い
こ
と
以
外
に
、
中

国
人
と
外
国
人
の
学
者
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。

特
に
、
抗
戦
期
に
多
く
の
大
学
が
成
都
に
移
っ

て
き
て
、
社
会
学
、
人
類
学
と
辺
疆
民
族
学
の

学
者
が
学
術
共
同
体
を
形
成
し
、
華
西
壩
の
五

つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学
（
華
西
大
学
以
外

に
、
金
陵
大
学
、
斉
魯
大
学
、
金
陵
女
子
大
学
、

最
後
に
来
た
燕
京
大
学
）
お
よ
び
近
隣
の
四
川

大
学
（
例
え
ば
胡
鑑
民
、
馮
漢
驥
）
は
西
部
辺

疆
、
特
に
康
蔵
地
区
に
お
い
て
卓
越
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
究
を
行
っ
た
。
す
な
わ

ち
華
西
学
派
の
複
雑
性
は
、
ほ
ぼ
そ
の
継
続
時

間
の
長
さ
と
参
加
学
者
の
幅
広
さ
に
あ
る
。

　

学
者
の
知
識
構
造
や
学
科
背
景
、
経
歴
の
違

い
に
よ
っ
て
、
華
西
学
者
の
人
類
学
と
辺
疆
民

族
研
究
は
多
元
的
な
性
格
を
表
出
し
て
い
る
。

歴
史
学
や
考
古
学
の
学
者
だ
け
で
な
く
、
社
会

学
や
人
類
学
、言
語
学
、民
俗
学
、地
理
学
な
ど

の
学
者
も
お
り
、
彼
ら
は
全
国
各
地
か
ら
、
ま

た
一
部
は
海
外
か
ら
来
た
。
こ
の
点
は
、
従
来

の
学
術
史
に
書
か
れ
た
人
類
学
の
南
北
の
両
学

派
と
は
異
な
る
。
両
派
は
、
と
も
に
学
術
方
向

が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
一
人

の
先
生
を
中
心
に
同
じ
志
の
学
生
が
集
ま
る
集

団
で
あ
る
。
し
か
し
、
華
西
学
派
は
基
本
的
に
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こ
の
よ
う
で
は
な
く
、異
な
る
も
の
も
併
存
し
、

和
諧
す
る
が
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
存
在
す
る
。

　

で
は
、「
華
西
学
派
」
は
成
立
し
な
い
の
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
華
西
壩
で
数
十
年

存
在
し
た
こ
と
、
中
国
西
部
の
地
で
辺
疆
研
究

集
団
が
多
く
の
研
究
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
、
中

国
人
類
学
の
中
国
化
お
よ
び
辺
疆
研
究
学
科
の

設
立
に
た
ゆ
ま
ず
努
力
し
た
こ
と
、
中
国
人
類

学
の
高
い
水
準
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
、
学
派

と
し
て
の
特
色
を
相
当
程
度
備
え
て
い
る
こ

と
、
あ
る
次
元
で
は
中
国
人
類
学
の
南
北
の
学

派
と
の
違
い
を
表
し
て
い
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
い
え
る
。
華
西
壩

学
者
群
の
人
類
学
と
辺
疆
研
究
は
、
理
論
構
築

と
実
地
研
究
の
面
で
到
達
し
た
学
術
水
準
と
応

用
実
践
の
深
さ
に
お
い
て
、「
華
西
学
派
」
構

築
の
成
功
を
決
定
づ
け
て
い
る
と
。

四
　
華
西
学
派
研
究
の
諸
テ
ー
マ

胡
鑑
民
と
四
川
大
学
の
民
族
学
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

冉
光
栄

　

胡
鑑
民
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
従
来
の
研

究
は
す
で
に
し
て
お
ら
ず
、
身
体
も
す
ぐ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
研
究
成
果
は
あ
ま
り
な
い
。
し

か
し
そ
れ
ま
で
の
研
究
の
な
か
で
、
チ
ャ
ン
族

研
究
は
頂
点
に
た
つ
も
の
と
い
え
る
。

　

胡
鑑
民
は
一
八
九
六
年
生
ま
れ
、
一
九
二
二

年
フ
ラ
ン
ス
で
社
会
学
博
士
修
士
学
位
を
得
た

が
、
在
学
期
間
は
か
な
り
短
く
、
研
修
生
待
遇

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
社
会
学
を
学
ん
だ
の
か
と
い

う
私
の
質
問
に
、
彼
は
謙
虚
に
次
の
よ
う
に
答

え
た
。
当
時
、
社
会
学
の
影
響
力
は
人
類
学
よ

り
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
か
ら
で
、
そ
の
た
め

帰
国
後
職
を
得
る
の
は
か
な
り
楽
だ
っ
た
と
。

一
九
二
〇
年
代
、
民
俗
学
や
社
会
学
等
の
学
科

間
の
境
界
は
明
確
で
は
な
く
、
社
会
学
は
、
時

に
は
歴
史
学
と
同
じ
系
統
で
あ
っ
た
た
め
、
研

究
領
域
が
か
な
り
広
か
っ
た
。
彼
は
ド
イ
ツ
で

も
社
会
学
を
深
く
学
ん
だ
。
一
九
〇
〇
年
代
初

期
の
学
術
界
の
構
造
は
現
在
と
は
異
な
る
。
彼

は
欧
州
で
の
滞
在
が
か
な
り
長
く
、
一
九
二
二

年
か
ら
三
一
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
及
ぶ
。
こ

れ
は
当
時
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
く
、
そ
の
た

め
彼
は
社
会
科
学
理
論
に
お
け
る
学
習
と
研
究

の
範
囲
が
広
く
、
基
礎
が
し
っ
か
り
し
て
お

り
、
水
準
も
高
い
。
在
学
生
に
尊
敬
さ
れ
、
著

作
ス
タ
イ
ル
は
徐
中
舒
と
は
全
く
違
っ
て
お

り
、
思
考
や
理
論
は
西
洋
式
で
あ
っ
た
。

　

彼
は
帰
国
後
、
初
め
中
央
大
学
社
会
系
に
勤

め
、
一
九
三
六
年
か
ら
四
川
大
学
教
育
系
教
授

と
な
り
社
会
学
を
担
当
し
た
。
一
九
五
二
年
の

院
系
調
整
で
は
、
大
学
内
部
の
構
成
調
整
に

よ
っ
て
西
洋
式
か
ら
ソ
連
式
に
か
わ
り
、
学
科

は
細
分
化
さ
れ
、
専
門
化
さ
れ
た
。
院
系
調
整

は
後
に
改
革
開
放
以
前
ま
で
教
育
界
に
多
く
の

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
当
時
、
教
育
系
は
西
南
師

範
大
学
に
合
併
さ
れ
、
彼
も
歴
史
系
に
移
っ
て
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し
ば
ら
く
歴
史
系
の
主
任
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

歴
史
系
の
同
僚
の
彼
に
対
す
る
尊
敬
を
示
す
も

の
で
、
一
九
五
四
年
に
徐
中
舒
が
引
き
継
ぐ
ま

で
担
当
し
た
。
歴
史
系
で
は
原
始
社
会
史
を
も

ち
、
短
期
間
で
あ
っ
た
が
中
国
古
代
思
想
史
と

人
類
学
通
論
も
も
っ
た
。

　

徐
中
舒
は
、
岷
江
流
域
の
チ
ャ
ン
族
と
甲
骨

文
の
羌
と
は
関
係
が
あ
る
と
す
る
。
殷
商
時
期

に
羌
は
西
北
方
面
全
体
に
散
居
し
て
お
り
、
後

に
黄
河
流
域
に
集
居
し
、
さ
ら
に
南
遷
し
た
、

こ
れ
は
移
遷
の
過
程
で
あ
る
が
、
そ
の
脈
絡
は

中
断
し
て
い
な
い
。
羌
は
文
字
を
も
っ
て
い
な

い
が
、
そ
の
歴
史
上
の
地
位
や
影
響
力
が
低
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
当
時
、
羌
は
大
族

で
、
殷
商
と
拮
抗
し
て
い
た
。
徐
中
舒
は
チ
ャ

ン
族
の
歴
史
上
の
地
位
を
強
調
し
て
お
り
、
馮

漢
驥
、
胡
鑑
民
も
み
な
岷
江
上
流
域
に
行
っ
て

チ
ャ
ン
族
を
調
査
し
た
。
一
九
三
七
年
六
月
、

胡
鑑
民
は
チ
ャ
ン
族
地
区
（
汶
川
県
、
理
県
、

茂
県
）
に
行
っ
て
調
査
し
た
。
当
時
、
チ
ャ
ン

族
の
分
布
は
現
在
ほ
ど
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
の
集
団
の
古
代
文
明
に
関
す
る
意
義

は
重
大
で
あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
、
最
も
著
名

な
「
羌
民
之
信
仰
與
行
為
」（
一
万
七
千
字
）、

一
九
四
四
年
に
「
羌
民
的
経
済
活
動
型
式
」
を

発
表
し
た
。
こ
れ
ら
は
わ
ず
か
二
篇
に
す
ぎ
な

い
が
、
チ
ャ
ン
族
研
究
の
頂
点
に
た
つ
。
彼
は

チ
ャ
ン
族
の
信
仰
に
つ
い
て
研
究
し
、
信
仰
で

最
も
主
要
な
も
の
は
崇
拝
で
あ
り
、
チ
ャ
ン
族

に
は
祭
山
と
求
雨
が
あ
る
が
、
彼
は
求
雨
を
研

究
し
た
。
な
ぜ
な
ら
祭
山
に
は
チ
ャ
ン
族
女
性

の
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

彼
は
人
と
自
然
と
の
関
係
か
ら
求
雨
を
分
析
し

た
。
求
雨
儀
式
の
参
加
者
は
若
い
既
婚
の
女
性

で
あ
る
。
儀
式
前
夜
、
女
性
た
ち
は
夫
と
関
係

を
も
た
な
く
て
は
な
ら
ず
、
二
日
目
に
は
そ
の

こ
と
を
黙
々
と
神
々
に
告
げ
、
歌
を
う
た
う
。

彼
は
詳
細
に
観
察
し
て
歌
詞
と
歌
譜
を
記
録
し

た
。
歌
は
人
と
自
然
と
の
関
係
を
う
た
っ
て
い

る
。
古
人
の
観
念
で
は
、
農
作
物
の
成
長
は
人

の
影
響
を
受
け
る
、
人
の
繁
殖
は
性
行
為
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
で
、
自
然
も
同
様
で
あ

る
と
考
え
る
。
北
欧
の
農
民
は
、
種
播
き
と
収

穫
時
に
必
ず
歌
を
う
た
う
。
漢
族
は
胡
瓜
を
植

え
る
時
に
男
女
の
こ
と
を
う
た
う
。

　

彼
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
秘
密
の
資
料
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
数
年
後
、

私
が
チ
ャ
ン
族
地
区
に
行
っ
て
現
地
の
幹
部
に

求
雨
儀
式
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
時
、
彼
ら
の
答

え
は
と
て
も
曖
昧
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る

資
料
は
必
ず
存
在
す
る
と
思
う
。
チ
ャ
ン
族
の

「
瓦
爾
俄
足
」（
毎
年
五
月
五
日
、
女
神
沙
朗
を

山
上
で
祀
る
女
性
の
祝
日
）
で
は
、
そ
の
目
的

は
既
婚
女
性
が
未
婚
女
性
に
生
育
と
理
財
の
知

識
を
伝
授
す
る
こ
と
に
あ
る
。
彼
が
こ
れ
ら
の

秘
密
の
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
仕
事
に
お
け
る
誠
実
で
純
粋
な
態
度
が

現
地
の
人
々
の
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
瀘
沽
湖
の
モ
ソ
人
の
「
走

婚
」（
妻
問
い
婚
）
習
俗
で
は
、
私
の
調
査
状

況
か
ら
い
え
ば
、
ど
ん
な
女
性
も
走
婚
の
よ
い

情
報
を
私
に
教
え
て
は
く
れ
な
い
。
た
と
え
老

婆
で
も
妊
娠
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
な
い
。
か

つ
て
雲
南
で
会
議
が
あ
っ
た
時
、
出
席
者
は
一

部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
瀘
沽
湖
出
身
で
、
漢
族

は
私
一
人
だ
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
み
な
で
私
一

人
を
問
い
詰
め
た
。
胡
鑑
民
が
記
録
し
た
女
性

の
求
雨
に
関
す
る
資
料
は
貴
重
で
あ
り
、
最
後

の
、
最
も
特
徴
的
な
、
最
も
完
全
な
も
の
で
あ

る
。
も
し
彼
が
こ
の
情
報
を
探
り
だ
し
て
い
な

け
れ
ば
、
こ
の
領
域
は
空
白
と
な
っ
て
い
た
。

私
も
瓦
爾
俄
足
の
資
料
を
探
っ
て
、
彼
ら
が
ど
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の
よ
う
に
生
育
知
識
を
伝
承
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
高
度
の

段
階
に
達
し
て
い
な
い
社
会
で
は
、
最
も
安
定

し
て
い
る
組
織
は
家
庭
で
あ
り
、
家
庭
の
安
定

は
人
口
と
財
力
の
増
加
に
基
づ
く
。
瓦
爾
俄
足

は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
う
ま
れ
た
と

い
え
、
家
庭
の
盛
衰
を
決
定
す
る
。「
婦
女
節
」

と
呼
ば
れ
る
、
重
要
な
祝
日
で
あ
る
。

　

彼
は
チ
ャ
ン
族
の
ト
ー
テ
ム
に
つ
い
て
も
研

究
し
た
。
チ
ャ
ン
族
は
自
分
た
ち
を
羊
の
子
孫

と
す
る
が
、
彼
は
、
チ
ャ
ン
族
の
ト
ー
テ
ム
は

成
熟
し
て
は
お
ら
ず
、
ト
ー
テ
ム
崇
拝
と
チ
ャ

ン
族
の
放
羊
と
を
過
度
に
結
び
つ
け
る
必
要
は

な
い
と
す
る
。
彼
は
ま
ず
ト
ー
テ
ム
と
は
何
か

を
解
釈
し
て
チ
ャ
ン
族
の
ト
ー
テ
ム
に
つ
い
て

考
え
、
同
時
に
世
界
の
そ
の
他
の
民
族
と
比
較

し
た
。
チ
ャ
ン
族
研
究
を
世
界
に
紹
介
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、

シ
ベ
リ
ア
、
イ
ン
ド
等
の
民
族
と
比
較
し
た
。

チ
ャ
ン
族
を
世
界
に
理
解
さ
せ
、
チ
ャ
ン
族
の

発
展
に
つ
い
て
よ
り
深
い
認
識
と
分
析
を
し
た

初
め
て
の
人
物
で
あ
る
。

〈
資
料
〉　
「
原
始
社
会
史
」

　

胡
鑑
民
は
、
四
川
大
学
で
は
古
代
史
（
週
六

コ
マ
）
の
ほ
か
、
原
始
社
会
（
週
二
コ
マ
）
を

担
当
し
た
。
当
時
は
年
齢
も
高
く
（
六
〇
代
）、

身
体
の
調
子
も
よ
く
な
か
っ
た
の
で
二
階
の
教

室
に
上
が
る
の
も
息
苦
し
か
っ
た
が
、
学
生
が

一
階
に
待
機
し
て
書
物
を
持
っ
て
助
け
た
。
彼

は
、
普
段
は
あ
ま
り
話
を
し
な
か
っ
た
が
、
講

義
は
活
き
活
き
と
話
し
、
し
ば
し
ば
フ
ラ
ン
ス

語
が
で
た
。
古
代
史
に
は
教
科
書
が
あ
っ
た

が
、
原
始
社
会
史
に
は
な
く
、
す
べ
て
彼
自
身

が
編
集
し
た
。

　

私
は
一
九
五
五
年
に
入
学
し
、
二
年
次
に
歴

史
系
の
専
門
学
科
に
進
ん
だ
。
専
門
に
進
級
す

る
際
に
五
人
が
民
族
学
を
選
ん
だ
が
、
私
が
選

ん
だ
の
は
胡
鑑
民
の
影
響
だ
っ
た
。
後
に
徐
中

舒
の
博
士
研
究
生
に
な
っ
た
。
徐
中
舒
の
研
究

の
成
功
に
は
二
つ
の
「
工
具
」
が
あ
る
。
一

は
、
甲
骨
文
字
と
経
文
を
直
接
読
む
古
文
字
の

能
力
、
二
は
、
歴
史
上
の
少
数
民
族
と
現
在
の

少
数
民
族
と
い
う
異
な
る
発
展
段
階
に
あ
る
形

態
を
比
較
し
、
民
族
学
を
利
用
し
て
先
秦
の
社

会
構
造
を
認
識
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
八
旗
制
度

と
遼
、
金
を
研
究
し
た
こ
と
、
そ
の
「
二
重
の

根
拠
」
は
王
国
維
よ
り
成
熟
し
て
い
る
。
彼
は

民
族
方
面
の
資
料
を
重
視
し
て
い
た
が
、
蒙
文

通
『
周
秦
少
数
民
族
研
究
』
も
同
様
で
あ
る
。

　

胡
鑑
民
は
授
業
の
時
、
主
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ス
マ
ト
ラ
島
で
の
調
査
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
早

期
の
状
況
等
を
講
義
し
た
。
自
己
の
経
験
し
た

こ
と
を
話
し
、
完
成
し
た
テ
ー
マ
は
な
か
っ

た
。
後
に
五
人
が
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
時
、
私
は

あ
ち
こ
ち
資
料
を
探
し
て
、
費
孝
通
「
広
西
花

籃
瑶
調
査
」
を
み
つ
け
た
。
読
み
終
わ
っ
て
そ

の
中
の
婚
姻
形
態
に
興
味
を
も
ち
、「
広
西
花

籃
瑶
婚
姻
形
態
の
研
究
」
三
千
字
余
り
を
書
い

て
、
彼
に
提
出
し
た
。
彼
の
お
宅
で
、
彼
の
千

字
余
り
の
評
価
を
み
た
が
、
私
の
婚
姻
研
究
は

視
野
が
広
い
と
あ
っ
た
。
当
時
の
私
の
考
え
で

は
、
原
始
農
業
の
段
階
で
は
、
採
集
が
重
要
で

あ
り
、
そ
れ
は
基
本
的
に
女
性
が
行
う
、
ま
た

家
庭
の
副
業
は
家
庭
収
入
の
重
要
な
部
分
で
あ

る
、
よ
っ
て
原
始
農
業
で
は
女
性
の
地
位
が
高

い
。「
夫
が
耕
さ
な
け
れ
ば
、
一
家
は
餓
え
、

妻
が
機
織
り
を
し
な
け
れ
ば
、
一
家
は
貧
し

い
」、
労
働
力
の
成
果
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い

る
。
当
時
、
女
性
は
常
に
尊
重
さ
れ
、
男
女
の

交
流
は
非
常
に
自
由
で
、
ま
さ
に
女
性
の
地
位
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を
決
定
し
た
の
は
女
性
の
生
産
能
力
に
あ
っ

た
。
私
は
師
が
私
の
論
文
を
褒
め
て
く
れ
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
し
、
一
生
、
民
族
学
を
研
究

し
よ
う
と
決
意
し
た
。
こ
れ
ま
で
誰
か
の
影
響

を
受
け
て
一
生
の
仕
事
を
決
め
た
と
い
う
の
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
自
分
が
そ
の
よ
う

に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

グ
ラ
ハ
ム （
葛
維
漢
） の
チ
ャ
ン
族
研
究
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

耿 

静

　

グ
ラ
ハ
ム
は
、
本
来
伝
道
士
で
あ
り
、
標
本

を
収
集
す
る
科
学
者
、
考
古
学
者
、
人
類
学
者

で
も
あ
る
。
我
が
国
の
自
然
科
学
や
学
術
研
究

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
か
つ
て
何
度
も
蔵
彝
走

廊
地
区
で
調
査
し
、
実
物
標
本
を
収
集
し
、
特

に
、
チ
ャ
ン
族
と
ミ
ャ
オ
族
の
研
究
に
関
す
る

功
績
は
大
き
い
。
以
下
で
は
チ
ャ
ン
族
研
究
を

事
例
と
し
て
彼
の
業
績
を
述
べ
る
。

　

グ
ラ
ハ
ム
の
学
術
研
究
の
経
歴
は
、
三
段
階

に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
一
九
一
三
年
か
ら
三

二
年
ま
で
の
初
期
段
階
で
、
中
国
語
と
史
書
典

籍
に
関
す
る
知
識
を
学
び
、
仏
教
に
も
通
じ
、

主
に
現
在
の
四
川
省
宜
賓
お
よ
び
周
辺
地
区
で

布
教
活
動
を
行
い
、
余
暇
に
は
興
味
に
ま
か
せ

て
現
地
の
風
俗
習
慣
に
つ
い
て
の
調
査
記
録
を

作
成
し
た
。
一
九
一
八
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
国

家
博
物
館
（
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
）
の
た
め

に
生
物
標
本
の
収
集
を
始
め
、
活
動
範
囲
は

ミ
ャ
オ
族
地
区
ま
で
拡
大
し
た
。
以
後
、
研
究

の
た
め
に
三
回
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
て
学
問
的

教
育
を
受
け
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
の
宗
教
、
心

理
修
士
号
と
人
類
学
博
士
号
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

学
院
の
名
誉
科
学
博
士
号
を
得
、
自
身
の
身
分

を
上
昇
さ
せ
た
。

　

第
二
は
一
九
三
二
年
か
ら
四
八
年
ま
で
で
、

学
術
研
究
が
蓄
積
さ
れ
た
発
展
上
昇
期
で
あ

る
。
こ
の
時
期
に
華
西
協
合
大
学
で
勤
務
し
、

考
古
学
者
、
人
類
学
者
と
し
て
多
く
の
成
果
を

得
た
。
一
九
三
二
年
に
は
華
西
博
物
館
館
長
に

な
り
、
三
三
年
に
は
三
星
堆
の
考
古
発
掘
を
組

織
し
、
何
度
も
蔵
彝
羌
地
区
を
調
査
し
た
。

　

第
三
は
一
九
四
八
年
か
ら
六
一
年
ま
で
で
、

研
究
生
活
の
成
熟
期
で
あ
り
、
中
国
で
の
三
六

年
間
の
調
査
資
料
を
整
理
し
て
生
涯
で
最
も
重

要
な
三
本
の
著
作
、『
川
苗
的
故
事
與
歌
謡
』

「
羌
族
之
習
俗
與
宗
教
」『
中
国
西
南
的
封
建
宗

教
』
を
書
き
上
げ
た
。
布
教
と
同
時
に
ミ
ャ
オ

族
の
調
査
を
行
い
、
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト
地
区
で

は
、
打
箭
炉
（
現
在
の
康
定
）
等
の
地
域
で
風

土
人
情
の
調
査
を
し
、
一
九
三
二
年
に
は
成
都

に
住
ん
で
考
古
学
や
人
類
学
に
興
味
を
集
中
し

た
。
研
究
方
法
は
主
に
三
つ
で
あ
る
。
伝
統
的

な
史
学
研
究
方
法
、
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、
村
民
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
比
較
研

究
（
わ
ず
か
数
十
日
の
調
査
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
）、
資
料
を
成
都
に
持
ち
帰
っ
て
補
充
調
査

を
行
い
、
帰
国
後
調
査
資
料
に
つ
い
て
整
理
と

研
究
を
進
め
、
つ
い
に
民
族
誌
の
方
式
で
現
地

の
研
究
成
果
を
著
し
た
。
彼
の
身
分
の
変
化

は
、
四
川
で
の
実
践
と
一
つ
一
つ
関
係
が
あ

り
、
宜
賓
で
の
自
然
標
本
の
収
集
に
始
ま
り
、

最
後
に
は
人
々
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
学
術

背
景
に
加
え
て
興
味
が
変
化
し
た
こ
と
で
、
彼

は
伝
道
師
か
ら
人
類
学
者
に
転
身
し
た
。

　

チ
ャ
ン
族
地
区
で
の
研
究
は
主
に
四
段
階
に

分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
一
九
四
二
年
夏
、
汶
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川
か
ら
茂
県
、
松
潘
地
区
に
行
っ
て
調
査
し
、

第
二
は
、
一
九
三
三
年
夏
、
汶
川
、
理
県
一
帯

の
村
落
調
査
を
行
い
、
第
三
は
、
一
九
四
一
〜

一
九
四
二
年
に
、
茂
県
、
理
県
、
貴
州
等
で
さ

ら
に
多
く
の
村
落
で
調
査
を
し
、
第
四
は
、
一

九
四
二
〜
一
九
四
八
年
に
、
短
期
調
査
を
実
施

し
た
。
調
査
し
た
チ
ャ
ン
族
地
区
は
現
在
の

チ
ャ
ン
族
地
区
の
範
囲
よ
り
狭
く
、
重
点
は
汶

川
県
、
理
県
、
茂
県
の
三
つ
の
地
域
で
、
訪
れ

た
村
落
は
み
な
チ
ャ
ン
族
の
典
型
的
な
村
落
で

あ
り
、
伝
統
文
化
の
保
存
が
か
な
り
良
好
な
地

域
で
あ
る
。
現
在
の
チ
ャ
ン
族
地
区
は
、
北
川

県
の
よ
う
な
彼
が
調
査
し
な
か
っ
た
範
囲
ま
で

拡
大
し
て
い
る
。

　

グ
ラ
ハ
ム
は
、『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』

に
五
五
篇
の
論
文
を
発
表
し
た
が
、
う
ち
二
二

篇
は
少
数
民
族
地
区
に
関
し
た
も
の
で
チ
ャ
ン

族
六
篇
、
ミ
ャ
オ
族
七
篇
、
チ
ベ
ッ
ト
族
八

篇
、
イ
族
一
篇
で
あ
る
。
一
九
二
四
〜
一
九
四

六
年
は
生
物
標
本
や
考
古
、
チ
ャ
ン
族
の
習
俗

宗
教
、
自
然
歴
史
等
の
方
面
の
資
料
を
収
集

し
、
う
ち
一
九
四
一
〜
一
九
四
二
年
は
辺
疆
服

務
部
の
考
察
組
副
組
長
と
し
て
岷
江
上
流
一
帯

の
チ
ャ
ン
族
地
区
調
査
等
に
参
加
し
、
活
動
範

囲
の
拡
大
や
各
種
資
料
の
収
集
が
、
後
の
チ
ャ

ン
族
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
。

　

チ
ャ
ン
族
の
習
俗
と
宗
教
の
点
か
ら
、
彼
の

チ
ャ
ン
族
に
対
す
る
七
つ
の
見
方
が
わ
か
る
。

　

一
に
、
居
住
範
囲
は
主
に
岷
江
上
流
と
雑
谷

脳
河
流
域
で
あ
る
。
二
に
、
チ
ャ
ン
族
の
歴
史

に
つ
い
て
は
漢
文
史
書
の
羌
の
歴
史
と
同
じ
と

し
、
当
時
の
学
界
の
認
識
と
一
致
す
る
。
三

に
、
チ
ャ
ン
語
は
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
派
に

属
し
、
そ
の
他
の
チ
ベ
ッ
ト
語
と
は
区
別
し
、

単
独
の
語
支
と
す
る
。
四
に
、
体
質
は
形
質
人

類
学
か
ら
み
れ
ば
黄
色
人
種
の
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ

ル
マ
語
派
に
属
す
る
。
五
に
、
社
会
習
俗
に
つ

い
て
は
衣
食
住
行
や
冠
婚
葬
祭
等
を
含
む
。
六

に
、
宗
教
は
チ
ャ
ン
族
が
信
じ
る
神
を
詳
細
に

調
査
し
て
、
チ
ャ
ン
族
は
多
神
信
仰
で
あ
る
と

し
、
大
量
の
経
文
や
法
事
を
記
録
し
、
ト
ー
ラ

ン
ス
と
の
対
話
も
記
し
た
。
七
に
、
文
化
変
遷

は
ま
さ
に
漢
族
に
よ
る
融
合
で
あ
り
、
学
校
教

育
や
異
民
族
間
の
通
婚
、
言
語
の
影
響
の
結
果

で
あ
る
が
、
な
お
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

グ
ラ
ハ
ム
は
文
化
相
対
論
の
影
響
を
受
け
て

お
り
、
チ
ャ
ン
族
文
化
に
つ
い
て
の
分
析
は
多

く
な
い
が
、
一
方
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
収

集
し
た
大
量
の
貴
重
な
資
料
や
記
録
は
資
料
的

価
値
が
高
い
。
彼
の
言
葉
に
は
チ
ャ
ン
族
に
対

す
る
尊
重
が
み
ら
れ
、
今
日
の
研
究
に
参
考
と

な
る
。
李
紹
明
に
よ
れ
ば
、
彼
は
初
期
の
華
西

人
類
学
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
人
類
学
研
究
と

伝
道
師
の
仕
事
を
う
ま
く
調
整
し
、
人
類
学
に

重
き
を
お
い
て
文
化
の
多
元
性
を
明
ら
か
に
し

た
。
他
の
伝
道
師
と
は
違
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の

立
場
か
ら
チ
ャ
ン
族
の
問
題
を
解
釈
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
す
る
。
グ
ラ
ハ
ム
は
歴
史
上
の

人
物
と
し
て
、
時
代
の
限
界
性
は
あ
っ
た
も
の

の
、
中
国
民
族
学
の
構
築
に
一
定
の
特
殊
な
働

き
を
し
た
と
い
え
る
。
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袁
暁
文

　

ま
ず
、
川
西
南
蔵
族
研
究
の
概
念
に
つ
い
て

述
べ
る
。
一
九
七
〇
年
代
中
期
、
当
時
涼
山
彝

族
自
治
州
の
甘
洛
、
冕
寧
、
越
西
の
チ
ベ
ッ
ト

族
は
「
西
番
」
と
よ
ば
れ
た
。
彼
ら
は
民
族
識

別
を
政
府
に
要
求
し
た
た
め
、
四
川
省
民
族
事

務
委
員
会
は
専
門
家
を
組
織
し
て
調
査
を
行

い
、
張
学
昌
が
「
涼
山
州
内
西
番
調
査
報
告
」

を
ま
と
め
た
。
一
九
八
〇
年
代
初
め
、
四
川
省

民
族
事
務
委
員
会
と
四
川
省
民
族
研
究
所
、
西

南
民
族
学
院
、
涼
山
州
民
族
事
務
委
員
会
は
調

査
を
組
織
し
た
。
主
に
注
目
し
た
の
は
雅
礱
江

流
域
で
、
安
寧
河
流
域
に
は
基
本
的
に
注
目
し

な
か
っ
た
。
西
昌
、
冕
寧
、
甘
洛
、
越
西
、
喜

徳
、
塩
源
、
木
里
、
石
棉
、
漢
源
を
含
む
西
番

を
全
面
的
に
調
査
し
、
何
耀
華
は
「
川
西
南
蔵

族
史
初
探
」
を
書
い
た
。
彼
は
ま
ず
川
西
南
チ

ベ
ッ
ト
族
の
概
念
を
述
べ
、
川
西
南
チ
ベ
ッ
ト

族
は
大
渡
河
以
南
か
ら
雅
礱
江
下
流
域
に
分
布

し
、
そ
こ
に
は
九
種
の
チ
ベ
ッ
ト
族
│
│
納
木

依
、
拍
木
依
、
博
巴
、
多
須
、
里
汝
、
爾
蘇
、

魯
蘇
、
木
尼
洛
、
須
米
が
暮
ら
し
て
い
る
、
と

し
た
。
後
に
、「
康
巴
、「
東
蛮
」
と
宋
朝
の
歴

史
的
関
係
」
で
、「
東
蛮
」
は
涼
山
彝
族
自
治

州
付
近
に
居
住
す
る
非
康
巴
の
チ
ベ
ッ
ト
族
の

歴
史
的
総
称
で
あ
る
と
し
た
。
多
吉
や
廖
楊
も

類
似
の
観
点
を
述
べ
た
が
、「
西
番
」
の
区
分

に
爾
蘇
を
含
ま
な
い
学
者
も
い
た
。

　

川
西
南
チ
ベ
ッ
ト
族
の
多
続
人
（
以
下
、
タ

シ
ュ
）
は
、
大
渡
河
以
南
の
チ
ベ
ッ
ト
族
群
の

な
か
で
最
も
漢
文
化
の
影
響
を
受
け
、
文
化
に

内
包
さ
れ
た
意
味
や
隠
さ
れ
た
現
象
が
最
も
み

ら
れ
る
。
基
本
的
に
漢
化
し
、
私
の
よ
う
に
簡

単
な
タ
シ
ュ
語
し
か
話
せ
な
い
。
幼
少
時
は
漢

族
地
区
で
暮
ら
し
、
家
で
チ
ベ
ッ
ト
語
を
話
す

こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現

在
、
タ
シ
ュ
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
一

〇
人
に
満
た
な
い
。
タ
シ
ュ
語
は
シ
ナ
・
チ

ベ
ッ
ト
語
系
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
派
に
属
す

る
が
、
語
群
は
確
定
し
て
お
ら
ず
、
チ
ャ
ン
語

群
爾
蘇
方
言
の
中
部
方
言
に
属
す
る
と
す
る
、

古
ギ
ャ
ロ
ン
語
の
梭
磨
方
言
に
よ
り
近
い
と

か
、
イ
語
に
よ
り
近
い
と
す
る
者
も
い
る
。

　

冕
寧
の
タ
シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
は
、
建
国
後

の
長
い
間
、
チ
ベ
ッ
ト
語
や
漢
語
、
イ
語
も
話

せ
、
現
地
村
落
の
多
く
の
漢
族
も
含
め
て
文
化

大
革
命
前
に
基
本
的
に
現
地
の
民
族
言
語
を
話

せ
た
。
移
住
や
通
婚
等
の
原
因
に
よ
っ
て
、
タ

シ
ュ
族
群
に
は
爾
蘇
や
里
汝
、
木
雅
、
納
木

依
、
博
巴
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
タ
シ
ュ
は
主

に
冕
寧
県
安
寧
河
流
域
両
岸
に
居
住
し
、
主
に

冕
寧
県
城
、
大
橋
鎮
、
恵
安
郷
、
城
廂
鎮
、
福

星
鎮
、
後
山
郷
、
回
龍
鎮
等
に
い
る
。
お
よ
そ

石
棉
、
九
龍
、
冕
寧
を
境
界
と
し
、
西
南
チ

ベ
ッ
ト
族
と
隣
接
し
て
居
住
す
る
。
タ
シ
ュ
は

主
に
農
業
に
従
事
し
、
水
稲
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
豆
類
を
栽
培
し
、
牛
、
羊
、

鶏
、
豚
を
飼
育
す
る
。
比
較
的
特
殊
な
の
は
飲

食
で
あ
る
。
家
に
客
人
が
来
た
ら
、「xisasa

」

を
用
意
す
る
、
生
の
羊
肝
あ
る
い
は
生
の
牛
肝

を
き
れ
い
に
洗
っ
て
刻
ん
で
ま
ぜ
る
。
タ
シ
ュ

は
被
り
物
を
着
け
、
漢
族
と
は
異
な
る
。

　

タ
シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
名
称
の
由
来
に
つ

い
て
は
、
元
末
明
初
の
時
、『
四
川
土
夷
考
・

寧
番
衛
図
説
』
に
「
脱
蘇
」
と
あ
る
が
、「
蘇
」
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の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
タ
シ
ュ
を
研
究
し
た

学
者
は
方
国
瑜
、
何
耀
華
、
張
全
昌
、
龍
西

江
、
さ
ら
に
国
外
で
は
西
田
龍
雄
（
日
本
人
）、

K
atia C

hirkova
（
フ
ラ
ン
ス
人
、
言
語
学
研

究
）、
国
内
で
は
黄
布
凡
、
李
衛
斌
、
袁
暁

文
、
陳
東
、
劉
俊
波
、
韓
正
康
、
黄
徳
和
、
王

玉
琴
、
古
濤
、
趙
聯
、
焦
虎
山
（
ア
ル
ス
・
チ

ベ
ッ
ト
族
）、
楊
徳
龍
（
ア
ル
ス
・
チ
ベ
ッ
ト

族
）
等
が
い
る
。
代
表
的
な
著
作
・
論
文
は
二

〇
冊
余
り
あ
り
、
う
ち
袁
暁
文
編
に
『
蔵
彝
走

廊
族
群
互
動
研
究
』『
多
続
蔵
族
│
│
蔵
彝
走

廊
中
的
歴
史
記
憶
與
族
群
認
同
』『
爾
蘇
、
多

続
蔵
族
研
究
体
系
関
係
辨
析
』
等
が
あ
る
。
現

在
は
か
な
り
多
く
の
人
々
が
こ
の
地
域
に
対
し

て
、
特
に
小
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
研
究
と

し
て
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
知
る
と
こ
ろ

の
研
究
課
題
が
三
つ
あ
る
。
一
は
、
私
が
す
で

に
終
了
し
た
国
家
社
会
科
学
基
金
会
の
項
目

で
、
川
西
南
チ
ベ
ッ
ト
族
と
そ
の
他
の
民
族
と

の
関
係
を
事
例
と
し
て
、
最
初
の
調
査
地
は
川

西
南
地
区
で
、
チ
ベ
ッ
ト
族
と
そ
こ
の
漢
族
、

イ
族
お
よ
び
そ
の
他
の
少
数
民
族
と
の
関
係
に

つ
い
て
論
じ
、
ほ
か
に
青
海
省
、
甘
粛
省
、
雲

南
省
迪
慶
蔵
族
自
治
州
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

も
調
査
地
と
し
た
。
二
は
、
国
際
瀕
危
語
言
基

金
会
の
項
目
で
、
彼
ら
と
私
の
共
同
研
究
で
あ

る
。
目
下
、
初
歩
的
研
究
が
完
成
し
、
次
に
教

材
編
集
の
準
備
に
入
っ
て
い
る
。
幼
稚
園
と
小

学
生
用
の
簡
単
な
教
材
で
あ
る
。
タ
シ
ュ
の
総

人
口
は
四
千
人
余
り
な
の
で
、
人
々
に
学
習
意

欲
を
も
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
三

は
、
昨
年
の
国
家
維
保
基
金
項
目
「
四
川
冕
寧

多
続
語
」
で
、
生
活
全
般
に
関
わ
る
言
語
、
約

八
〜
四
〇
万
字
を
収
集
し
て
お
り
、
こ
れ
を
基

礎
に
さ
ら
に
同
様
に
二
回
実
施
す
る
。

　

目
下
の
研
究
の
特
徴
は
以
下
の
四
点
あ
る
。

　

⑴　

多
分
野
に
よ
る
総
合
的
研
究
：
か
つ
て

の
研
究
は
基
本
的
に
歴
史
学
で
あ
り
、
民
俗
学

研
究
は
少
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
歴
史
学
、
人

類
学
、
言
語
学
、
民
族
学
、
民
俗
学
、
建
築

学
、
政
治
学
、
考
古
学
な
ど
に
及
ぶ
。

　

⑵　

自
民
族
研
究
者
の
成
長
と
文
化
的
自
覚

の
向
上
。
過
去
の
研
究
に
対
す
る
批
判
や
賞
賛

の
態
度
が
み
ら
れ
る
。

　

⑶　

研
究
の
拡
張
と
領
域
の
拡
大
。

　

⑷　

研
究
の
開
放
と
多
国
籍
研
究
者
の
参
加
。

民
国
期
の
四
川
西
北
地
区
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
の

栽
培
売
買
と
族
群
政
治
──

雑
谷
脳
河
流
域
を
中
心
に
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

王 

田

　

雑
谷
脳
河
流
域
は
岷
江
上
流
域
に
位
置
し
、

そ
の
地
理
上
の
位
置
は
特
殊
で
あ
る
。

　

ケ
シ
が
雑
谷
脳
河
流
域
に
導
入
さ
れ
た
背
景

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
清
末
民
国
初
年
、
流
域

の
官
界
と
上
層
部
は
す
で
に
ア
ヘ
ン
吸
引
の
習

慣
に
染
ま
っ
て
い
た
。
ア
ヘ
ン
は
主
に
外
地
か

ら
来
た
。
雑
谷
脳
河
流
域
で
は
、
ケ
シ
栽
培
は

一
九
一
九
年
頃
に
始
ま
っ
た
が
、
一
九
二
二
年

以
後
は
、
四
川
の
軍
閥
と
理
番
当
局
に
よ
る
利

益
の
追
求
と
妥
協
の
結
果
、
流
域
内
の
広
い
地

域
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
支
流
や
高
山

で
も
栽
培
さ
れ
た
。

　

ケ
シ
の
収
穫
は
、
海
抜
高
度
の
差
に
よ
っ

て
、
河
谷
地
区
で
は
六
月
に
開
始
し
、
高
山
地

区
で
は
八
月
で
あ
っ
た
。
旧
暦
六
月
〜
九
月

は
、
ケ
シ
を
収
穫
し
ア
ヘ
ン
を
販
売
す
る
季
節
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で
あ
り
、「
趕
煙
会
」
と
よ
ば
れ
た
。
労
働
密

集
型
産
業
と
し
て
、
地
域
内
外
の
人
々
の
盛
ん

な
往
来
を
促
し
た
。
後
番
（
黒
水
河
流
域
）、

四
土
（
梭
磨
河
流
域
）、
懋
功
（
小
金
川
流

域
）
で
は
、
ケ
シ
栽
培
は
規
模
が
巨
大
で
、
雑

谷
脳
の
栽
培
よ
り
は
る
か
に
大
々
的
で
あ
っ

た
。
内
地
の
様
々
な
人
々
が
こ
れ
ら
の
地
域
に

出
入
り
し
、
大
多
数
が
雑
谷
脳
河
流
域
の
峡
谷

の
道
を
通
っ
た
。

　

中
国
西
北
部
か
ら
来
る
商
人
、
す
な
わ
ち
甘

粛
洮
州
の
回
族
商
人
の
進
出
に
と
も
な
っ
て
、

馬
爾
康
は
す
ぐ
に
四
土
や
大
小
金
川
、
綽
司
甲

一
帯
の
ア
ヘ
ン
集
散
地
と
な
り
、
彼
ら
は
さ
ら

に
地
域
政
治
の
有
力
者
で
あ
っ
た
蘇
永
和
と
親

密
に
な
っ
た
。
趕
煙
会
は
、
成
都
平
原
と
雑
谷

脳
河
流
域
、
四
土
、
黒
水
、
小
金
、
阿
壩
草

地
、
甘
南
夏
河
、
洮
州
な
ど
の
広
範
な
地
域
と

そ
こ
の
人
々
と
繋
い
だ
。

　

雑
谷
脳
河
流
域
と
周
辺
地
域
の
ア
ヘ
ン
運
搬

に
お
い
て
、
煙
幇
（
ア
ヘ
ン
運
搬
を
護
送
す
る

武
装
集
団
）
と
秘
密
結
社
、
す
な
わ
ち
袍
哥

は
、
一
貫
し
て
密
に
繋
が
っ
て
い
た
。
袍
哥
、

煙
幇
、
軍
閥
の
関
係
は
錯
綜
し
て
複
雑
で
あ

り
、
ア
ヘ
ン
の
運
搬
と
売
買
に
お
い
て
は
明
確

に
分
業
化
さ
れ
て
い
た
が
、
利
益
は
入
り
組

み
、
は
っ
き
り
分
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

政
府
は
か
な
り
厳
し
く
ア
ヘ
ン
禁
止
政
策
を

行
っ
た
が
、
後
番
地
区
で
は
政
府
の
力
は
弱

く
、
前
番
地
区
は
税
が
苛
酷
で
非
常
に
多
か
っ

た
。
ア
ヘ
ン
禁
止
政
策
の
問
題
で
は
、
雑
谷
脳

河
流
域
内
の
漢
人
有
力
者
た
ち
は
政
府
当
局
と

決
裂
し
、
賈
開
允
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
県
長
の

徐
剣
秋
を
訴
え
た
。

※
詳
し
く
は
、
本
誌
所
収
の
王
田
論
説
を
参
照
。

華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

周
蜀
蓉

　

華
西
辺
疆
研
究
学
会
は
、
一
九
二
二
年
三
月

二
四
日
四
川
成
都
の
華
西
協
合
大
学
で
成
立
し

た
。
近
代
中
国
で
初
め
て
の
華
西
辺
疆
研
究
を

目
的
と
し
た
国
際
学
術
機
構
で
、
華
西
の
政

治
、
人
文
、
風
俗
習
慣
、
自
然
環
境
、
お
よ
び

こ
の
四
つ
の
要
素
が
少
数
民
族
に
与
え
た
影
響

を
研
究
し
、
学
会
誌
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑

誌
』
を
刊
行
し
た
。

一
　
華
西
辺
疆
研
究
学
会

　

華
西
辺
疆
研
究
学
会
は
、
初
め
は
、
外
国
の

宣
教
師
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
小
規
模
な
学
術

団
体
で
あ
り
、
会
員
は
一
一
名
で
、
大
部
分
が

華
西
の
宣
教
師
と
華
西
協
合
大
学
の
教
授
で

あ
っ
た
。
学
会
の
筆
頭
責
任
者
は
ア
メ
リ
カ
籍

の
形
質
人
類
学
者
で
解
剖
学
者
の
モ
ー
ル
ス

（
莫
爾
思
）で
、主
な
会
員
は
、ダ
イ（
戴
謙
和
）、

ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド（
胡
祖
遺E

. C
. W

ilford

）、

ブ
レ
イ
ス（
布
礼
士A

. J. Brace

）等
、
英
国
王

室
協
会
会
員
で
地
理
学
者
の
エ
ド
ガ
ー
（
葉
長

青
）
を
名
誉
会
員
と
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三

〇
年
代
、
学
会
は
閉
鎖
的
な
伝
道
圏
の
枠
を
越

え
て
、
国
際
的
な
学
術
団
体
へ
と
発
展
し
た
。

抗
戦
期
に
多
く
の
大
学
や
研
究
機
構
が
日
本
の

侵
略
を
逃
れ
て
華
西
地
区
の
四
川
や
雲
南
、
貴

州
の
三
省
に
移
っ
て
き
て
、
大
量
の
研
究
者
が

同
学
会
に
も
参
加
し
、
西
南
辺
疆
が
国
家
復
興
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の
戦
略
上
に
重
大
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
学
会
は
空
前
の
繁
栄
期
を
迎

え
た
。
諸
学
科
の
人
材
が
参
加
し
て
学
会
の
研

究
水
準
や
影
響
力
は
日
増
し
に
向
上
し
、
そ
の

構
造
も
根
本
的
に
変
わ
り
、
中
国
人
学
者
が
組

織
機
構
と
科
学
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
。
文
化

事
業
の
内
遷
に
よ
っ
て
華
西
に
来
た
外
地
の
学

者
た
ち
と
少
数
の
海
外
研
究
者
が
参
加
し
た
こ

と
で
、
学
会
は
世
界
に
向
か
う
真
の
国
際
的
学

術
機
構
と
な
っ
た
。「
跨
領
域
、
多
学
科
」
は

同
学
会
の
研
究
の
特
徴
で
、
会
員
の
研
究
成
果

は
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
で
発
表
さ
れ

た
。
華
西
辺
疆
研
究
学
会
は
民
国
期
の
西
南
辺

疆
研
究
に
お
い
て
最
大
の
影
響
力
を
も
つ
学
術

機
構
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
ま
で
活
動
し
た
。

二
　『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』に
つ
い
て

　
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』（
以
下
、
学
会

雑
誌
と
略
）
は
、
華
西
辺
疆
研
究
学
会
が
国
内

外
に
向
け
て
刊
行
し
た
、
英
文
総
合
学
術
刊
行

物
で
あ
る
。
近
代
中
国
に
お
い
て
最
初
の
「
華

西
辺
疆
研
究
」
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
外
国

人
宣
教
師
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
近
代
華
西
で

初
の
外
国
語
学
術
刊
行
物
で
あ
る
。
一
九
二
二

年
四
月
に
成
都
で
活
動
を
始
め
、
一
九
二
四
年

創
刊
号
を
発
行
、
一
九
四
〇
年
か
ら
人
文
科
学

と
自
然
科
学
の
二
つ
に
分
か
れ
た
。
一
九
四
七

年
停
刊
と
な
る
ま
で
に
一
六
巻
二
〇
冊
（
一
二

巻
以
後
は
Ａ
・
Ｂ
巻
）、
三
三
九
篇
が
刊
行
さ

れ
、
さ
ら
に
二
本
の
増
刊
号
『
英‒

嘉
戎
詞
彙

表
』『
華
西
族
群
体
質
人
類
学
観
測
記
録
表
』

を
加
え
て
、
あ
わ
せ
て
二
二
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

学
会
雑
誌
は
、
か
な
り
厳
格
な
総
合
学
術
刊

行
物
で
あ
る
。
掲
載
論
文
の
統
計
か
ら
研
究
の

重
点
の
所
在
を
み
る
と
、
最
多
は
生
物
学
で
、

次
は
宗
教
、
考
古
と
続
き
、
四
位
が
民
族
学
で
、

あ
わ
せ
て
一
八
六
篇
、
全
体
の
五
四
・
八
％
を

占
め
る
。
明
ら
か
な
の
は
、
人
文
社
会
科
学
の

領
域
で
は
華
西
辺
疆
地
域
の
民
族
（
主
に
チ

ベ
ッ
ト
族
）
や
宗
教
、
考
古
方
面
が
多
く
、
自

然
科
学
領
域
で
は
生
物
学
研
究
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
歴
史
や
文
学
、

地
理
、
言
語
類
も
そ
れ
ぞ
れ
十
数
篇
あ
り
、
さ

ら
に
音
楽
や
教
育
、
医
学
、
農
学
、
気
象
、
環

境
、
交
通
、
建
築
等
も
あ
る
。

　

民
族
学
や
人
類
学
は
学
会
の
関
心
の
中
心
で

あ
り
、
華
西
辺
疆
地
区
の
一
部
の
少
数
民
族
に

つ
い
て
の
最
も
早
い
人
類
学
研
究
で
あ
る
。
代

表
的
な
研
究
者
は
モ
ー
ル
ス
、
グ
ラ
ハ
ム
、
李

安
宅
で
、
彼
ら
の
研
究
成
果
は
華
西
地
区
の
人

類
学
の
学
術
的
発
展
の
中
心
路
線
で
あ
る
。
医

学
者
の
モ
ー
ル
ス
は
学
会
発
起
人
の
一
人
で
、

会
長
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
は
形
質
人
類
学

に
集
中
し
、
一
九
二
四
年
発
表
の
「
関
於
蔵
東

部
落
構
成
員
人
類
学
数
据
記
録
」
は
華
西
形
質

人
類
学
研
究
の
最
初
の
代
表
作
で
あ
る
。
一
九

三
〇
年
代
中
期
、
三
回
に
わ
た
る
華
西
形
質
人

類
学
調
査
を
主
導
し
、
漢
、
ミ
ャ
オ
、
チ
ベ
ッ

ト
、
チ
ャ
ン
の
各
民
族
の
血
液
型
を
収
集
し
て

『
四
川
人
的
血
型
研
究
』
を
著
し
た
。
一
九
三

七
年
、
専
著
『
華
西
族
群
体
質
人
類
学
観
測
記

録
表
』
を
発
表
し
て
、
四
川
の
十
民
族
の
健
康

な
人
三
〇
五
一
名
に
関
す
る
七
〇
項
目
の
検
測

デ
ー
タ
を
紹
介
し
、
一
九
三
八
年
に
は
イ
ギ
リ

ス
の
『
人
類
学
』（M

an

）
に
掲
載
さ
れ
て
世

界
の
人
類
学
界
か
ら
注
目
さ
れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
グ
ラ
ハ
ム
は
、
一
九
三
〇
年
代

の
華
西
辺
疆
研
究
の
中
で
最
も
代
表
的
な
人
物

の
一
人
で
あ
る
。
一
九
一
一
年
に
伝
道
の
た
め

に
四
川
に
入
り
、
華
西
で
三
八
年
間
暮
ら
し
、

華
西
各
地
で
一
五
回
調
査
し
て
動
植
物
の
採
集
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と
人
類
学
の
研
究
を
行
っ
た
。
一
九
三
二
年
に

華
西
協
合
大
学
博
物
館
館
長
と
な
り
、
三
四
年

に
は
広
漢
三
星
堆
遺
跡
の
考
古
発
掘
を
行
い
、

三
五
年
に
「
漢
州
発
掘
簡
略
」
を
発
表
、
ま
た

四
川
の
ミ
ャ
オ
族
、
チ
ャ
ン
族
、
チ
ベ
ッ
ト
族

の
習
俗
と
宗
教
を
研
究
し
て
「
川
苗
習
俗
」

「
蔵
族
宗
教
節
日
及
儀
式
」
を
発
表
し
、
華
西

地
区
の
考
古
学
、
博
物
学
の
発
展
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。

　

李
安
宅
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
華
西
協
合
大

学
に
勤
め
、
社
会
学
系
教
授
、
辺
疆
研
究
所
常

務
所
長
を
歴
任
し
、
民
族
学
や
宗
教
学
、
社
会

学
、
蔵
学
研
究
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
。
そ
の
学

術
成
果
は
す
ば
ら
し
く
、
高
い
名
声
を
得
た
人

類
学
者
で
、
学
会
の
一
九
四
〇
年
代
の
人
類
学

研
究
を
代
表
す
る
。
学
会
の
ト
ー
ラ
ン
ス
（
陶

然
士
）
や
エ
ド
ガ
ー
、
ダ
イ
、
鄭
徳
坤
、
林
名

均
、
林
耀
華
等
も
人
類
学
研
究
に
非
常
に
重
要

な
貢
献
を
し
た
。
学
会
は
、
華
西
地
域
人
類
学

の
先
駆
的
な
研
究
に
「
す
べ
て
の
学
術
を
取
り

入
れ
、
史
と
誌
を
結
合
さ
せ
、
辺
疆
に
関
心
を

む
け
る
」
と
い
う
研
究
ス
タ
イ
ル
を
徐
々
に
形

成
し
、
中
国
人
類
学
研
究
の
な
か
に
独
自
の
特

徴
を
も
つ
「
華
西
学
派
」
を
創
出
し
た
。

三
　「
華
西
辺
疆
研
究
学
会
」
の
価
値

　

著
名
な
民
族
学
者
で
あ
る
馬
長
寿
は
、
辺
疆

研
究
十
周
年
（
一
九
三
七

－
一
九
四
七
）
の
回

顧
で
、
学
会
雑
誌
を
「
最
も
長
い
歴
史
を
も

つ
」
と
述
べ
た
。
一
九
二
〇
〜
四
〇
年
代
の
華

西
研
究
各
領
域
に
お
い
て
学
術
の
最
高
水
準
を

示
し
、
宗
教
学
や
民
族
学
、
民
俗
学
、
人
類

学
、
考
古
学
、
生
物
学
、
教
育
学
、
地
質
学
、

彝
学
、
辺
疆
史
地
、
華
西
キ
リ
ス
ト
教
伝
播

史
、
中
西
文
化
交
流
史
、
西
南
形
質
人
類
学
、

音
楽
、
美
術
、
農
学
等
に
お
い
て
重
要
な
地
位

を
占
め
る
。
現
在
の
研
究
者
が
中
国
西
部
の
社

会
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
科
学
等
諸
方
面
の

研
究
を
す
る
際
に
不
可
欠
か
つ
貴
重
な
文
献
で

あ
る
。

　

現
在
に
お
け
る
価
値
は
次
の
三
点
に
あ
る
。

　

⑴　

学
会
雑
誌
は
、
近
代
以
来
、
科
学
的
方

法
に
よ
っ
て
華
西
辺
疆
地
区
を
最
も
系
統
的
全

面
的
に
研
究
し
た
が
、
う
ち
多
く
の
重
要
な
研

究
は
中
国
西
南
辺
疆
研
究
の
先
駆
け
と
い
え
、

研
究
成
果
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。

　

学
会
が
成
立
す
る
以
前
、
国
内
に
は
西
南
辺

疆
を
主
な
対
象
と
し
た
科
学
的
研
究
は
な
く
、

学
術
的
な
研
究
団
体
も
な
か
っ
た
。
徐
益
棠

は
、
民
国
以
来
、「
辺
疆
の
総
合
的
研
究
に
は

誰
も
注
目
し
て
お
ら
ず
、
我
が
国
の
民
族
学
は

未
発
達
で
あ
り
、
当
時
は
取
り
あ
げ
る
べ
き
も

の
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
中
国
に
お
い
て
現

代
の
学
術
的
範
疇
に
お
さ
ま
る
辺
疆
研
究
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
時
に
、
学
会
は
華
西
辺
疆
研

究
に
力
を
尽
く
し
て
お
り
、
疑
い
も
な
く
こ
の

領
域
の
先
駆
者
と
い
え
る
。
学
会
の
価
値
と
影

響
も
ま
た
近
代
西
南
辺
疆
研
究
全
体
に
一
貫
し

て
い
る
。
特
に
抗
戦
が
始
ま
っ
て
国
民
党
政
府

が
内
陸
部
に
遷
り
、
西
南
辺
縁
が
国
家
復
興
の

過
程
に
お
い
て
日
増
し
に
意
義
を
強
め
て
い
く

中
で
、
学
会
は
そ
の
高
い
学
術
水
準
と
長
期
に

お
よ
ぶ
学
術
成
果
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
西
南
辺

疆
研
究
の
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
た
。

　

学
会
の
重
要
な
地
位
に
呼
応
し
て
、
学
会
雑

誌
も
成
果
の
発
表
と
展
示
の
舞
台
と
し
て
西
南

辺
疆
研
究
の
権
威
あ
る
刊
行
物
と
な
っ
た
。
掲

載
論
文
の
大
多
数
は
、
当
時
の
西
南
辺
疆
研
究

の
第
一
人
者
に
よ
る
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
。

李
紹
明
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
当
時
の
華
西
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学
者
の
著
作
を
今
日
再
読
す
る
と
、
中
国
人
類

学
史
上
に
お
け
る
重
要
な
地
位
と
巨
大
な
貢
献

を
感
じ
る
と
。
王
建
民
も
、
グ
ラ
ハ
ム
等
は
華

西
辺
疆
研
究
学
会
を
創
設
し
、
中
国
人
類
学
の

早
期
の
研
究
に
お
い
て
「
確
実
に
重
要
な
作

用
」
を
果
た
し
た
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
学
会

の
生
物
学
、
考
古
学
、
民
族
宗
教
問
題
上
の
多

く
の
論
文
は
当
時
の
学
術
界
の
最
高
水
準
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
科
学
研
究
を
例
に
と

れ
ば
、
リ
ジ
ェ
ス
ト
ラ
ン
ド
（
李
哲
士S. H

. 
Liljesrand

）「
川
蔵
交
界
薬
用
植
物
学
調
査
」

や
何
文
俊
「
四
川
金
花
蟲
科
甲
蟲
之
分
類
分
布

及
経
済
上
之
重
要
」
等
の
論
文
は
、
応
用
さ
れ

た
科
学
理
論
と
モ
デ
ル
が
後
学
に
多
く
の
啓
発

を
あ
た
え
る
。
例
え
ば
、
劉
承
剣
が
発
表
し
た

華
西
両
生
類
に
関
す
る
一
一
篇
の
論
文
は
、
学

界
で
大
き
な
反
響
を
引
き
起
こ
し
、
現
在
も
中

国
の
両
生
類
の
経
典
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
幾

人
か
の
植
物
学
者
、
例
え
ば
胡
秀
英
の
華
西
ナ

ナ
ミ
ノ
キ
等
の
植
物
研
究
、
方
丈
培
の
峨
眉
の

ツ
ツ
ジ
研
究
、
呉
徴
鎰
の
瑞
麗
流
域
の
植
生
研

究
等
は
み
な
当
時
の
植
物
学
関
連
領
域
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
究
の
先
駆
的
著
作
で
、

こ
れ
ら
の
領
域
研
究
の
最
高
水
準
を
示
し
て

い
る
。

　

学
会
雑
誌
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
学
術
界
に

お
け
る
西
南
辺
疆
に
つ
い
て
の
最
も
ま
と
ま
っ

た
系
統
的
な
研
究
成
果
を
提
供
し
て
お
り
、
そ

の
権
威
は
当
時
す
で
に
学
術
界
に
お
い
て
広
く

認
め
ら
れ
て
い
た
。
陳
永
齢
は
二
〇
世
紀
前
半

の
中
国
民
族
学
に
言
及
し
て
い
る
が
、
外
国
語

雑
誌
は
、
主
に
華
西
大
学
辺
疆
研
究
学
会
編
集

『
華
西
大
学
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
や
輔
仁
大

学
出
版
『
華
裔
学
志
』『
華
裔
学
志
専
刊
叢

書
』、
お
よ
び
輔
仁
大
学
に
付
設
さ
れ
た
人
類

学
博
物
館
雑
誌
『
民
俗
学
志
』
等
に
集
中
す

る
。
一
九
四
〇
年
代
に
な
っ
て
、
学
会
は
国
内

の
学
術
機
構
と
長
期
の
交
流
関
係
を
も
っ
た
だ

け
で
は
な
く
、
国
外
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ

ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
等
の
国
家
の

学
術
機
構
と
も
関
係
を
構
築
し
た
。
学
会
雑
誌

は
、
国
際
学
界
の
広
汎
な
承
認
を
得
、
華
西
辺

疆
研
究
の
権
威
あ
る
学
会
誌
と
さ
れ
た
。

　

⑵　

学
会
は
研
究
に
西
洋
の
知
識
と
研
究
方

法
を
導
入
し
た
。
特
に
、
西
洋
の
認
知
概
念
や

知
識
の
構
築
の
具
体
的
な
実
践
は
、
近
代
の
華

西
辺
疆
研
究
の
学
術
的
転
換
に
大
き
く
作
用
し

た
。
華
西
辺
疆
研
究
を
目
的
と
し
た
最
初
の
現

代
的
学
術
機
構
と
し
て
、
学
会
お
よ
び
学
会
雑

誌
は
西
南
辺
疆
の
科
学
的
研
究
の
重
要
な
指
標

と
な
り
、
同
時
期
の
中
国
人
研
究
者
お
よ
び
後

進
に
西
洋
の
学
術
研
究
の
基
本
原
則
を
明
確
に

示
し
た
。
学
会
は
西
洋
の
学
術
団
体
の
組
織
モ

デ
ル
を
完
全
に
導
入
し
、
学
術
講
座
の
主
催
や

実
地
調
査
の
実
施
、
雑
誌
の
出
版
な
ど
の
方
法

に
よ
っ
て
、
西
洋
の
学
術
理
念
を
取
り
入
れ

た
。
こ
れ
は
、
疑
い
も
な
く
、
中
国
学
術
研
究

の
近
代
へ
の
転
換
に
明
確
な
規
範
と
方
向
性
を

与
え
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
学
会
と
学
会

雑
誌
は
、
現
代
の
西
南
辺
疆
研
究
の
構
造
と
学

術
的
基
礎
を
直
接
定
め
た
と
い
え
る
。

　

華
西
辺
疆
の
早
期
の
研
究
実
践
に
お
い
て
、

学
会
雑
誌
は
「
西
洋
型
学
術
」
を
西
南
辺
疆
研

究
に
い
か
に
系
統
的
に
運
用
す
る
の
か
を
示
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
か
な
り
の
程
度
、
近
代
の

西
南
辺
疆
研
究
の
方
法
と
方
向
性
が
定
ま
り
、

近
代
学
術
研
究
の
制
度
や
関
連
学
科
の
分
類
、

認
知
概
念
、
知
識
の
構
築
等
が
具
体
化
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
グ
ラ
ハ
ム
の
研
究
は
ア
メ
リ
カ

文
化
人
類
学
の
父
ボ
ア
ス
（Fram

z Boas, 
1856 ‒1942

）
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
ボ
ア
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ス
理
論
は
グ
ラ
ハ
ム
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
華

西
協
合
大
学
の
人
類
学
、
考
古
学
お
よ
び
博
物

学
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
や
が
て
学
会
の
研
究

主
体
は
、
次
第
に
宣
教
師
か
ら
職
業
研
究
者
へ

と
変
わ
り
、
外
国
人
主
体
か
ら
大
量
に
参
加
し

た
中
国
人
学
者
に
変
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、
学
会

が
世
俗
化
、
専
門
化
、
中
国
化
の
過
程
を
経
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
専
門
的
研
究
機

構
の
推
進
と
学
会
誌
の
継
続
的
な
出
版
、
す
な

わ
ち
「
専
門
化
」
は
二
〇
世
紀
の
華
西
辺
疆
研

究
の
学
術
発
展
の
主
要
な
形
式
と
な
っ
た
。

　

⑶　

学
会
雑
誌
は
、
近
代
西
洋
の
華
西
認
識

で
あ
る
。
特
に
、
そ
れ
は
西
南
辺
疆
の
一
次
資

料
で
あ
り
、
中
国
と
西
洋
の
文
化
理
解
の
架
け

橋
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
掲
載
論
文
に
は
大

量
の
西
洋
の
観
念
の
表
現
が
あ
り
、
そ
れ
は
今

日
、
西
洋
の
「
科
学
帝
国
主
義
」
や
「
東
方

学
」
と
い
っ
た
言
葉
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
西
洋

文
化
を
再
認
識
す
る
た
め
に
重
要
な
歴
史
的
資

料
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

一
九
世
紀
以
来
、
西
洋
の
中
国
辺
疆
に
対
す

る
認
識
は
、
主
に
宣
教
師
や
少
数
の
探
検
者
、

断
片
的
な
旅
行
記
類
の
文
章
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
西
部
の
辺
疆
に
対
す

る
西
洋
の
認
識
を
長
期
に
わ
た
っ
て
神
秘
主
義

に
陥
ら
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
学
会
雑
誌
は
、

科
学
的
で
厳
格
な
方
式
に
よ
っ
て
、
西
洋
に
向

け
て
さ
ら
に
明
確
で
具
体
的
な
真
の
華
西
を
示

し
た
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
学
会
雑
誌
は
科

学
的
実
証
的
な
方
法
で
華
西
の
神
秘
の
ベ
ー
ル

を
は
ぎ
、
西
洋
が
中
国
の
内
陸
と
西
南
縁
辺
を

認
識
す
る
重
要
な
典
拠
と
な
っ
た
。
科
学
的
実

証
は
、
西
洋
の
資
本
主
義
が
拡
張
す
る
過
程
で

近
代
世
界
の
秩
序
を
構
築
す
る
重
要
な
手
法
で

あ
る
。
学
会
の
会
員
は
旅
行
や
実
地
調
査
を
通

し
て
、
中
国
西
南
地
区
の
民
族
や
地
理
、
社

会
、
自
然
等
の
西
洋
に
と
っ
て
未
知
の
具
体
的

知
識
を
西
洋
の
知
識
体
系
に
取
り
入
れ
、
中
国

西
南
辺
疆
を
世
界
知
識
の
構
造
の
中
に
組
み
込

ん
だ
。
学
会
雑
誌
は
、
西
洋
世
界
が
中
国
西
南

辺
疆
を
理
解
す
る
う
え
で
絶
好
の
得
難
い
材
料

で
あ
っ
た
。

　

学
会
雑
誌
の
重
要
な
価
値
は
、
や
は
り
歴
史

資
料
と
し
て
、
西
洋
の
「
科
学
帝
国
主
義
」
を

反
省
し
、「
東
方
学
」
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
西

洋
文
化
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ

と
に
あ
る
。
学
会
が
西
南
辺
疆
の
知
識
を
生
産

し
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
、
近
代
西
洋
の
政
治

的
植
民
地
拡
張
の
意
図
が
内
在
し
て
い
る
こ
と

と
関
係
す
る
。
学
会
の
成
立
は
、
本
来
は
、
資

本
主
義
文
化
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
し
て
、
そ

の
言
語
の
権
利
が
求
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
初
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ア
メ
リ

カ
で
は
東
方
学
、
人
類
学
、
民
族
学
、
宗
教

学
、
社
会
学
等
の
学
問
が
非
常
に
進
歩
し
、
西

洋
の
学
術
思
想
や
理
論
方
法
が
学
会
の
現
代
的

意
義
を
も
っ
た
辺
疆
研
究
の
た
め
に
学
術
理
論

や
方
法
面
を
支
え
た
。
さ
ら
に
西
洋
列
強
の
政

治
お
よ
び
軍
事
的
征
服
に
と
も
な
っ
て
、
西
洋

人
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
博
物
学
研
究
も
直
接

中
国
内
陸
部
に
入
っ
て
き
た
。

　

学
術
面
か
ら
み
れ
ば
、
西
南
辺
疆
研
究
の
現

代
的
変
化
は
、
西
洋
学
術
を
基
準
と
し
た
「
西

方
学
」
に
よ
っ
て
伝
統
の
中
国
学
に
対
し
て
模

範
と
原
則
を
示
す
過
程
で
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
中
国
本
土
の
西
南
辺
疆
研
究
が
西
洋
か
ら

の
衝
撃
に
対
し
て
絶
え
間
な
く
発
展
し
、
次
第

に
成
熟
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
早
期
に
学
会
に

参
加
し
た
宣
教
師
は
大
部
分
が
探
検
を
熱
望

し
、
川
康
辺
疆
に
対
す
る
好
奇
心
に
満
ち
、
一

九
二
〇
年
代
に
個
人
あ
る
い
は
集
団
で
盛
ん
に

探
検
し
、
研
究
し
た
。
彼
ら
は
、
科
学
的
論
文
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あ
る
い
は
非
公
式
の
旅
行
記
や
通
信
等
の
方
法

を
通
し
て
、
西
洋
に
向
け
て
「
未
知
」
の
地
の

探
索
と
理
解
を
伝
え
、
未
知
の
地
の
各
種
事
物

の
定
位
、
製
図
、
描
画
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の

「
未
知
」
の
要
素
を
西
洋
の
知
識
体
系
の
一
部

に
し
た
。
学
会
は
、
華
西
の
科
学
実
践
の
過
程

で
、
サ
イ
ー
ド
（E

dward W
adie Said

）
の

「
東
方
主
義
」（
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
）
や
范
発

迪
（Fa-ti Fan

）
の
「
科
学
帝
国
主
義
」
の
影

響
を
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た
、
東
西
文
化
の
交
流

の
過
程
に
お
け
る
協
力
と
抵
抗
、
学
術
様
式
に

お
け
る
半
植
民
地
と
独
立
化
等
の
諸
問
題
も
含

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら

み
て
も
、『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
の
近

代
西
南
辺
疆
研
究
史
に
お
け
る
意
義
と
価
値
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

※
本
論
は
、
四
川
大
学
博
物
館
整
理
『
華
西
辺
疆

研
究
学
会
雑
誌
（
整
理
影
印
全
本
）』
第
一
巻

（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
に
「
概
論
」
と

し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
　
華
西
学
派
の
学
術
体
系

人
類
学「
華
西
学
派
」の
理
論
体
系
の
現
状
と
方
向
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

張 

琪

　

現
在
ま
で
の
華
西
学
派
の
研
究
を
整
理
し
、

関
連
研
究
を
通
し
て
、
華
西
学
派
の
理
論
の
特

徴
と
使
用
可
能
な
方
法
と
方
向
に
つ
い
て
初
歩

的
考
察
を
行
う
。

　

李
紹
明
「
略
論
中
国
人
類
学
的
華
西
学
派
」

（
二
〇
〇
七
年
）
が
発
表
さ
れ
た
後
、
学
界
で

は
華
西
学
派
に
対
す
る
関
心
と
討
論
が
お
き
、

第
一
回
目
の
小
さ
な
ブ
ー
ム
が
う
ま
れ
た
。
残

念
な
の
は
、
李
論
文
に
啓
発
さ
れ
た
後
続
の
研

究
に
は
彼
が
示
し
た
全
体
的
な
視
点
が
欠
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
続
研
究
は
個
別
研
究
を

主
と
し
て
お
り
、
二
つ
の
方
向
が
あ
る
。
一

は
、
華
西
学
派
の
代
表
的
な
学
者
と
そ
の
代
表

作
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
の
起

源
と
成
立
を
探
る
研
究
で
あ
り
、
二
は
、
華
西

学
派
が
依
拠
す
る
機
構
、
例
え
ば
学
会
や
刊
行

物
の
理
論
や
成
果
の
研
究
で
あ
る
。

　

華
西
学
派
の
研
究
者
に
関
す
る
理
論
や
成
果

の
研
究
は
三
段
階
に
整
理
さ
れ
る
。

　

第
一
段
階
は
、
華
西
学
派
の
萌
芽
期
（
一
九

一
一
〜
一
九
三
七
）
で
あ
る
。
研
究
者
は
華
西

大
学
の
西
洋
人
が
主
で
、
伝
道
師
で
あ
る
だ
け

な
く
、
教
師
で
あ
り
研
究
者
で
も
あ
り
、
人
類

学
の
専
門
的
訓
練
を
受
け
た
者
も
い
れ
ば
、
神

学
訓
練
と
伝
教
使
命
の
影
響
を
受
け
て
人
類
学

研
究
を
進
め
た
者
も
い
る
。
こ
れ
は
完
全
な
学

科
体
系
を
完
成
さ
せ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、

博
物
学
の
基
礎
的
デ
ー
タ
を
広
範
囲
に
収
集

し
、
専
門
化
さ
れ
た
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
成
果
は

エ
ド
ガ
ー（
葉
長
青Jam

es H
uston E

dger

）、

ト
ー
ラ
ン
ス（
陶
然
士T

hom
as Torrance

）、

グ
ラ
ハ
ム（
葛
維
漢D

avid C
ockett G

raham

）

の
三
人
の
伝
道
師
の
研
究
に
集
中
さ
れ
る
が
、
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二
種
の
衝
突
が
あ
っ
た
。
一
は
、
エ
ド
ガ
ー
お

よ
び
ト
ー
ラ
ン
ス
の
神
学
式
研
究
と
、
グ
ラ
ハ

ム
の
人
類
学
に
基
づ
く
科
学
主
義
的
研
究
の
衝

突
で
あ
り
、
二
は
、
エ
ド
ガ
ー
と
ト
ー
ラ
ン
ス

の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
植
民
地
統
治

者
側
の
心
情
と
、
グ
ラ
ハ
ム
の
人
類
学
に
基
づ

く
他
者
の
心
情
の
衝
突
で
あ
る
。
エ
ド
ガ
ー
か

ら
ト
ー
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
は
グ
ラ
ハ
ム
に
至
る

過
程
で
あ
る
種
の
変
化
が
み
て
と
れ
る
。
す
な

わ
ち
グ
ラ
ハ
ム
が
も
た
ら
し
た
専
門
化
さ
れ
た

人
類
学
の
学
問
体
系
や
理
論
、
方
法
は
、
博
物

学
か
ら
人
類
学
へ
の
転
換
を
実
現
さ
せ
た
と
い

え
る
。
こ
の
時
期
に
用
い
ら
れ
た
主
な
理
論

は
、
進
化
論
、
伝
搬
論
対
歴
史
論
で
あ
る
。

　

第
二
段
階
は
、
華
西
学
派
の
形
成
と
成
熟
期

（
一
九
三
七
〜
一
九
四
五
）
で
あ
る
。
中
国
人

学
者
が
主
体
と
な
り
、
華
西
に
移
っ
て
き
た
人

類
学
者
と
華
西
大
学
の
人
類
学
者
が
影
響
し
あ

い
、
南
派
も
い
れ
ば
北
派
も
お
り
、
衝
突
と
補

完
を
経
て
と
も
に
華
西
大
学
人
類
学
の
特
色
を

形
成
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
人
物
は
、
南

派
は
徐
益
棠
、
柯
象
峰
、
馬
長
寿
、
北
派
は
林

耀
華
、
華
西
大
学
は
李
安
宅
、
任
乃
強
、
四
川

大
学
は
胡
鑑
民
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
華
西
学

派
の
三
大
特
徴
が
形
成
さ
れ
た
。
一
は
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
同
時
に
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
伝

播
論
や
歴
史
学
派
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
、
機

能
主
義
、
知
識
社
会
学
な
ど
が
あ
る
。
二
は
、

歴
史
の
進
展
が
強
調
さ
れ
、
史
と
誌
、
実
際
の

歴
史
と
口
頭
の
歴
史
が
と
も
に
重
視
さ
れ
た
こ

と
。
三
は
、「
経
世
致
用
」（
国
家
を
治
め
る
た

め
の
実
用
）、
応
用
人
類
学
で
あ
る
。

　

第
三
段
階
は
、
華
西
学
派
の
継
続
発
展
期

（
一
九
四
六
〜
一
九
五
二
）
で
、
こ
の
時
期
の

学
者
お
よ
び
成
果
の
研
究
は
、
基
本
的
に
誰
も

行
っ
て
い
な
い
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
現
在
、
国
内
外
の
華
西
学

派
の
理
論
体
系
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
華
西
学

派
の
学
者
た
ち
の
理
論
や
成
果
が
ま
と
め
ら

れ
、
や
や
詳
し
く
討
論
し
た
も
の
も
あ
る
が
、

な
お
継
続
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
一
に
、
な
お

一
部
の
華
西
学
者
の
理
論
や
成
果
は
研
究
さ
れ

て
い
な
い
。
ゆ
え
に
今
後
の
研
究
は
こ
の
欠
落

し
た
部
分
を
補
充
す
る
必
要
が
あ
り
、
中
心
人

物
の
理
論
や
成
果
の
研
究
を
継
続
し
て
展
開
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
人
物
の
理
論
や

成
果
も
と
も
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二

に
、
総
体
的
な
視
点
の
欠
如
で
あ
る
。
結
論
は

細
か
く
分
散
し
て
い
る
が
、
華
西
学
派
の
理
論

上
の
景
観
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
李
紹
明
の

文
章
は
高
い
水
準
に
達
し
て
い
る
が
、
次
の
段

階
の
思
考
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
我
々

に
残
さ
れ
た
後
続
研
究
の
空
間
で
あ
る
。

　

李
紹
明
の
総
括
（
華
西
学
派
の
三
大
特
徴
）

に
沿
っ
て
研
究
の
筋
道
を
述
べ
れ
ば
、
第
一

に
、
華
西
学
派
学
者
の
理
論
の
典
拠
と
新
出
部

分
を
き
ち
ん
と
分
析
す
る
こ
と
。
創
出
し
た
理

論
を
す
べ
て
取
り
入
れ
た
後
、
学
者
群
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
理
論
を
創
出
し
た
か
、
こ
の
種

の
創
出
は
幾
ら
か
の
新
た
な
理
論
を
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
、
特
殊
な
方
式
に
よ
っ
て

様
々
な
理
論
を
結
び
つ
け
、
整
合
し
、
融
合
さ

せ
、
文
化
や
下
位
集
団
と
国
家
に
つ
い
て
の
分

析
理
論
を
形
成
す
る
。
第
二
に
、
下
位
集
団
と

地
域
研
究
を
重
点
と
し
、
地
域
内
外
の
様
々
な

文
化
間
の
相
関
的
過
程
の
研
究
に
注
目
す
る
。

そ
れ
は
構
造
や
変
遷
、
社
会
組
織
、
国
家
が
内

包
す
る
も
の
に
関
す
る
理
論
、
あ
る
い
は
あ
る

種
の
共
通
す
る
価
値
傾
向
を
も
つ
観
点
の
集
合

で
あ
る
。

　

華
西
学
派
が
自
己
の
理
論
体
系
を
も
っ
て
い

る
か
否
か
は
、
な
お
研
究
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
し
か
し
、
既
存
の
華
西
学
派
の
理
論

に
つ
い
て
の
研
究
お
よ
び
華
西
学
派
の
歴
史
沿

革
に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
華
西

学
派
の
特
色
あ
る
理
論
の
構
築
に
は
次
の
基
礎

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

⑴　

グ
ラ
ハ
ム
が
導
入
し
た
仕
事
：「
学
科

が
支
え
る
」
基
礎
を
提
供

　

⑵　

時
局
（
危
機
、
民
族
主
義
）：「
文
化
自

覚
」
の
基
礎
を
提
供

　

⑶　

ダ
イ
の
「
除
去
」
作
業
（
キ
リ
ス
ト
教

の
中
国
化
）
│
│
華
西
辺
疆
研
究
学
会
に
は
中

国
人
が
次
第
に
増
え
、
会
長
に
も
選
出
さ
れ
、

中
国
人
研
究
者
が
華
西
の
人
類
学
や
社
会
学
研

究
の
主
導
権
を
得
、
中
国
人
研
究
者
の
台
頭
は

華
西
学
派
が
形
成
す
る
最
も
重
要
な
部
分
と

な
っ
た
：「
言
語
権
」
の
基
礎
を
提
供

　

⑷　

康
蔵
地
区
に
対
す
る
専
門
的
な
研
究
：

「
特
殊
性
（
中
国
化
）」
理
論
の
研
究
を
提
供

　

⑸　

華
西
学
派
理
論
の
歴
史
学
的
特
徴
：
グ

ラ
ハ
ム
は
正
統
の
人
類
学
歴
史
学
派
の
学
者
と

し
て
、
華
西
学
派
の
理
論
体
系
の
構
築
の
た
め

に
「
歴
史
」
と
い
う
重
要
な
転
換
│
│
歴
史
の

特
殊
性
、
文
化
の
相
対
性
、
下
位
集
団
の
平
等

性
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
歴
史
学
派
の
歴
史

は
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
式
の
歴
史
（
ボ
ア
ス
、
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
、
ミ
ー
ド
）
で
あ
る
。
好
都
合
な

こ
と
に
次
に
登
場
し
た
中
国
人
学
者
の
一
群

は
、「
実
際
の
」
歴
史
に
よ
っ
て
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
補
填
し
た
。

人
類
学
・
社
会
学
の
教
学
実
践
か
ら
み
た

民
国
期
の
四
川
大
学
と
華
西
学
派
の
関
係
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

李
沛
容

　

先
人
の
研
究
の
中
で
、
王
東
傑
「
学
術
「
中

心
」
與
「
辺
縁
」
互
動
中
的
典
範
融
合
│
│
四

川
大
学
歴
史
学
科
的
発
展 

一
九
二
四

－

一
九

四
九
」（『
四
川
大
学
学
報
』
二
〇
〇
六
年
第
四

期
）
お
よ
び
聶
蒲
生
「
抗
戦
時
期
四
川
的
社
会

学
研
究
和
人
口
学
研
究
」（『
貴
州
師
範
大
学
学

報
』
二
〇
一
〇
年
第
四
期
）
は
、
四
川
大
学
の

人
類
学
・
社
会
学
の
発
展
に
ふ
れ
、
続
い
て
李

紹
明
「
略
論
中
国
人
類
学
的
華
西
学
派
」（『
広

西
民
族
研
究
』
二
〇
〇
七
年
第
三
期
）
は
、
華

西
学
派
は
当
然
、
当
時
の
成
都
の
四
川
大
学
等

の
機
関
の
人
類
学
・
社
会
学
の
学
者
を
含
む
、

な
ぜ
な
ら
彼
ら
の
学
術
活
動
は
華
西
と
不
可
分

の
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
す
る
。

　

本
報
告
で
は
、
四
川
大
学
の
人
類
学
・
社
会

学
が
華
西
学
派
と
関
係
が
あ
っ
た
か
否
か
、

あ
っ
た
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
の

か
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
こ
の
問
い
に
答
え
る

前
に
、
ま
ず
、
四
川
大
学
の
人
類
学
・
社
会
学

の
発
展
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
国
立
成
都
大

学
が
で
き
る
前
、
国
立
成
都
師
範
大
学
や
公
立

四
川
大
学
に
は
歴
史
系
に
人
類
学
・
社
会
学
の

課
程
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
一
年
国
立

四
川
大
学
が
で
き
る
前
に
も
、
文
学
院
の
歴
史

系
と
教
育
系
、
お
よ
び
法
学
院
の
政
治
経
済
学

系
に
は
人
類
学
・
社
会
学
の
課
程
が
あ
っ
た
。

歴
史
系
の
人
類
学
・
社
会
学
に
つ
い
て
い
え

ば
、
教
学
の
主
旨
は
、
自
民
族
お
よ
び
各
民
族

の
由
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
発
展
お
よ
び
滅

亡
の
過
程
、
各
民
族
の
盛
衰
の
原
因
や
興
隆
の

軌
跡
を
明
ら
か
に
し
、
人
の
生
活
に
よ
っ
て
歴

史
の
進
展
を
述
べ
、
そ
の
目
的
と
は
何
か
を
調
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べ
る
こ
と
に
あ
る
。
人
類
の
進
展
は
そ
の
目
標

か
ら
み
れ
ば
な
お
途
上
に
あ
る
が
、民
族
の
生

活
は
、政
治
、社
会
、
文
化
の
学
説
お
よ
び
産

業
の
技
術
に
お
い
て
は
ど
の
段
階
に
あ
る
の

か
、
他
民
族
と
比
較
し
て
優
劣
は
ど
う
な
の

か
。
一
九
三
六
年
の
歴
史
系
の
教
学
主
旨
か
ら

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
時
の
民
族

史
や
民
族
関
係
、
政
治
社
会
文
学
の
学
説
な
ど

各
方
面
に
表
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
日
の

歴
史
系
の
主
旨
と
は
あ
ま
り
一
致
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
の
課
程
の
綱
要
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ

る
。

　

⑴　

上
古
史
：
週
三
時
間
、
一
学
年
、
六
単

位
、
担
当
教
員
：
楊
筠
如
、
目
標
：
略
述
「
前

史
の
社
会
と
民
族
分
布
の
状
況
」、
略
述
「
商
周

の
両
族
の
発
達
の
歴
史
と
政
治
文
化
の
要
点
」

　

⑵　

唐
五
代
史
：
週
三
時
間
、
一
学
年
、
六

単
位
、
担
当
教
員
：
祝
豈
懐
、
目
標
：
異
民
族

と
唐
の
関
係

　

⑶　

宋
遼
金
元
史
：
週
三
時
間
、
一
学
年
、

六
単
位
、
担
当
教
員
：
張
雲
波
。
こ
の
課
程
は

中
史
組
の
断
代
史
研
究
の
一
で
、
内
容
は
宋
遼

金
西
夏
お
よ
び
元
の
相
互
関
係
、
遼
元
民
族
の

来
源
、
宋
遼
金
元
各
民
族
の
変
遷
、
遼
金
元
の

特
殊
制
度
、
遼
金
元
の
漢
文
化
に
対
す
る
関
係

と
そ
の
固
有
の
文
化
。

　

⑷　

先
秦
史
学
：
週
四
時
間
、
一
学
年
、
八

単
位
、
担
当
教
員
：
丁
山
、
考
古
学
人
類
学
等

を
学
ぶ
。
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
た
文
物
史
料
を
研

究
し
、
書
籍
や
伝
聞
の
古
代
の
事
を
実
証
し
、

先
秦
民
族
の
分
布
状
況
お
よ
び
各
民
族
文
化
の

発
展
関
係
を
考
証
す
る
。

　

史
学
系
に
お
け
る
人
類
学
・
社
会
学
の
教
学

計
画
：
第
三
学
年
と
第
四
学
年
の
中
史
組
と
西

史
組
に
は
社
会
学
人
類
学
の
選
択
課
程
が
設
け

ら
れ
た
。

　

人
類
学
課
程
：
週
三
時
間
、
一
学
年
、
六
単

位
、
担
当
教
員
：
胡
鑑
民
。
こ
の
課
程
は
文
化

人
類
学
を
上
下
に
分
け
て
教
え
る
。
上
編
は
文

化
人
類
学
上
の
一
般
的
な
問
題
、
文
化
起
源
や

文
化
モ
デ
ル
の
地
理
的
分
布
、
支
配
文
化
モ
デ

ル
の
要
素
等
。
下
編
は
原
始
（
原
初
）
の
経
済

生
活
、
家
庭
と
婚
姻
制
度
、
政
治
法
律
と
風
俗

習
慣
お
よ
び
信
仰
芸
術
言
語
と
原
初
民
の
心

理
。

　

四
川
大
学
社
会
人
類
学
系
の
創
設
の
背
景
：

一
九
三
五
年
、
任
鴻
雋
が
校
長
に
な
っ
て
「
国

立
化
」「
現
代
化
」
が
進
め
ら
れ
、
一
九
三
五

〜
一
九
三
六
年
に
は
ラ
ド
ク
リ
フ
・
ブ
ラ
ウ
ン

が
中
国
に
招
か
れ
て
講
演
、
ま
た
李
済
や
呉
文

藻
、
晏
陽
初
な
ど
も
四
川
大
学
で
講
演
し
、
聞

宥
が
四
川
大
学
に
招
聘
さ
れ
た
。

　

四
川
大
学
は
な
ぜ
社
会
人
類
学
系
を
設
置
し

よ
う
と
し
た
の
か
。
社
会
組
織
と
そ
の
進
展
は

人
文
学
科
が
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー

マ
で
あ
る
が
、
同
大
学
は
地
理
的
に
康
蔵
滇
黔

（
旧
西
康
、
雲
南
、
貴
州
の
各
州
）
に
近
く
、

辺
疆
各
民
族
を
研
究
す
る
の
に
天
然
の
利
が
あ

り
、
将
来
学
部
を
設
置
し
た
ら
、
一
般
的
な
社

会
現
象
を
研
究
す
る
以
外
に
、
辺
疆
民
族
の
特

性
や
言
語
文
字
、
社
会
組
織
、
習
俗
等
を
研
究

し
、
各
族
の
団
結
と
辺
疆
開
発
の
参
考
に
な

る
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
に
こ
の
新
た
な
視

野
を
も
っ
た
校
長
は
離
任
し
、
四
川
大
学
に
社

会
人
類
学
系
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
一
九
三
九
年
、
四
川
大
学
は
校
地
を
変
更

し
た
た
め
華
西
学
派
と
の
よ
り
密
接
な
関
係
を

失
っ
た
。

　

最
終
的
に
学
科
の
設
置
に
は
成
功
し
な
か
っ

た
が
、
幾
つ
か
の
研
究
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。

例
え
ば
西
南
社
会
科
学
院
に
つ
い
て
は
、「
任
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鴻
雋
に
よ
る
蔣
介
石
へ
の
報
告
」
に
設
置
目
的

が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
教
員
と
学

生
が
課
外
時
間
を
使
っ
て
社
会
の
各
種
問
題
に

つ
い
て
実
地
調
査
と
研
究
を
行
い
、
理
論
を
事

実
と
関
係
づ
け
る
。
経
済
組
と
人
文
組
の
二
つ

に
分
け
、
前
者
は
経
済
の
発
展
状
況
や
文
化
指

数
を
調
査
し
、
後
者
は
辺
疆
の
民
族
を
研
究

し
、
蜀
（
四
川
）
の
文
献
を
収
集
し
、
蜀
の
金

石
文
物
に
つ
い
て
考
察
す
る
、
と
。

　

同
時
に
、
学
生
の
学
術
団
体
は
活
発
だ
っ

た
。
例
え
ば
社
会
問
題
研
究
会
、
史
地
研
究
会

（
西
南
民
族
研
究
会
、
西
南
辺
疆
研
究
組
等
）、

中
国
辺
疆
問
題
研
究
会
四
川
大
学
分
会
で
あ

る
。
学
校
の
社
会
化
は
近
代
教
育
の
目
標
の
一

つ
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
学
校
は
社
会
と
は
大

き
く
離
れ
て
お
り
、
こ
の
隔
絶
を
解
消
す
る
た

め
に
、
社
会
服
務
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。
四
川
大

学
で
は
、
学
生
の
能
力
と
興
味
に
合
わ
せ
て
社

会
調
査
社
会
服
務
に
参
加
さ
せ
た
。
例
え
ば
辺

区
服
務
団
は
、
夏
休
み
に
学
生
が
雷
波
や
馬

辺
、
屏
辺
、
峨
辺
（
涼
山
彝
族
自
治
州
の
イ
族

居
住
区
）
に
行
っ
て
辺
民
の
生
活
を
調
査
し

た
。
農
村
に
深
く
入
っ
て
農
民
経
済
教
育
に
つ

い
て
考
察
し
た
村
落
調
査
団
は
、
大
学
周
辺
の

非
識
字
者
三
百
余
人
を
収
容
し
て
抗
建
国
策
の

七
カ
所
の
小
学
校
に
い
れ
た
こ
と
等
、
み
な
そ

の
成
績
は
非
常
に
優
れ
て
客
観
的
で
あ
る
。

　

学
理
は
伝
承
さ
れ
、
馮
翰
と
指
導
を
受
け
た

学
生
の
論
文
は
、
四
川
大
学
歴
史
系
で
は
以
下

の
一
一
篇
で
、
民
族
史
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

「
趙
爾
豊
改
流
與
西
康
建
省
」「
四
川
僰
獠
考
」

「
英
蔵
外
交
関
係
之
史
的
研
究
」「
西
蔵
民
族
」

「
近
代
新
疆
史
略
」「
趙
爾
豊
與
西
康
」「
明
代
太

監
用
事
起
源
考
」「
殷
商
民
族
之
研
究
」「
明
末

之
党
争
」「
南
北
朝
社
会
之
風
俗
習
慣
」「
秦
統

一
天
下
及
其
在
歴
史
上
之
重
要
性
」
で
あ
る
。

　

華
西
協
合
大
学
社
会
学
系
は
五
一
篇
を
指
導

し
た
。
以
下
は
一
部
で
あ
る
が
、
民
俗
学
の
傾

向
が
み
ら
れ
る
。「
五
屯
嘉
絨
之
婚
葬
礼
儀
季

節
活
動
」「
四
川
省
華
陽
県
客
家
民
族
之
研
究
」

「
四
川
民
社
」「
康
蔵
民
俗
」「
神
話
伝
説
與
四
川

社
会
」「
社
会
與
医
学
」「
中
国
図
騰
社
会
研
究
」

「
成
都
祠
堂
之
研
究
」「
成
都
娼
妓
問
題
之
研

究
」「
成
都
旧
式
婚
姻
之
研
究
」
な
ど
が
あ
る
。

　

今
後
の
研
究
項
目
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

⑴　

史
学
系
人
類
学
、
社
会
学
、
民
族
史
、

教
育
学
系
社
会
学
、
社
会
心
理
学
、
農
村
教

育
、
政
治
経
済
学
系
社
会
学
、
社
会
問
題
、
辺

疆
問
題
等
の
課
程
の
設
置
お
よ
び
そ
の
教
学
目

的
を
分
析
す
る
。

　

⑵　

西
南
社
会
科
学
研
究
処
、
四
川
大
学
辺

疆
研
究
学
会
等
の
研
究
団
体
お
よ
び
社
会
問
題

研
究
会
、
史
地
研
究
会
、
中
国
辺
疆
問
題
研
究

会
四
川
大
学
分
会
等
の
学
生
団
体
の
社
会
調
査

研
究
活
動
に
つ
い
て
整
理
検
討
す
る
。

　

⑶　

晏
陽
初
、
李
済
、
呉
文
藻
等
人
類
学
・

社
会
学
者
の
講
演
活
動
や
、
大
学
研
究
者
間
の

学
術
相
互
訪
問
と
兼
任
、
四
川
経
済
調
査
団
や

辺
疆
服
務
団
を
組
織
し
て
参
加
し
た
と
い
う
史

実
に
関
し
て
分
析
す
る
。

　

⑷　

胡
鑑
民
、
聞
宥
等
が
四
川
大
学
で
教
授

し
て
い
た
時
の
人
類
学
・
社
会
学
領
域
の
治
学

思
想
と
教
学
理
念
を
分
析
す
る
。

　

⑸　

文
科
の
卒
業
論
文
か
ら
、
四
川
大
学
の

人
類
学
・
社
会
学
の
教
学
成
果
と
学
術
伝
承
を

分
析
す
る
。
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鄒
立
波

　

華
西
学
派
に
お
け
る
嘉
絨
（
ギ
ャ
ロ
ン
・
チ

ベ
ッ
ト
族
）
研
究
に
関
す
る
資
料
は
、
次
の
三

点
に
大
別
さ
れ
る
。

　

㈠　

エ
ド
ガ
ー
と
華
西
学
派
の
嘉
絨
地
区
早

期
研
究

　

エ
ド
ガ
ー
（
葉
長
青J. H

uston E
dgar, 

1872 ‒1936

）
は
、
内
地
会
華
西
辺
疆
地
区
伝

道
の
先
駆
者
で
、
王
室
ア
ジ
ア
分
会
中
国
支
部

会
員
、
英
国
王
室
地
理
学
会
会
員
、
華
西
辺
疆

研
究
学
会
創
始
者
の
一
人
で
唯
一
の
名
誉
会

長
。
一
九
二
二
〜
一
九
三
六
年
は
打
箭
炉
（
現

在
の
康
定
）
に
居
住
。

　

エ
ー
ル
大
学
神
学
院
図
書
館
所
蔵
の
華
西
辺

疆
学
会
檔
案
の
早
期
研
究
の
特
徴
は
、
宗
教
信

仰
と
歴
史
研
究
の
偏
重
、
言
語
文
学
の
重
視
の

二
点
で
あ
る
。
エ
ド
ガ
ー
は
嘉
絨
語
の
研
究
を

重
視
し
、
最
も
早
く
「
英
嘉
絨
詞
彙
表
」
を
作

成
し
て
二
四
〇
〇
の
語
彙
と
単
語
を
収
集
し
、

雍
仲
（Yung D

rung

）
の
ボ
ン
教
ラ
マ
協
力

と
い
う
名
を
得
た
（J. H

. E
dgar, “ E

nglish-

G
iarung Vocabulary,”  Journal of the W

est 
China Border R

esearch Society , Vol. 5 , 1932

）。

　
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
所
収
の
エ
ド

ガ
ー
の
嘉
絨
研
究
論
文
は
、「
笨
教
或
喇
嘛
教

黒
派
小
記
」第
三
巻 

一
九
二
六

－

一
九
二
九

年
、「
金
川
種
族
派
別
」第
五
巻 

一
九
三
二

年
、「
笨
教
真
言
與
笨
教
信
仰
」第
五
巻 

一
九

三
二
年
、「
金
川
民
謡
」第
五
巻 

一
九
三
二
年
、

「
丹
巴
的
拝
神
節
」第
五
巻 

一
九
三
二
年
、「
瓦

寺
的
第
一
位
王
子
」第
五
巻 

一
九
三
二
年
、

「
打
箭
炉
地
区
山
脈
概
述
」第
五
巻 

一
九
三
二

年
、「
雅
拉
名
考
」第
六
巻 

一
九
三
三

－

一
九

三
四
年
、「
四
川
古
代
戎
人
及
可
能
存
在
的
後

裔
」第
六
巻 

一
九
三
三

－

一
九
三
四
年
、「
金

川
日
月
崇
拝
」第
七
巻 
一
九
三
五
年
、「
西
蔵

黒
教
記
述
」第
七
巻 

一
九
三
五
年
で
あ
る
。

　

㈡　
「
川
西
調
査
」
と
華
西
学
派
の
嘉
絨
地

区
研
究

　

一
九
四
一
年
七
月
〜
八
月
、
学
生
夏
季
辺
疆

服
務
団
は
、
黒
水
や
理
番
（
現
在
の
理
県
）、

馬
塘
等
の
地
で
、
文
化
、
地
理
、
経
済
、
農
業

を
調
査
し
、
王
文
蒙
・
葛
維
漢
・
白
雪
等
編

『
川
西
調
査
記
』（
教
育
部
蒙
蔵
教
育
司
、
一
九

四
三
年
三
月
）
を
刊
行
。
構
成
は
、
羌
人
の
部

（
葛
維
漢
）、
戎
人
の
部
（
聞
宥
等
か
。
な
お
理

番
県
は
雑
谷
脳
に
属
し
、
東
五
屯
の
屯
民
は
嘉

絨
と
よ
ば
れ
、
自
称
は
格
勒
、
漢
人
の
近
く
に

住
む
人
の
意
味
）、
地
理
の
部
（
劉
恩
蘭
）、
経

済
の
部
（
李
有
義
）、
農
業
の
部
、
動
物
の
部

（
華
西
協
合
大
学
生
物
系
）。
特
徴
は
、
多
く
の

学
科
の
共
同
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
、
教
学
と
研

究
が
同
時
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

研
究
成
果
に
は
以
下
が
あ
る
。

　

李
有
義
「
雑
谷
脳
喇
嘛
寺
的
経
済
組
織
」『
辺

政
公
論
』
一
九
四
二
年
第
一
巻
第
三

－

四
期
、

「
雑
谷
脳
的
漢
番
貿
易
」『
西
南
辺
疆
』
一
九
四

二
年
第
一
五
期
。

　

聞
宥
（
一
九
〇
一

－

一
九
八
五
）
は
、
一
九

三
七
〜
一
九
五
四
年
に
は
国
立
四
川
大
学
や
華

西
協
合
大
学
で
教
え
、
一
九
四
〇
年
華
西
協
合

大
学
中
国
文
化
研
究
所
所
長
。
論
文
は
「
論
黒

水
羌
語
中
之Final Plosives

」『
華
西
協
合
大

学
中
国
文
化
研
究
所
集
刊
』
一
九
四
〇
年
第
一

巻
第
一
期
、「
論
八
什
脳Jyarung

語
動
詞
中
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之
人
称
後
置
（
附
表
）」『
華
西
協
合
大
学
中
国

文
化
研
究
所
集
刊
』
一
九
四
〇
年
第
一
巻
第
四

期
、「
理
番
語
言
」『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑

誌
』
一
九
四
二
年
第
一
四
巻
、「
嘉
絨
語
動
詞

之
方
向
前
置
及
其
羌
語
中
之
類
似
」『
華
西
協

合
大
学
中
国
文
化
研
究
所
集
刊
』
一
九
四
三
年

第
三
巻
第
一

－

四
期
、「
論
嘉
絨
語
動
詞
之
人

称
尾
詞
」『
中
国
文
化
研
究
彙
刊
』
一
九
四
四

年
第
四
巻
下
、「
理
番
後
二
枯
羌
語
音
系
」『
中

国
文
化
研
究
彙
刊
』
一
九
四
五
年
第
四
巻
。

　

劉
恩
蘭
（
一
九
五
〇

－

一
九
八
六
）
は
、
一

九
四
〇
年
か
ら
成
都
金
陵
女
子
文
理
学
院
地
質

地
理
学
系
教
授
兼
主
任
、
一
九
四
三
年
華
西
辺

疆
研
究
学
会
会
員
。
論
文
は
「
理
番
的
地
理
」

『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
一
九
四
二
年
第

一
四
期
、「
理
番
的
地
理
概
況
（
附
図
）」『
西

南
辺
疆
』
一
九
四
二
年
第
一
四
期
、「
理
番
県

之
水
土
保
持
問
題
」『
辺
政
公
論
』
一
九
四
二

年
第
一
巻
第
九

－
一
〇
期
、「
川
省
西
北
土
地

利
用
之
地
理
条
件
：
附
表
」『
文
化
先
鋒
』
一

九
四
三
年
第
二
巻
第
一
五
期
、「
四
川
西
北
理

番
民
族
概
況
」『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』

一
九
四
四
年
第
一
五
巻
、「
理
番
県
土
壌
概
況
」

『
辺
政
公
論
』
一
九
四
五
年
第
四
巻
第
九

－

一

二
期
、「
談
川
省
西
北
辺
胞
」『
婦
女
文
化
』
一

九
四
六
年
第
一
巻
第
五
期
、「
訪
草
坡
官
寨
：

川
西
遊
記
之
五
」『
文
化
先
鋒
』
一
九
四
六
年

第
六
巻
第
七
期
、「
遊
記
：
羅
族
雑
居
之
理
番

県
：
川
西
遊
記
之
五
」『
文
化
先
鋒
』
一
九
四

六
年
第
六
巻
第
九

－
一
〇
期
、「
遊
記
：
羌
民

戎
官
的
九
子
屯
：
川
西
遊
記
之
六
」『
文
化
先

鋒
』
一
九
四
六
年
第
六
巻
第
一
四
期
、「
四
川

西
北
区
民
族
之
検
討
」『
新
中
華
』
一
九
四
六

年
第
四
巻
第
一
〇
期
、「
在
理
番
県
城
：
川
西

遊
記
之
五
」『
文
化
先
鋒
』
一
九
四
六
年
第
六

巻
第
一
一
期
、「
松
理
茂
汶
的
紹
介
」『
辺
疆
服

務
』
第
一
巻
第
二
期
、「
理
番
四
土
之
政
治
」

『
辺
政
公
論
』
一
九
四
八
年
第
七
巻
第
二
期
、

「
理
番
四
土
之
社
会
」『
辺
政
公
論
』
一
九
四
八

年
第
七
巻
第
三
期
。

　

㈢　

そ
の
他
の
研
究

　

⑴　

李
安
宅
「
川
甘
数
県
辺
民
分
布
概
況
」

『
新
西
北
月
刊
』
第
四
巻
第
二

－

六
期
、
第
五

巻
第
四

－

六
期
、『
辺
政
公
論
』
一
九
四
一

－

一
九
四
二
年
第
二
巻
第
九

－

一
〇
期

　

⑵　

一
九
四
三
年
一
月
〜
三
月
、
社
会
学
系

の
蔣
旨
昂
教
授
は
、
于
式
玉
と
理
番
県
で
募
集

し
た
十
数
名
の
小
学
校
教
師
と
と
も
に
黒
水
に

赴
い
た
。
蔣
旨
昂
（
一
九
一
一

－

一
九
七
〇
）

は
、
一
九
四
一
年
か
ら
華
西
協
合
大
学
社
会
学

系
で
教
え
、
一
九
四
二
年
に
華
西
辺
疆
研
究
学

会
に
入
会
。
論
文
は
、「
黒
水
頭
人
與
百
姓
」

『
大
学
』
一
九
四
四
年
第
三
巻
第
三

－

四
期
合

刊
、「
黒
水
的
政
治
」『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑

誌
』
一
九
四
四
年
第
一
五
巻
一
九
四
四
年
第
三

巻
第
二
期
、「
黒
水
流
域
社
区
的
政
治
」『
華
西

辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
一
九
四
四
年
第
一
五

巻
。

　

于
式
玉
（
一
九
四
〇

－

一
九
六
九
）
は
、
一

九
四
二
年
か
ら
華
西
協
合
大
学
華
西
辺
疆
研
究

所
に
勤
務
。
論
文
は
、「
麻
窩
衙
門
」『
辺
政
公

論
』
一
九
四
四
年
第
一
八
巻
第
一
〇
期
、「
記

黒
水
旅
行
」『
旅
行
雑
誌
』
一
九
四
四
年
第
一

八
巻
第
一
〇
期
、「
黒
水
民
風
」『
旅
行
雑
誌
』

一
九
四
五
年
第
六
巻
第
五

－

六
期
、
七

－

八

期
。

　

⑶　

任
乃
強
（
一
八
九
四

－

一
九
八
九
）
は
、

一
九
四
二
年
か
ら
華
西
協
合
大
学
華
西
辺
疆
研

究
所
に
勤
務
。
論
文
は
、「
天
蘆
宝
荅
記
」『
康

導
月
刊
』
一
九
四
五
年
第
六
巻
第
五

－

六
期
、

七

－

八
期
、「
天
全
土
司
世
系
」『
康
蔵
研
究
月

刊
』
一
九
四
九
年
第
二
六
期
、「
四
川
第
十
六
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区
民
族
之
分
布
」『
康
蔵
研
究
月
刊
』
一
九
四

九
年
第
二
四
期
。

　

⑷　

馬
長
寿
（
一
九
〇
六

－

一
九
七
一
）

は
、
論
文
は
「
川
康
辺
境
之
民
族
分
布
及
其
文

化
特
質
」（
金
祖
孟
と
の
共
著
）『
青
年
月
刊
・

辺
疆
問
題
』
一
九
三
九
年
第
三
期
、「
笨
教
源

流
」『
民
族
学
研
究
集
刊
』
一
九
四
三
年
第
三

期
、「
嘉
戎
民
族
社
会
史
」『
民
族
学
研
究
集

刊
』
一
九
四
四
年
第
四
期
。

　

⑸　

一
九
四
五
年
夏
、
燕
京
大
学
社
会
学
系

は
ア
メ
リ
カ
の
羅
氏
基
金
委
員
会
と
ハ
ー
バ
ー

ド
燕
京
学
社
の
基
金
を
得
、
林
耀
華
と
陳
永
齢

に
委
託
し
て
七
月
〜
九
月
の
二
カ
月
間
調
査
を

行
い
、『
四
土
嘉
戎
』
を
刊
行
。
論
文
は
、
林

耀
華
「
川
康
北
界
的
嘉
戎
土
司
（
附
図
）」『
辺

政
公
論
』
一
九
四
七
年
第
六
巻
第
二
期
、「
川

康
嘉
戎
的
家
族
與
婚
姻
」『
燕
京
社
会
科
学
』

一
九
四
八
年
第
一
期
、
陳
永
齢
「
四
川
理
県
蔵

族
土
司
制
度
下
的
社
会
」『
民
族
学
浅
論
文

集
』
台
北
弘
毅
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

〔
付
記
〕
翻
訳
は
李
紹
明
「
中
国
人
類
学
に
お
け

る
華
西
学
派
」
を
飯
田
直
美
が
、
そ
の
他
は
松

岡
正
子
が
担
当
し
た
。


